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作品名

建築家

身の丈の部屋

常山未央＋能作文徳

01提案

特集／個室の復権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  01

現代版の「晴耕雨読」
個室という言葉は、物理的・精神的に「閉じる」ニュアンスを帯びている。
常山さん、能作さんは、私たちが天候に大きく影響を受け、
自然サイクルの一部として生かされている事実を受けとめたうえで、
「身の丈」の（＝自ら閉じて責任を負える）暮らしを再解釈した。

杉板

切る

切る

合板

稲

燻炭

葦

松

表面を炭化させる

和紙

ステンレス

ガラス

太陽光発電パネル

透湿防水シート

杉 105×105mm
バケツ

1.6m

銅板

ロープ

束ねる

籾殻

身のまわりにあるものや
手軽に手に入れられるもの、

廃材を利用して
自分でつくってみよう。

太陽光発電パネルを
のせた屋根の下には、

籾殻で断熱された
八角形の部屋が。

　
身
の
丈
の
部
屋
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
。

　
現
代
の
人
々
の
暮
ら
し
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
マ
テ
リ
ア
ル
も
使
い
す
ぎ
て

い
る
。
材
料
は
身
の
ま
わ
り
に
あ
る

も
の
や
、
手
軽
に
手
に
入
る
も
の
、

解
体
現
場
で
捨
て
ら
れ
た
も
の
を
利

用
す
る
。
近
く
の
農
家
で
出
て
く
る

籾
殻
や
藁
を
も
ら
っ
て
く
る
。
ひ
と

り
で
も
持
ち
運
び
が
容
易
で
、
特
別

な
道
具
や
技
術
が
な
く
て
も
加
工
で

き
る
工
法
で
つ
く
れ
る
よ
う
に
す
る
。

時
間
は
か
か
る
け
れ
ど
も
、
一
日
の

過
ご
し
方
を
想
像
し
な
が
ら
ど
ん
な

設
え
が
よ
い
か
思
案
す
る
の
は
楽
し

い
。
身
の
丈
サ
イ
ズ
で
、
自
分
で
つ

く
れ
て
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
の
小
さ
い
建
築
だ
。

　
土
壌
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
で
は
な
く
、
焼

い
た
松
杭
の
上
に
木
造
の
架
構
を
の

せ
る
。
表
面
積
が
小
さ
く
気
積
が
大

き
い
球
体
か
ら
発
想
し
た
八
角
形
の

入
母
屋
の
形
の
架
構
で
あ
る
。
仕
事

を
す
る
に
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
が

必
要
だ
。
最
低
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

自
給
で
き
る
よ
う
に
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
を
南
側
の
屋
根
面
に
の
せ
る
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
広
げ
て
外
を
眺

め
て
仕
事
が
で
き
る
。
曇
り
や
雨
の

日
は
小
さ
な
バ
ッ
テ
リ
ー
が
あ
れ
ば

事
足
り
る
。
雨
が
続
い
て
電
力
が
な

く
な
っ
た
ら
仕
事
は
お
し
ま
い
。
太

陽
に
合
わ
せ
て
暮
ら
せ
ば
い
い
。
南

側
に
は
反
射
板
で
太
陽
光
を
集
め
て

熱
を
発
生
さ
せ
る
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ

ー
が
あ
る
。
お
日
さ
ま
の
力
で
沸
か

し
た
コ
ー
ヒ
ー
で
の
一
服
は
格
別
だ
。

パ
ソ
コ
ン
作
業
に
疲
れ
た
ら
横
に
な

っ
て
頭
を
休
め
よ
う
。
寝
転
ぶ
と
丸

窓
か
ら
は
外
の
景
色
が
見
え
る
。
北

側
の
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
に
は
天
窓

が
あ
り
、
口
か
ら
入
っ
た
食
べ
物
が

お
尻
の
穴
か
ら
糞
便
と
な
っ
て
出
て

土
に
戻
っ
て
い
く
。
用
を
足
す
と
き

に
空
と
身
体
と
地
球
が
一
体
に
感
じ

ら
れ
る
の
だ
。
リ
モ
ー
ト
会
議
の
合

間
に
梯
子
で
庭
に
降
り
て
み
る
。
屋

根
か
ら
集
め
ら
れ
た
雨
水
を
畑
の
野

菜
に
あ
げ
て
気
分
転
換
。
隣
の
お
ば

さ
ん
が
育
ち
具
合
を
尋
ね
て
く
る
。

ト
イ
レ
の
肥
や
し
の
は
た
ら
き
が
す

こ
ぶ
る
よ
い
。
寒
い
の
は
嫌
い
な
の

で
部
屋
は
き
ち
ん
と
断
熱
し
た
い
。

毎
日
食
べ
る
米
の
副
産
物
で
あ
る
籾

殻
を
燻
し
て
断
熱
材
に
使
え
ば
、
無

料
で
ゴ
ミ
も
減
ら
せ
て
一
石
二
鳥
だ
。

自
分
で
つ
く
っ
た
か
ら
修
理
や
更
新

も
な
ん
て
こ
と
は
な
い
。

　
こ
の
部
屋
は
身
の
丈
サ
イ
ズ
だ
が
、

太
陽
や
地
球
を
感
じ
ら
れ
る
、
大
き

な
部
屋
な
の
だ
。

小
さ
な
た
た
ず
ま
い
の

大
き
な
部
屋

材料はホームセンターや
材木屋などで容易に手
に入るものばかり。廃材
も再利用し、「食の副産
物」も無駄にしない。

仕事や食事から、お茶
や休憩に仮眠まで。さま
ざまな活動ができるよう、
ミニマムながら十分に家
具が設えられている。

ホームセンター廃材をリサイクル

材木屋

和紙屋

山

川べり

食の副産物

45
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10㎡未満という床面積
だが、八角形の形を生
かして東西南北に各機
能がうまく納められてい
る。

風や光、熱といった、一
般的に扱う環境要素に
とどまることなく、住み手
までも含めたエネルギー
循環が見えるのがおも
しろい。
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）。お
も

な
作
品
＝「
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大
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講
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品
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前
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井
の
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工
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進
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作
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と
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丸窓:
Φ=400mm
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天井：
和紙 t＝1mm 
合板 t＝12mm

屋根：
銅板 t＝0.27mm
合板 t＝12mm 
通気垂木 45×45mm 
透湿防水シート t＝0.16mm 
合板 t＝12mm
垂木 105×45mm
籾殻 t＝105mm

折畳式寝台

ハッチ： 
750×750mm 
t＝69mm

外壁：
葦 t＝200mm

透湿防水シート t＝0.16mm
合板 t＝12mm

梯子：
杉 t＝30mm

松杭:Φ=160mm

床：
杉板 t＝15mm 
合板 t＝12mm 
床梁 105×105mm

透湿防水シート
　　 t＝0.16mm 
籾殻 t＝105mm

棚:
杉板 t＝18mm机：

杉板 t＝30mm

950 950
950 600

1,400
3,300

窓台と一体の作業机。仕
事をしながら外を眺めら
れる。両脇には本棚、足
元にはプリンターがある。
太陽光で発電した電力で
ノートパソコンなどの機械
を動かす。

部屋の中央には直径
1,100mmの食卓がある。
下部のハッチから出入り
しやすいようにするため、
脚をなくしてロープで吊ら
れている。

働

土壌中に新鮮な水と空気
が行き渡るよう高床形式
とし建物の下の土をその
まま残す。

土
屋根に降った雨をといで
集めて水瓶に溜めて植
栽や畑の水やりに利用す
る。高性能浄水フィルター
を用いればひとり分の飲
み水は確保できる。

雨

仮眠をとるための折り畳
みのベッド。横になった姿
勢で丸窓から外の風景
が見える。

寝

入母屋の破風部分にあ
けられた 窓から採光・
通風を行う。

風

表面積が小さく気積の大
きい球体から形を発想し、
DIYでの施工を簡易にす
るために八角形に分割し
た。中心には丸テーブル、
北にコンポストトイレ、南に
ソーラークッカー、東に書
斎、西に寝台がある。床
面積は確認申請不要で
増築可能な10㎡未満に
納めた。

八太陽のエネルギーで調理
するソーラークッカーが南
側に設置されている。ス
テンレスの集光パネルで
ガラスのクッカー内に光を
取り入れ、クッカー内の黒
い鋳鉄鍋に当たった太陽
光により熱が発生しガラス
で閉じられた黒塗りのクッ
カー内に熱が溜まる仕組
みである。

食

生ゴミや糞尿を堆肥化し
て菜園や植栽に利用す
る。

肥

杭で持ち上げられた小屋
の入り口は床下にある。６
段ある梯をよじ登って床
下のハッチを開けて小屋
に入る。

梯

太陽光発電パネル（最大
出力355W・400kWh/年）
を搭載し、ノートパソコン
やプリンター用に昼間発
電する。日照時間の少な
い冬に合わせて屋根の
角度は45°の勾配となって
いる。

電

水洗トイレではなくコンポ
ストトイレを使うことで糞尿
を堆肥に変える。臭気を
軽減するために尿と便を
分け、大便には籾殻と消
石灰を入れて乾燥させて
堆肥化し、尿は消石灰や
灰を入れた容器で回収し
てリンと窒素を沈殿させて
土に戻す。

泄

葦は茅のなかでもすぐれ
た防水性のある自然素材
だ。葦の中は中空になっ
ており断熱材としての役
割もある。葦の束を下か
ら順番に外壁に留めて先
端を切り揃えて仕上げる。

葦 籾殻を壁、天井、床下に
充塡して断熱する。籾殻
は防虫のために燻してあ
る。

籾 床が1.6m程度地面から 
上がっているため、湿気
や雨から木材を守り、容
易に白蟻被害を点検でき
るようになっている。

３mの長さの土木用の焼
いた松杭を12本打ち込
み、コンクリートを使わな
い簡易な基礎とする。焼
いた松杭の表面の多孔
質の層には菌糸が絡み
つき、土壌と弱い力で一
体化する。

高

杭

卓

N

950 9501,400
3,300

A’

B

A

B’

ソーラークッカー

机食卓

コンポストトイレ
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ハッチ
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0
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0
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0

写真／鈴木淳平
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作 品 名

建 築 家

LDK+200C

YSLA Arch i t e c t s

02提 案

特 集／個 室の復 権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  02

回遊によって“個室化”を促す
思考が行き詰まった際の散歩や軽い運動は、
凝り固まった脳と体をほぐし、時に予想外のアイデアをも引き出すことがある。
山村さん、ナタリアさんは、回廊からデザインのヒントを得た。
建築が動きをアフォードして人間に“個室化”を促すという逆説的な発想が興味深い。

89

LDK+200C

すぐに目を引く
回廊のような空間。

これこそが、今回提案された
閉じない個室。

Cはcorridor（廊下）と
claustro（回廊）をかけ
ている。回廊を200周す
ると、人が一日に歩くべ
きとされる８kmに相当
する。

健 全 な 精 神 は 健 全 な 身 体 に 宿 る ̶  ̶ユ ウェナリス (Juvenalis）
(mens sana in corpore sano）
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域
を
介
し
て
、
内
側
の
個
室
の
住
人

と
「
個
室
」
の
住
人
は
距
離
を
保
ち

つ
つ
生
活
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
計
画
に
は
二
種
類
の
個
室
を

用
意
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
生
活
像

を
描
い
て
い
る
。

　個
室
と
き
い
て
閉
じ
た
個
室
は
避

け
た
い
と
考
え
た
。
ぐ
る
ぐ
る
と
ま

わ
る
こ
と
は
、
昔
か
ら
人
が
ひ
と
り

に
な
る
と
き
に
行
っ
て
い
た
個
室
化

の
自
発
的
な
行
為
で
あ
っ
た
。
健
全

な
精
神
は
運
動
な
く
し
て
あ
り
え
ず
、

開
か
れ
た
場
所
を
歩
く
空
間
こ
そ
、

「
個
室
」が
復
権
す
る
た
め
の
カ
ギ
で

あ
る
と
考
え
て
、
一
日
に
2
0
0
周

す
る「
個
室
」
を
提
案
す
る
。

　2
0
0
周
は
一
日
に
人
が
必
要
と

す
る
距
離
で
あ
る
。

　C
O
V
I
D
-19
は
日
常
の
あ
ら

ゆ
る
シ
ー
ン
を
変
化
さ
せ
た
。
外
を

自
由
に
歩
く
こ
と
が
制
限
さ
れ
、
健

康
は
住
空
間
の
見
直
し
に
必
要
な
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
健

康
を
テ
ー
マ
に
考
え
、
結
果
と
し
て

そ
れ
が
「
個
室
」
の
復
権
に
新
し
い

可
能
性
を
も
つ
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
今
後
日
本
の
各
地
で
再
考
が

必
要
と
な
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
前
提
に
計
画
し
て
い
る
。

　本
計
画
の
特
徴
は
回
廊
的
な
空
間

で
あ
る
。
そ
こ
が
「
個
室
」
と
な
る

部
分
で
あ
る
。
中
世
の
修
道
院
に
は
、

回
廊
空
間
が
存
在
し
た
。
一
般
的
に

回
廊
は
そ
の
空
間
的
特
徴
が
注
目
さ

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
ひ
と
り
で
歩

き
ま
わ
る
」
こ
と
に
着
目
し
た
い
。

西
洋
の
修
道
僧
は
、
個
室
か
ら
回
廊

へ
出
て
、
そ
こ
を
ぐ
る
ぐ
る
と
歩
き

ま
わ
り
な
が
ら
思
考
を
巡
ら
せ
、
本

を
読
み
、
自
己
と
対
面
す
る
個
人
的

な
空
間
と
し
て
活
用
し
て
い
た
。
日

本
で
は
縁
側
の
空
間
が
同
質
の
空
間

だ
と
い
え
る
。
共
通
す
る
の
は
い
ず

れ
も
外
部
空
間
で
あ
る
点
で
あ
る
。

人
は
机
に
向
か
っ
て
考
え
る
よ
り
も
、

外
を
歩
い
て
い
る
と
き
の
ほ
う
が
よ

い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
。
そ
ん
な
経

験
は
誰
し
も
が
あ
る
だ
ろ
う
。
よ
っ

て
、「
個
室
」
は
外
部
空
間
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
計
画
の

端
緒
と
し
た
。

　ま
た
、
家
庭
内
で
の
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
も
新
た
な
要
素
で
あ
る
。
本
計
画

で
は
回
廊
の
内
側
と
そ
の
さ
ら
に
内

側
に
も
う
ひ
と
つ
の
個
室
が
備
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
間
領
域
に
は
水

ま
わ
り
、
収
納
、
玄
関
、
坪
庭
な
ど

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

内
側
の
個
室
か
ら
も
回
廊
の「
個
室
」

か
ら
も
独
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
間
領

m
ens sana 

in corpore sano

昔から人は
ひとりぐるぐると歩きまわることで

思考を巡らせ
自分と向き合っていた。回廊と空間の中心部とい

う、性格の異なるふたつ
の「個室」。それを仕切
る／つなぐ中間領域に
は、水まわりや収納、坪庭
などが納められている。
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approach 2

家族の空間へ、個人の居場所・時
間を選びとり、確保するための設え。
テクスチャー・色彩を切り替え、ワン
ルームの中に「個室」を意識させる。

分 節
Segmentalize

不揃いな
ワンルーム

approach 1

在宅ワークのできるブースを、居間
の周囲に設える。個人のための小さ
な機能空間を団らんの場に共存さ
せる。

私 化
Personalize

居間に組み込まれた
パーソナル・ブース 

approach 0

民家のように、大家族が暮らすひと
つながりのワンルームとする。状況に
応じ建具を開閉し、寝間・私室を
構成することができ、療養の空間と
しても想定する。

調 整
Adjust

伸縮する
ワンルーム・ホーム

approach 5

老いを受けとめるように、接地階の
みでの暮らしへシフトできる平面計
画（二箇所の水まわり）とする。「終
のすみか」として、客間・仏間が住
宅における最後の「個室」となる。

適 応
Revolutionize

ライフステージに応じ、
住み継げるプランニング

approach 4

住宅に穴をあけるように、地上階を
客間と庭とともに、前面道路、住宅
地に開く。血縁家族の居住専用住
居に外部、他者を招き入れ、地域と
住居を混交する。開くことが家族の
中とは異なる、個人の多様な暮らし
を実現する。

公 共
Deprivatize

住宅の公共性、
非住宅化

approach 3

建設やメンテナンスのプロセスへ、
老若男女が参加可能な土材料・構
法を導入する。土の触感（手触り）と、
土仕上げの経年変化が、家族の暮
らしを包み、個人の記憶に深く定着
される。※山田宮土理氏、中村航氏
（建築材料・構法）と共働。

内 在
Internalize

同居する家族それぞれが
「家」を内在化するマテリアル

個室を求めていない
多世代住宅に
私的な場所を

自然に内在させるには。

作 品 名

建 築 家

あざみ野の土

Eureka

03提 案

特 集／個 室の復 権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  03

多世代住宅における「個室」とは
カフェやSNSの普及のおかげで
「個」になることが容易な現代においては、
住宅とはむしろ家族が集まるためにこそ必要な装置かもしれない。
そこに個室を設ける意味とは何か、どんな設計が必要なのか。
Eurekaは、論理的に答えを導く。

　神
奈
川
県
・
あ
ざ
み
野
の
台
地
に
、

両
親
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
家
族
が

と
も
に
暮
ら
す
多
世
代
住
宅
に
お
け

る
「
個
室
」
の
計
画
。
家
族
各
人
の

個
室
を
確
保
す
る
こ
と
の
な
い
、「
集

ま
る
こ
と
」「
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
」

に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
あ
る
住
宅
で

の
「
個
室
」
と
は
何
か
?

　住
宅
は
、
昭
和
40
年
代
半
ば
に
ひ

な
壇
造
成
さ
れ
た
エ
リ
ア
に
計
画
す

る
。
50
年
を
経
た
今
は
更
新
時
期
に

あ
り
、
同
時
に
周
囲
の
住
宅
開
発
も

広
が
る
。
ひ
な
壇
造
成
さ
れ
た
急
斜

宅
地
は
、
と
も
す
る
と
敷
地
内
に
も

上
り
下
り
の
激
し
い
バ
リ
ア
フ
ル
な

住
環
境
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
再
編
す
る
よ
う
に
、

道
路
と
フ
ラ
ッ
ト
で
、
地
域
に
開
放

的
な
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
を
計
画
し
、

斜
面
地
形
を
室
内
外
に
取
り
込
み
な

が
ら
、
床
が
ス
キ
ッ
プ
し
、
上
下
階

を
つ
な
ぐ
断
面
計
画
と
す
る
。

　こ
の
拡
大
家
族
は
、
健
康
な
両
親

が
60
代
後
半
を
迎
え
、
30
代
の
子
ど

も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
・
家
を

も
ち
な
が
ら
、
実
家
と
を
往
復
す
る

関
係
を
築
い
て
い
る
。
子
ど
も
家
族

は
あ
ざ
み
野
に
近
居
し
た
り
、
孫
と

と
も
に
同
居
す
る
。
み
な
が
集
ま
る

正
月
は
15
人
が
集
う
。
住
宅
は
、
大

き
な
家
族
が
集
散
し
、
時
と
と
も
に

形
を
変
え
な
が
ら
多
世
代
居
住
し
て

い
く
場
と
な
る
。

　家
族
が
全
員
揃
う
食
卓
や
、
住
宅

全
体
が
居
間
と
な
る
よ
う
な
空
間
な

ど
、「
ハ
レ
の
日
」
の
前
提
条
件
に
対

し
て
、
六
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
ね

合
わ
せ
を
試
み
る
。
限
り
な
く
「
個

室
」
の
な
い
住
宅
に
、
い
か
に
多
元

的
に
個
人
の
帰
属
す
る
空
間
や
、
暮

ら
し
・
行
為
・
意
識
・
記
憶
を
内
在

さ
せ
う
る
か
の
試
み
で
あ
る
。

更
新
時
期
に
あ
る

多
世
代
住
宅
の
未
来
を

再
編
す
る
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approach 2

家族の空間へ、個人の居場所・時
間を選びとり、確保するための設え。
テクスチャー・色彩を切り替え、ワン
ルームの中に「個室」を意識させる。

分 節
Segmentalize

不揃いな
ワンルーム

approach 1

在宅ワークのできるブースを、居間
の周囲に設える。個人のための小さ
な機能空間を団らんの場に共存さ
せる。

私 化
Personalize

居間に組み込まれた
パーソナル・ブース 

approach 0

民家のように、大家族が暮らすひと
つながりのワンルームとする。状況に
応じ建具を開閉し、寝間・私室を
構成することができ、療養の空間と
しても想定する。

調 整
Adjust

伸縮する
ワンルーム・ホーム

approach 5

老いを受けとめるように、接地階の
みでの暮らしへシフトできる平面計
画（二箇所の水まわり）とする。「終
のすみか」として、客間・仏間が住
宅における最後の「個室」となる。

適 応
Revolutionize

ライフステージに応じ、
住み継げるプランニング

approach 4

住宅に穴をあけるように、地上階を
客間と庭とともに、前面道路、住宅
地に開く。血縁家族の居住専用住
居に外部、他者を招き入れ、地域と
住居を混交する。開くことが家族の
中とは異なる、個人の多様な暮らし
を実現する。

公 共
Deprivatize

住宅の公共性、
非住宅化

approach 3

建設やメンテナンスのプロセスへ、
老若男女が参加可能な土材料・構
法を導入する。土の触感（手触り）と、
土仕上げの経年変化が、家族の暮
らしを包み、個人の記憶に深く定着
される。※山田宮土理氏、中村航氏
（建築材料・構法）と共働。

内 在
Internalize

同居する家族それぞれが
「家」を内在化するマテリアル

個室を求めていない
多世代住宅に
私的な場所を

自然に内在させるには。

作 品 名

建 築 家

あざみ野の土

Eureka

03提 案

特 集／個 室の復 権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  03

多世代住宅における「個室」とは
カフェやSNSの普及のおかげで
「個」になることが容易な現代においては、
住宅とはむしろ家族が集まるためにこそ必要な装置かもしれない。
そこに個室を設ける意味とは何か、どんな設計が必要なのか。
Eurekaは、論理的に答えを導く。

　神
奈
川
県
・
あ
ざ
み
野
の
台
地
に
、

両
親
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
家
族
が

と
も
に
暮
ら
す
多
世
代
住
宅
に
お
け

る
「
個
室
」
の
計
画
。
家
族
各
人
の

個
室
を
確
保
す
る
こ
と
の
な
い
、「
集

ま
る
こ
と
」「
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
」

に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
あ
る
住
宅
で

の
「
個
室
」
と
は
何
か
?
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は
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和
40
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半
ば
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る
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、
上
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を
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と
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を
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、
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家
庭
・
家
を

も
ち
な
が
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、
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関
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い
て
い
る
。
子
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家
族

は
あ
ざ
み
野
に
近
居
し
た
り
、
孫
と

と
も
に
同
居
す
る
。
み
な
が
集
ま
る

正
月
は
15
人
が
集
う
。
住
宅
は
、
大

き
な
家
族
が
集
散
し
、
時
と
と
も
に

形
を
変
え
な
が
ら
多
世
代
居
住
し
て

い
く
場
と
な
る
。

　家
族
が
全
員
揃
う
食
卓
や
、
住
宅

全
体
が
居
間
と
な
る
よ
う
な
空
間
な

ど
、「
ハ
レ
の
日
」
の
前
提
条
件
に
対

し
て
、
六
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
ね

合
わ
せ
を
試
み
る
。
限
り
な
く
「
個

室
」
の
な
い
住
宅
に
、
い
か
に
多
元

的
に
個
人
の
帰
属
す
る
空
間
や
、
暮

ら
し
・
行
為
・
意
識
・
記
憶
を
内
在

さ
せ
う
る
か
の
試
み
で
あ
る
。

更
新
時
期
に
あ
る

多
世
代
住
宅
の
未
来
を

再
編
す
る
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あざみ野の土03提案
P

roposal 03
Eureka

広い平面を
建具や段差で区切り

それぞれが
個の場所になりえる空間に。

台所

客間・仏間

食堂

土間

前庭

土の庭

納戸

書斎吹抜け

縁側 居間

親世帯 寝間・私室

擁壁上歩廊

書斎
子世帯 寝間・私室

GL＋4,960 GL＋4,060

GL＋2,800

GL＋2,020

GL＋1,000
GL＋1,540

GL＋1,400

GL＋100

GL＋0

2階平面図

土間や庭を近隣に開け
るとともに、土間→食堂
→土の庭→擁壁上歩廊
→居間→書斎と、外部
を介した回遊性も備えて
いる。

N

1/125
0 1 2m

1階平面図

N

1/125
0 1 2m

ProfileE
u
r
e
k
a

稲
垣
淳
哉（
い
な
が
き
・
じ
ゅ
ん
や
）、

佐
野
哲
史（
さ
の
・
さ
と
し
）、永
井

拓
生（
な
が
い
・
た
く
お
）、堀
英
祐

（
ほ
り
・
え
い
す
け
）の
4
名
が
主

宰
す
る
建
築
設
計
事
務
所
。い
ず
れ

も
1
9
8
0
年
生
ま
れ
、早
稲
田

大
学
出
身
。稲
垣
・
佐
野
が
建
築

計
画
・
意
匠
、永
井
が
構
造
計
画
、

堀
が
環
境
設
備
計
画
を
担
当
。お

も
な
作
品
＝「
感
泣
亭
」（
2
0
1

2
）、「D

ragon Court V
illage

」

（
13
）、「N

agasaki 
Job 

Port

」

（
18
）、「
奈
義
町
多
世
代
交
流
広
場 

ナ
ギ
テ
ラ
ス
」（
19
）。

Hori Eisuke Nagai Takuo Sano Satoshi Inagaki Junya

写真／Ookura Hideki
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れ
ら
は
部
屋
と
し
て
1
階
と
2
階
に

振
り
分
け
て
配
置
し
、
寝
室
は
、
い

わ
ゆ
る
物
理
的
な
個
室
か
ら
「
使
え

て
い
な
い
」
個
室
の
「
余
剰
」
空
間

を
刈
り
取
り
、
機
能
を
適
切
な
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
集
約
し
て
み
て
い
る
。
階

段
、
壁
、
窓
、
照
明
も
一
緒
に
編
み

込
み
な
が
ら
、
要
素
を
圧
縮
す
る
こ

と
で
、
小
さ
な
敷
地
と
暮
ら
し
の
関

係
が
も
っ
と
身
体
的
に
な
っ
て
皮
膚

感
覚
へ
も
接
近
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

敷
地
や
建
物
や
個
室
で
こ
の
狭
い
世

界
を
切
り
刻
ん
で
分
け
て
い
く
こ
と

よ
り
も
、
そ
れ
ら
の
機
能
が
た
く
さ

ん
の
居
場
所
に
な
っ
て
つ
な
ぎ
と
め

ら
れ
て
い
く
住
ま
い
を
目
指
し
た
い
。

（
増
田
信
吾
）

　
子
ど
も
の
頃
、
僕
の
部
屋
は
独
占

で
は
な
く
、
8
畳
く
ら
い
の
部
屋
を

妹
と
使
っ
て
い
た
。
そ
の
部
屋
の
端

っ
こ
に
は
大
き
な
窓
が
あ
り
、
そ
こ

に
沿
う
よ
う
に
二
段
ベ
ッ
ド
が
置
か

れ
て
い
て
、
上
の
段
が
僕
の
寝
床
だ
。

ベ
ッ
ド
以
外
の
床
に
は
い
つ
も
お
も

ち
ゃ
を
い
っ
ぱ
い
広
げ
、
の
び
の
び

と
遊
ん
で
い
た
。
い
わ
ゆ
る
個
室
は

な
く
、
寝
床
が
個
室
の
機
能
を
果
た

し
て
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
中
学
生
く
ら
い
に
な
る

と
、
真
ん
中
に
壁
を
立
て
て
部
屋
を

ふ
た
つ
に
分
け
、
僕
と
妹
は
小
さ
な

空
間
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
が
わ
れ
、
完

全
な
個
室
を
も
っ
た
。
で
も
ひ
と
り

3
畳
半
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
か
ら
と
て
も
狭
い
わ
け
で
、
机

が
あ
り
、
寝
る
と
き
に
布
団
を
敷
け

ば
も
う
床
は
埋
ま
る
。
床
に
敷
く
よ

う
に
な
っ
た
布
団
に
寝
転
ぶ
た
び
に

天
井
を
見
つ
め
、
二
段
ベ
ッ
ド
の
と

き
は
立
体
的
に
体
感
し
て
い
た
天
井

付
近
が
空
虚
で
、
無
駄
に
感
じ
て
い

た
。

　
も
と
も
と
妹
と
使
っ
て
い
た
部
屋

は
ふ
た
り
で
使
っ
て
い
る
時
点
で
個

室
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
区
切
ら
れ

た
部
屋
の
ほ
う
が
一
般
的
な
個
室
な

わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
機
能
が
立
体

的
に
展
開
し
て
い
た
前
者
の
ほ
う
が
、

自
由
に
使
え
る
場
は
広
く
、
夢
中
に

な
れ
ば
自
分
だ
け
の
時
間
だ
っ
て
過

ご
せ
る
し
、
そ
の
都
度
、
感
覚
的
に

ひ
と
り
に
な
れ
る
場
所
に
も
な
っ
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
僕
は

思
春
期
に
「
シ
ス
テ
ム
ベ
ッ
ド
」
に

や
た
ら
と
憧
れ
た
。
机
、
椅
子
、
収

納
の
上
に
ベ
ッ
ド
が
あ
り
、
簡
易
階

段
や
ハ
シ
ゴ
が
つ
い
て
い
た
。
狭
い

空
間
を
有
効
に
使
お
う
と
い
う
合
理

性
の
完
成
形
だ
と
思
っ
た
。

　
今
設
計
し
て
い
る
住
宅
は
、
そ
ん

な
記
憶
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
リ
ビ
ン
グ
や
ダ
イ
ニ
ン
グ

な
ど
の
人
が
集
ま
る
場
所
、
ト
イ
レ

や
お
風
呂
は
、
あ
る
程
度
部
屋
と
し

て
気
積
を
確
保
し
な
い
と
合
理
的
に

組
み
立
て
ら
れ
な
い
。
な
の
で
、
そ

個
室
の
余
剰

作品名

建築家

緑地と家

増田信吾＋大坪克亘

04提案

特集／個室の復権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  04

気積を見直すことから始める
「初めての個室は二段ベッド」。増田さん、大坪さんは、
狭さを解決する家具システムの発想を建築にまで高めた。
空間を余すところなく使いたい＝個室化したいという原理的な
欲望のもと、機能に合った空間のボリュームを実直に見直し、
刈り取った空間を「居場所」として遍在させる。

狭い世界を
切り分けていくのではなく

たくさんの場所として
つなぎとめたい。

夫婦＋子どものための
住宅。夫婦ともに自宅で
も仕事ができる環境が
必要だったため、窓や
家具を構造と一緒に考
え、居場所の連続体に
なることを目指した。

………… 番号は次ページのアングルの番号と対応。1
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れ
ら
は
部
屋
と
し
て
1
階
と
2
階
に

振
り
分
け
て
配
置
し
、
寝
室
は
、
い

わ
ゆ
る
物
理
的
な
個
室
か
ら
「
使
え

て
い
な
い
」
個
室
の
「
余
剰
」
空
間

を
刈
り
取
り
、
機
能
を
適
切
な
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
集
約
し
て
み
て
い
る
。
階

段
、
壁
、
窓
、
照
明
も
一
緒
に
編
み

込
み
な
が
ら
、
要
素
を
圧
縮
す
る
こ

と
で
、
小
さ
な
敷
地
と
暮
ら
し
の
関

係
が
も
っ
と
身
体
的
に
な
っ
て
皮
膚

感
覚
へ
も
接
近
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

敷
地
や
建
物
や
個
室
で
こ
の
狭
い
世

界
を
切
り
刻
ん
で
分
け
て
い
く
こ
と

よ
り
も
、
そ
れ
ら
の
機
能
が
た
く
さ

ん
の
居
場
所
に
な
っ
て
つ
な
ぎ
と
め

ら
れ
て
い
く
住
ま
い
を
目
指
し
た
い
。

（
増
田
信
吾
）

　
子
ど
も
の
頃
、
僕
の
部
屋
は
独
占

で
は
な
く
、
8
畳
く
ら
い
の
部
屋
を

妹
と
使
っ
て
い
た
。
そ
の
部
屋
の
端

っ
こ
に
は
大
き
な
窓
が
あ
り
、
そ
こ

に
沿
う
よ
う
に
二
段
ベ
ッ
ド
が
置
か

れ
て
い
て
、
上
の
段
が
僕
の
寝
床
だ
。

ベ
ッ
ド
以
外
の
床
に
は
い
つ
も
お
も

ち
ゃ
を
い
っ
ぱ
い
広
げ
、
の
び
の
び

と
遊
ん
で
い
た
。
い
わ
ゆ
る
個
室
は

な
く
、
寝
床
が
個
室
の
機
能
を
果
た

し
て
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
中
学
生
く
ら
い
に
な
る

と
、
真
ん
中
に
壁
を
立
て
て
部
屋
を

ふ
た
つ
に
分
け
、
僕
と
妹
は
小
さ
な

空
間
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
が
わ
れ
、
完

全
な
個
室
を
も
っ
た
。
で
も
ひ
と
り

3
畳
半
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
か
ら
と
て
も
狭
い
わ
け
で
、
机

が
あ
り
、
寝
る
と
き
に
布
団
を
敷
け

ば
も
う
床
は
埋
ま
る
。
床
に
敷
く
よ

う
に
な
っ
た
布
団
に
寝
転
ぶ
た
び
に

天
井
を
見
つ
め
、
二
段
ベ
ッ
ド
の
と

き
は
立
体
的
に
体
感
し
て
い
た
天
井

付
近
が
空
虚
で
、
無
駄
に
感
じ
て
い

た
。

　
も
と
も
と
妹
と
使
っ
て
い
た
部
屋

は
ふ
た
り
で
使
っ
て
い
る
時
点
で
個

室
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
区
切
ら
れ

た
部
屋
の
ほ
う
が
一
般
的
な
個
室
な

わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
機
能
が
立
体

的
に
展
開
し
て
い
た
前
者
の
ほ
う
が
、

自
由
に
使
え
る
場
は
広
く
、
夢
中
に

な
れ
ば
自
分
だ
け
の
時
間
だ
っ
て
過

ご
せ
る
し
、
そ
の
都
度
、
感
覚
的
に

ひ
と
り
に
な
れ
る
場
所
に
も
な
っ
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
僕
は

思
春
期
に
「
シ
ス
テ
ム
ベ
ッ
ド
」
に

や
た
ら
と
憧
れ
た
。
机
、
椅
子
、
収

納
の
上
に
ベ
ッ
ド
が
あ
り
、
簡
易
階

段
や
ハ
シ
ゴ
が
つ
い
て
い
た
。
狭
い

空
間
を
有
効
に
使
お
う
と
い
う
合
理

性
の
完
成
形
だ
と
思
っ
た
。

　
今
設
計
し
て
い
る
住
宅
は
、
そ
ん

な
記
憶
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
リ
ビ
ン
グ
や
ダ
イ
ニ
ン
グ

な
ど
の
人
が
集
ま
る
場
所
、
ト
イ
レ

や
お
風
呂
は
、
あ
る
程
度
部
屋
と
し

て
気
積
を
確
保
し
な
い
と
合
理
的
に

組
み
立
て
ら
れ
な
い
。
な
の
で
、
そ

個
室
の
余
剰

作品名

建築家

緑地と家

増田信吾＋大坪克亘

04提案

特集／個室の復権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  04

気積を見直すことから始める
「初めての個室は二段ベッド」。増田さん、大坪さんは、
狭さを解決する家具システムの発想を建築にまで高めた。
空間を余すところなく使いたい＝個室化したいという原理的な
欲望のもと、機能に合った空間のボリュームを実直に見直し、
刈り取った空間を「居場所」として遍在させる。

狭い世界を
切り分けていくのではなく

たくさんの場所として
つなぎとめたい。

夫婦＋子どものための
住宅。夫婦ともに自宅で
も仕事ができる環境が
必要だったため、窓や
家具を構造と一緒に考
え、居場所の連続体に
なることを目指した。

………… 番号は次ページのアングルの番号と対応。1
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緑 地と家04提案

Profile
Masuda Shingo Otsubo Katsuhisa

大
坪
克
亘

お
お
つ
ぼ
・
か
つ
ひ
さ

1
9
8
3
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。

2
0
0
7
年
東
京
藝
術
大
学
美

術
学
部
建
築
科
卒
業
後
、増
田
信

吾
＋
大
坪
克
亘
を
共
同
主
宰
。

増
田
信
吾

ま
す
だ
・
し
ん
ご

1
9
8
2
年
東
京
都
生
ま
れ
。

2
0
0
7
年
武
蔵
野
美
術
大
学

造
形
学
部
建
築
学
科
卒
業
後
、増

田
信
吾
＋
大
坪
克
亘
を
共
同
主
宰
。

19
年
よ
り
明
治
大
学
特
任
准
教
授
。

P
roposal 04

M
asuda Shingo ＋

 O
tsubo Katsuhisa

システムベッドのように
空間を

合理的に使いたおす。

１階のLDK沿いにある
机。緑地に生息する植
物に囲まれる。隣のペン
ダント照明は室内と屋外
を同時に照らす。

緑地の上へ張り出す段
数の少ない階段。階段
裏の窓から緑地が垣間
見え、ひとつの居場所
になる。

２階へ向かう途中にある
机。建物が緑地側へ張
り出した天辺。緑地の
上空を浮遊する居場所
になっている。

階段の踊り場に本棚が
ある。窓が編み込まれ
ることでニッチが生まれ、
そこに座れるようになっ
ている。

システムベッド

1

2

3

4

ちりばめられたたくさんの居場所

空間の中に
ゆるやかに点在する
いろいろな個室の形。

家具・窓・照明・階段を
いっぺんに考える

適切な床面積や天井高
を再考し、ボリュームを
細かく振り直した。コン
パクトになった居場所
は、親近感を感じさせ
る。

1/30
0 25 50cm

増
田
信
吾
＋
大
坪
克
亘
と
し
て
の

お
も
な
作
品
＝「
躯
体
の
窓
」（
14
）、

「
リ
ビ
ン
グ
プ
ー
ル
」（
14
）、「
街
の

家
」（
18
）な
ど
。

写真／Nagai Anna

1819

S=1/30
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作品名

建築家

Nes t i ng

秋吉浩気＋長岡勉

05提案

特集／個室の復権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  05

「自分でつくれる」理想のアトリエ
秋吉さん率いるVUILDは、デジタル・ファブリケーションを駆使して、産業となり手を出せなくなった建築という行為を
本来あるべき住み手のもとに取り戻すための提案を続けている。
一人ひとりが実現可能な工法というリアルと、こんな場所にこんな小屋がほしいという理想とが、
絶妙なバランスで着地した。

VUILD

1階平面図

これからの住まい方とは
自分たちなりの価値観で
場所やアクティビティを
選び創造すること。

1/60
0 0.5 1m

CoreTable

Select

Select

Bed

WindowWindow Wall

材料には地域の木材を
使用。部品はモジュー
ル化され3D加工機から
出力される。一間ごとに
配された頰杖型の構造
体は簡単に上棟ができ
るので、家族や仲間と
プラモデル感覚で家づく
りを体験できる。

プラモデル
感覚で
家を組み立てる

都会ではもつことが難
しかったスタジオやアトリ
エを低コストで。快適だ
けど環境への負荷は最
小限に。資本主義が犠
牲にしてきたものを決し
てあきらめない方法を追
求する家づくり。

どんな要件も
妥協しない
本当の建築を

床面積を決め、設備を
セレクトしながら間取りを
描いていくと、瞬時に家
の形が立ち上がり、見
積もりまでも提示してく
れる。開口部の位置や
建具の性能も選べるの
で、環境に合った家づく
りが可能。

専用アプリで
あらゆる人を
設計者に

1,820 1,820 1,820 1,820

1,
82
0

1,
82
0

1,
82
0

1,820

1,
82
0

2021

X1

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X2 X3 X4 X5 X6

N e s t i n g
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N e s t i n g05提案
P

roposal 05
Akiyoshi Koki + N

agaoka Ben

仕
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
家
づ

く
り
を
一
般
の
人
々
に
開
放
し
て
い

く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
ね
ら
い
で

あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
特

集
の
趣
旨
に
あ
る
よ
う
な
個
室
の
復

権
と
い
う
テ
ー
マ
も
そ
の
射
程
に
あ

る
の
だ
が
、
一
拠
点
目
の
メ
イ
ン
の

居
住
地
に
お
け
る
小
さ
な
離
れ
と
い

う
よ
り
は
、
都
心
か
ら
少
し
離
れ
た

広
大
な
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
に
設
置
す

る
「
理
想
の
ア
ト
リ
エ
」
と
し
て
、

必
要
最
低
限
の
水
ま
わ
り
と
寝
具
を

備
え
た
小
屋
と
い
う
個
室
を
、
こ
こ

で
は
提
案
し
た
い
と
思
う
。

　
2
0
1
9
年
に
竣
工
し
た
「
ま
れ

び
と
の
家
」
で
は
、
地
域
の
森
林
資

源
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
加
工
機
で
建

築
部
品
を
出
力
し
、
住
民
参
加
で
建

設
を
行
う
こ
と
で
地
域
完
結
型
の
家

づ
く
り
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
現
在
V
U

I
L
D
で
は
住
宅
領
域
の
新
規
事
業

の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
想
定
し
て
い
る
顧
客
体
験
と
し
て

は
、
坪
単
価
一
万
円
以
下
の
絶
景
の

敷
地
の
な
か
か
ら
お
気
に
入
り
の
場

所
を
選
び
、
独
自
に
開
発
し
た
住
宅

設
計
ア
プ
リ
を
用
い
て
施
主
自
身
の

手
で
設
計
を
行
い
、
間
取
り
・
内
装

・
仕
上
げ
・
外
装
な
ど
の
詳
細
ま
で

決
定
す
る
。
そ
の
後
、
敷
地
付
近
の

デ
ジ
タ
ル
加
工
機
か
ら
出
力
さ
れ
た

部
品
を
受
け
取
り
、
施
主
自
身
の
手

で
建
設
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
開
発
中
の
工
法
で
は
、
増
改

築
へ
の
対
応
や
、
雁
行
配
置
に
も
対

応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
お
り
、

利
用
者
は
間
口
が
2
間
か
3
間
の
も

の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
1
間
ご

と
に
頰
杖
型
の
構
造
体
が
配
置
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
根
元
の
ピ
ン
を
支
持
点
と

し
て
持
ち
上
げ
る
こ
と
で
上
棟
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
体
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
大
空
間
の
中
に
、
設
備
コ

ア
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
個
室
を
配
置
す
る

こ
と
で
設
計
が
完
了
し
、
コ
ア
上
部

の
ロ
フ
ト
は
セ
ミ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空

間
、
そ
れ
以
外
の
空
間
は
セ
ミ
パ
ブ

リ
ッ
ク
空
間
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

こ
の
家
の
使
わ
れ
方
と
し
て
、
都
心

の
密
集
地
で
も
つ
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
「
書
斎
」
や
「
ス
タ
ジ
オ
」
の

よ
う
な
、
自
ら
の
個
性
を
解
放
し
共

有
す
る
こ
と
の
で
き
る
二
拠
点
目
と

し
て
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
由
に
構
想
す
る

こ
と
で
生
ま
れ
る
理
想
の
住
ま
い
を
、

安
く
簡
単
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

理
想
の
個
室
づ
く
り
を

支
援
す
る

組み立てが簡単なのに
大空間を得ることができ
る構造のおかげで、ロ
フトまでも確保。空間内
にも公私のグラデーショ
ンが。

小規模ながら
大空間を実現する

工法の開発

2223
Profile

秋
吉
浩
気

あ
き
よ
し
・
こ
う
き

1
9
8
8
年
大
阪
府
生
ま
れ
。芝

浦
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒

業
後
、慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政

策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
X
‒

D
E
S
I
G
N
領
域
に
て
デ
ジ
タ

ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
専
攻
。

2
0
1
7
年
に
V
U
I
L
D
創
業
、

「
建
築
の
民
主
化
」を
目
指
す
。デ

ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、モ
ノ
か
ら
コ

ト
ま
で
幅
広
い
デ
ザ
イ
ン
領
域
を
カ

バ
ー
す
る
。お
も
な
作
品
＝「
ま
れ

び
と
の
家
」（
19
）、「
カ
ヤ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
オ
フ
ィ
ス
」（
19
）、「
C
A
M

P
P
O
D
」（
20
）。

長
岡
勉

な
が
お
か
・
べ
ん

1
9
7
0
年
東
京
都
生
ま
れ
。97

年
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・

メ
デ
ィ
ア
研
究
科
修
了
。山
下
設

計
で
活
動
後
、99
年
に
P
O
I

N
T
を
設
立
。建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア

の
設
計
業
務
の
ほ
か
に
、シ
ェア
オ
フ

ィ
ス〈co-lab

〉の
設
立
に
参
加
す
る

な
ど
の
活
動
を
行
う
。2
0
2
0

年
4
月
か
ら
V
U
I
L
D
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
も
活
動
。現
在
、慶
應

義
塾
大
学
・
武
蔵
野
美
術
大
学
非

常
勤
講
師
。

Nagaoka Ben

Akiyoshi Koki

写真／Toru Hiraiwa
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仕
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
家
づ

く
り
を
一
般
の
人
々
に
開
放
し
て
い

く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
ね
ら
い
で

あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
特

集
の
趣
旨
に
あ
る
よ
う
な
個
室
の
復

権
と
い
う
テ
ー
マ
も
そ
の
射
程
に
あ

る
の
だ
が
、
一
拠
点
目
の
メ
イ
ン
の

居
住
地
に
お
け
る
小
さ
な
離
れ
と
い

う
よ
り
は
、
都
心
か
ら
少
し
離
れ
た

広
大
な
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
に
設
置
す

る
「
理
想
の
ア
ト
リ
エ
」
と
し
て
、

必
要
最
低
限
の
水
ま
わ
り
と
寝
具
を

備
え
た
小
屋
と
い
う
個
室
を
、
こ
こ

で
は
提
案
し
た
い
と
思
う
。

　
2
0
1
9
年
に
竣
工
し
た
「
ま
れ

び
と
の
家
」
で
は
、
地
域
の
森
林
資

源
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
加
工
機
で
建

築
部
品
を
出
力
し
、
住
民
参
加
で
建

設
を
行
う
こ
と
で
地
域
完
結
型
の
家

づ
く
り
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
現
在
V
U

I
L
D
で
は
住
宅
領
域
の
新
規
事
業

の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
想
定
し
て
い
る
顧
客
体
験
と
し
て

は
、
坪
単
価
一
万
円
以
下
の
絶
景
の

敷
地
の
な
か
か
ら
お
気
に
入
り
の
場

所
を
選
び
、
独
自
に
開
発
し
た
住
宅

設
計
ア
プ
リ
を
用
い
て
施
主
自
身
の

手
で
設
計
を
行
い
、
間
取
り
・
内
装

・
仕
上
げ
・
外
装
な
ど
の
詳
細
ま
で

決
定
す
る
。
そ
の
後
、
敷
地
付
近
の

デ
ジ
タ
ル
加
工
機
か
ら
出
力
さ
れ
た

部
品
を
受
け
取
り
、
施
主
自
身
の
手

で
建
設
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
開
発
中
の
工
法
で
は
、
増
改

築
へ
の
対
応
や
、
雁
行
配
置
に
も
対

応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
お
り
、

利
用
者
は
間
口
が
2
間
か
3
間
の
も

の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
1
間
ご

と
に
頰
杖
型
の
構
造
体
が
配
置
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
根
元
の
ピ
ン
を
支
持
点
と

し
て
持
ち
上
げ
る
こ
と
で
上
棟
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
体
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
大
空
間
の
中
に
、
設
備
コ

ア
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
個
室
を
配
置
す
る

こ
と
で
設
計
が
完
了
し
、
コ
ア
上
部

の
ロ
フ
ト
は
セ
ミ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空

間
、
そ
れ
以
外
の
空
間
は
セ
ミ
パ
ブ

リ
ッ
ク
空
間
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

こ
の
家
の
使
わ
れ
方
と
し
て
、
都
心

の
密
集
地
で
も
つ
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
「
書
斎
」
や
「
ス
タ
ジ
オ
」
の

よ
う
な
、
自
ら
の
個
性
を
解
放
し
共

有
す
る
こ
と
の
で
き
る
二
拠
点
目
と

し
て
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
由
に
構
想
す
る

こ
と
で
生
ま
れ
る
理
想
の
住
ま
い
を
、

安
く
簡
単
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

理
想
の
個
室
づ
く
り
を

支
援
す
る

組み立てが簡単なのに
大空間を得ることができ
る構造のおかげで、ロ
フトまでも確保。空間内
にも公私のグラデーショ
ンが。

小規模ながら
大空間を実現する

工法の開発

2223
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・
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築
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作 品 名

建 築 家

あなたとの距離、わたしの個室

宮原真美子＋中島弘陽

06提 案

特 集／個 室の復 権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  06

視覚から距離感を問い直す
緊急事態宣言下で強いられた「ステイホーム」と「ソーシャルディスタンス」によって
狂ってしまった“わたし”と“誰か”との距離。
宮原さん、中島さんは今回の体験を潔いほどに正面から取り上げ対峙した。
凹凸レンズを、とある大学院生の自宅（G邸）の個室の境界に組み込んで、
感覚を問いかけようというインスタレーション的な改修提案。

Work Well Home
with COVID-19

レンズによって
近づいたり遠のいたりする世界。

私たちの感覚は
繊細でもあり、曖昧でもある。

凹レンズ越しの
凸レンズ②

ワークスペースから凸レ
ンズ越しに外を見ると、
緑と隣の民家が拡大さ
れ視界に飛び込んでく
る。

………… 番号は次ページの平面図の番号と対応。1

1

就寝スペースから凹レン
ズ越しにワークスペース
を見ると、縮小され遠く
にあるように感じる。

2

読書スペースから凸レン
ズ越しにダイニングにい
る両親を見る。拡大され
実際の距離よりずっと近
くに感じられる。

3

ワークスペースから凹レ
ンズ＋凸レンズ越しに見
ると、手前のわたしは縮
小され遠くに、キッチン
に立つ母は再び拡大さ
れて近くに感じる。

4

従来の、レンズのない
±0の距離は、凹凸レン
ズの組み合わせによっ
て拡大・縮小される。

レンズの
組み合わせと
対人距離

コロナ禍において人と人
とのあいだに設置される
ようになったアクリル板を
凹凸レンズに置き換える。

空間に
設置される
レンズ

凸レンズで拡大されたあ
なたは、凹レンズで縮小
され、もとの距離まで離
れる。

凹レンズ越しの
凸レンズ①

実際の距離は変わらな
いが、凸レンズ越しのあ
なたとの距離は近づく。

凸レンズ越しの
対人距離

自分が移動することで、
密接距離から公衆距離
を調整していた（従来）。

レンズなしの
対人距離

建具をあなた側に動か
すと、あなたは拡大され

（近づき）、わたし側に
動かすと、あなたは縮
小される（離れる）。

建具

凹レンズ

レンズ越しの人や外の
世界を拡大して（近づ
けて）映す。

壁

凸レンズ

2425

わたし側へ凹レンズを移
動させるとあなたは、さ
らに縮小され遠くへ離
れる。

拡大 縮小

わたしあなた

凸レンズ(奥)
凹レンズ(手前)

凸レンズ
凹レンズ

凸レンズ



作 品 名

建 築 家

あなたとの距離、わたしの個室

宮原真美子＋中島弘陽

06提 案

特 集／個 室の復 権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  06

視覚から距離感を問い直す
緊急事態宣言下で強いられた「ステイホーム」と「ソーシャルディスタンス」によって
狂ってしまった“わたし”と“誰か”との距離。
宮原さん、中島さんは今回の体験を潔いほどに正面から取り上げ対峙した。
凹凸レンズを、とある大学院生の自宅（G邸）の個室の境界に組み込んで、
感覚を問いかけようというインスタレーション的な改修提案。

Work Well Home
with COVID-19

レンズによって
近づいたり遠のいたりする世界。

私たちの感覚は
繊細でもあり、曖昧でもある。

凹レンズ越しの
凸レンズ②

ワークスペースから凸レ
ンズ越しに外を見ると、
緑と隣の民家が拡大さ
れ視界に飛び込んでく
る。

………… 番号は次ページの平面図の番号と対応。1

1

就寝スペースから凹レン
ズ越しにワークスペース
を見ると、縮小され遠く
にあるように感じる。

2

読書スペースから凸レン
ズ越しにダイニングにい
る両親を見る。拡大され
実際の距離よりずっと近
くに感じられる。

3

ワークスペースから凹レ
ンズ＋凸レンズ越しに見
ると、手前のわたしは縮
小され遠くに、キッチン
に立つ母は再び拡大さ
れて近くに感じる。

4

従来の、レンズのない
±0の距離は、凹凸レン
ズの組み合わせによっ
て拡大・縮小される。

レンズの
組み合わせと
対人距離

コロナ禍において人と人
とのあいだに設置される
ようになったアクリル板を
凹凸レンズに置き換える。

空間に
設置される
レンズ

凸レンズで拡大されたあ
なたは、凹レンズで縮小
され、もとの距離まで離
れる。

凹レンズ越しの
凸レンズ①

実際の距離は変わらな
いが、凸レンズ越しのあ
なたとの距離は近づく。

凸レンズ越しの
対人距離

自分が移動することで、
密接距離から公衆距離
を調整していた（従来）。

レンズなしの
対人距離

建具をあなた側に動か
すと、あなたは拡大され

（近づき）、わたし側に
動かすと、あなたは縮
小される（離れる）。

建具

凹レンズ

レンズ越しの人や外の
世界を拡大して（近づ
けて）映す。

壁

凸レンズ

2425

わたし側へ凹レンズを移
動させるとあなたは、さ
らに縮小され遠くへ離
れる。

拡大 縮小

わたしあなた

凸レンズ(奥)
凹レンズ(手前)

凸レンズ
凹レンズ

凸レンズ



あなたとの距 離、わたしの個 室06提案

Profile

W
ork W

ell H
om

e
w

ith C
O

V
ID

-19

「
緊
急
事
態
宣
言
下
の
住
ま
い
の
実

情
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
?
」を
テ
ー
マ
に
、在
宅

勤
務
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
建
築

計
画
研
究
者
ら
の
チ
ー
ム
。ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
と
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
よ
り
、在
宅
勤
務
時
に
起
こ
る

空
間
的
課
題
や
、勤
務
・
育
児
・
家

事
・
余
暇
な
ど
時
間
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
よ
る
課
題
を
抽
出
し
、こ
れ

か
ら
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
改
善
に

つい
て
考
察
し
て
い
る
。

制
作
／
宮
原
真
美
子（
み
や
は
ら
・

ま
み
こ
、佐
賀
大
学
理
工
学
部
建
築

環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
准
教
授
）、中

島
弘
陽（
な
か
じ
ま
・ひ
ろ
あ
き
、日

建
設
計
）

制
作
協
力
／
源
五
郎
丸
未
来
・
西

田
晃
大（
佐
賀
大
学
大
学
院
建
築

環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
修
士
2
年
）

Miyahara Mamiko Nakajima Hiroaki

1階平面図
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こ
れ
ま
で
の
個
室
の
提
案
は
、
都

市
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
気
ま

ま
に
、
誰
に
も
干
渉
さ
れ
ず
、
自
由

に
、
選
択
で
き
る
生
き
方
を
前
提
と

し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
私
た
ち

が
経
験
し
た
の
は
、
自
分
を
取
り
巻

く
環
境
と
の
関
係
を
選
択
で
き
な
い

受
動
的
な
生
き
方
（
＝Stay H

om
e

）

だ
っ
た
。
自
粛
生
活
で
は
四
六
時
中

家
族
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
適
度
な
距
離
を
保
つ
に
は
日

本
の
住
宅
は
小
さ
す
ぎ
た
。
ま
た
、

家
の
中
に
変
化
が
な
い
の
で
、
ベ
ラ

ン
ダ
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
塀
を
歩
く
猫
、

揺
れ
る
木
々
な
ど
、
こ
れ
ま
で
目
に

止
ま
ら
な
か
っ
た
窓
の
外
の
変
化
に

幸
せ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
他
者
と
の
あ
い
だ
に
確
保
す
べ
き

距
離
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
た
。

本
来
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と

は
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
が
提
唱
し
た
対

人
距
離
の
型
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
密

接
距
離
」「
個
体
距
離
」「
社
会
距
離
」

「
公
衆
距
離
」の
四
段
階
で
対
人
距
離

を
調
整
し
た
り
確
保
さ
れ
た
距
離
の

意
味
を
読
み
取
っ
た
り
し
な
が
ら
、

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
ス
ペ
ー
シ
ン
グ
機
構
と
し
て
理

解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
会
議
室
で
も
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
で
、
感
染
予
防
の
ア
ク
リ
ル
板

や
ビ
ニ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
置

か
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

が
固
定
的
な
数
値
と
し
て
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
提
案
で
は
、
動
け
な
く
な
っ
た

わ
た
し
が
家
族
や
外
界
と
の
デ
ィ
ス

タ
ン
シ
ン
グ
力
を
取
り
戻
す
べ
く
、

視
覚
的
に
対
人
距
離
を
縮
め
た
り
離

し
た
り
す
る
凹
凸
レ
ン
ズ
を
使
っ
た

個
室
の
改
修
提
案
で
あ
る
。
あ
な
た

と
わ
た
し
の
あ
い
だ
に
置
か
れ
た
ア

ク
リ
ル
板
に
代
わ
り
、
凹
凸
レ
ン
ズ

を
設
置
す
る
。
凸
レ
ン
ズ
（
図
面
内

赤
色
）
は
レ
ン
ズ
越
し
の
あ
な
た
や

外
の
世
界
を
拡
大
し
（
図
1
、
3
）、

凹
レ
ン
ズ
（
図
面
内
青
色
）
は
拡
大

さ
れ
た
あ
な
た
を
縮
小
し
映
し
出
す

（
図
2
、4
）。わ
た
し
は
、
凹
レ
ン
ズ

が
入
っ
た
建
具
を
移
動
さ
せ
、
あ
な

た
と
の
距
離
を
調
整
す
る
。

植
物
の
よ
う
に

根
を
下
ろ
し
た
人
間

ア
ク
リ
ル
板
で

ゆ
が
め
ら
れ
た
距
離

凹
凸
レ
ン
ズ
越
し
の

〝
あ
な
た
〞と
の
距
離

N
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あなたとの距 離、わたしの個 室06提案

Profile

W
ork W

ell H
om

e
w

ith C
O

V
ID

-19

「
緊
急
事
態
宣
言
下
の
住
ま
い
の
実

情
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
?
」を
テ
ー
マ
に
、在
宅

勤
務
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
建
築

計
画
研
究
者
ら
の
チ
ー
ム
。ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
と
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
よ
り
、在
宅
勤
務
時
に
起
こ
る

空
間
的
課
題
や
、勤
務
・
育
児
・
家

事
・
余
暇
な
ど
時
間
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
よ
る
課
題
を
抽
出
し
、こ
れ

か
ら
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
改
善
に

つい
て
考
察
し
て
い
る
。

制
作
／
宮
原
真
美
子（
み
や
は
ら
・

ま
み
こ
、佐
賀
大
学
理
工
学
部
建
築

環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
准
教
授
）、中

島
弘
陽（
な
か
じ
ま
・ひ
ろ
あ
き
、日

建
設
計
）

制
作
協
力
／
源
五
郎
丸
未
来
・
西

田
晃
大（
佐
賀
大
学
大
学
院
建
築

環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
修
士
2
年
）

Miyahara Mamiko Nakajima Hiroaki

1階平面図
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こ
れ
ま
で
の
個
室
の
提
案
は
、
都

市
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
気
ま

ま
に
、
誰
に
も
干
渉
さ
れ
ず
、
自
由

に
、
選
択
で
き
る
生
き
方
を
前
提
と

し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
私
た
ち

が
経
験
し
た
の
は
、
自
分
を
取
り
巻

く
環
境
と
の
関
係
を
選
択
で
き
な
い

受
動
的
な
生
き
方
（
＝Stay H

om
e

）

だ
っ
た
。
自
粛
生
活
で
は
四
六
時
中

家
族
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
適
度
な
距
離
を
保
つ
に
は
日

本
の
住
宅
は
小
さ
す
ぎ
た
。
ま
た
、

家
の
中
に
変
化
が
な
い
の
で
、
ベ
ラ

ン
ダ
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
塀
を
歩
く
猫
、

揺
れ
る
木
々
な
ど
、
こ
れ
ま
で
目
に

止
ま
ら
な
か
っ
た
窓
の
外
の
変
化
に

幸
せ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
他
者
と
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あ
い
だ
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確
保
す
べ
き

距
離
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
た
。

本
来
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と

は
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
が
提
唱
し
た
対

人
距
離
の
型
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
密

接
距
離
」「
個
体
距
離
」「
社
会
距
離
」

「
公
衆
距
離
」の
四
段
階
で
対
人
距
離

を
調
整
し
た
り
確
保
さ
れ
た
距
離
の

意
味
を
読
み
取
っ
た
り
し
な
が
ら
、

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
ス
ペ
ー
シ
ン
グ
機
構
と
し
て
理

解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
会
議
室
で
も
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
で
、
感
染
予
防
の
ア
ク
リ
ル
板

や
ビ
ニ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
置

か
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

が
固
定
的
な
数
値
と
し
て
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
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（
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凹
レ
ン
ズ
（
図
面
内
青
色
）
は
拡
大

さ
れ
た
あ
な
た
を
縮
小
し
映
し
出
す
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具
を
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動
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せ
、
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な
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。
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作品名

建築家

個室でみる夢

大室佑介

07提案

特集／個室の復権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  07

曖昧さこそ個室の魅力
大室さんが、個室といわれて思い描いたのはアトリエだ。
制作を行う職場でもあるが、休息や夢想といった、
仕事とはまた異なる至極個人的な行為の場でもある。
作品への昇華・発散と、閉じこもった思索が行き来する場所こそがアトリエで、
それこそ純粋かつ究極の個室かもしれない。

現在のアトリエから見え
る景色。中央の建物は、
大室さんが営む「私立
大室美術館」。次なる
個室＝アトリエは、その
隣にそっとたたずむ塔
状の建物、か。

風景の中に
次のアトリエの姿を

夢想する。

2829
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個 室でみる夢07提案
P

roposal 07
O

m
uro Yusuke

過去から未来まで
アトリエに向き合うこととは
自分を見つめ直すことにも

つながっている。

1 ぎっしり本が並ぶ棚と窓 2 読み書きや作業のための机 3 広い合板の壁と扉 4 模型がひしめく東側の棚

3

1

24

1/135

使い勝手や居心地を丁
寧に確かめながら、試
行錯誤がされてきた。
模様替えから改修、新
設までレベルはさまざま。

移り変わる
その時々の
アトリエ

Profile

Omuro Yusuke

大
室
佑
介

お
お
む
ろ
・
ゆ
う
す
け

1
9
8
1
年
東
京
都
生
ま
れ
。

2
0
0
7
年
多
摩
美
術
大
学
大

学
院
美
術
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。07
年
磯
崎
新
ア
ト
リ
エ
。09
年

大
室
ア
ト
リ
エ
／atelier Íchiku

設
立
。お
も
な
作
品
＝
「
H
A

U
S
‒0
0
4
」（
15
）、「
私
小
説

家
・
川
崎
長
太
郎
の
物
置
小
屋
再

建
計
画
」（
15
）、「
私
立
大
室
美
術

館
」（
15
）。

自宅内に残されていた1.5畳ほ
どの小部屋を仕事場とし、熱
さ寒さを耐えながら蠟燭のあ
かりで作業をした。２畳間で執
筆を続けた私小説家・川崎
長太郎への憧れと同時に、ど
こか公共の色合いがみえてき
たアトリエスペースからの逃避
でもあった。

2015年

第2.5期

７畳ほどの部屋に、板と格安
のカラーボックスを組み合わせ
て、机と本棚を設けた。南に
庭を望み、もともとあった引き
違いのアルミサッシをはずして
板をはめ、躙り口のような小さ
な開口を設え、自身の出入り
と、滅多にない来客の出入り
とを分けていた。

2008 ～ 2010年

第1期
第１期のアトリエと隣室を隔て
る壁を部分的に取り払い、机、
壁面を使った本棚を新設し
た。庭に面する窓は木製の物
に変え、躙り口ではない扉を
設けた。広いスペースが確保
できたため、打ち合わせや酒
宴など、人の出入りがあるアト
リエとなった。

2011 ～ 2015年

第2期
三重県の山里に越し、岳父の
残した家の屋根裏部屋を利
用してアトリエとした。全６面と
も合板現しの簡素な部屋で、
南側の壁に設けられた小窓
から、堅固な格子越しに外の
風景が見えることが唯一の救
いとなっている。

2016年～

第3期

新築で建物を建てる機会に恵
まれないなか、自邸と称した小
屋をつくった。１畳の個室や
0.5畳のトイレ・収納などの個
室を置けばどこでも家になると
考え、空地や駐車場、畑の真
ん中などで過ごし、計画案を
練ったり、筆をとったりした。

2010年

第1.5期
アトリエから見える風景の中に
たたずむ、小さな塔状の建物
の計画。工場を改修した「私
立大室美術館」に隣接し、仕
事場もしくは美術館として機
能することを期待している。

2021年

第3.5期

い
な
い
。
机
と
椅
子
を
置
い
て
作
業

小
屋
に
し
て
も
い
い
し
、
本
を
持
っ

て
い
き
読
書
を
す
る
の
も
い
い
。
画

家
や
彫
刻
家
の
作
品
を
置
け
ば
美
術

館
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　自
身
に
と
っ
て
「
ア
ト
リ
エ
」
は
、

事
務
所
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
な
場
で
は
な

く
、
書
斎
ほ
ど
ク
ロ
ー
ズ
な
場
で
も

な
い
、
ほ
ど
よ
い
距
離
に
位
置
し
、

書
く
こ
と
・
読
む
こ
と
・
見
る
（
眺

め
る
）
こ
と
の
三
つ
の
行
為
を
通
じ

て
、「
大
き
な
柔
軟
性
が
あ
り
、
輪
郭

が
不
明
瞭
な
夢
想
」（
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
）

を
す
る
た
め
の
場
所
で
あ
る
。

　独
立
と
は
名
ば
か
り
の
低
空
飛
行

を
始
め
て
12
年
、
拠
点
を
東
京
か
ら

三
重
に
移
し
て
6
年
目
に
な
る
が
、

そ
の
あ
い
だ
、
自
宅
の
外
に
部
屋
を

間
借
り
す
る
こ
と
な
く
、
住
ま
い
の

一
室
を
改
修
し
「
ア
ト
リ
エ
」
と
し

て
使
い
な
が
ら
建
築
に
つ
い
て
考
え

て
き
た
。
職
住
一
体
と
い
う
と
聞
こ

え
は
い
い
が
、
家
賃
や
維
持
費
の
心

配
を
せ
ず
に
24
時
間
い
つ
で
も
仕
事

が
で
き
、
い
つ
で
も
サ
ボ
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
は
、
集
中
力
と
経
済
力

を
欠
い
た
自
身
の
性
分
に
適
し
て
い

る
ら
し
く
、
幸
か
不
幸
か
建
築
の
仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　現
在
身
を
置
い
て
い
る
三
重
の
ア

ト
リ
エ
は
、
岳
父
が
残
し
て
く
れ
た

平
屋
建
て
の
屋
根
裏
部
分
に
あ
た
り
、

折
り
畳
み
式
の
梯
子
階
段
を
使
っ
て

出
入
り
す
る
。
広
さ
は
10
畳
ほ
ど
あ

る
も
の
の
、
天
井
の
高
さ
が
1
・
8

m
弱
し
か
な
い
た
め
、
ひ
と
り
で
過

ご
し
て
い
て
も
適
度
な
圧
迫
感
が
あ

る
。
壁
三
面
は
そ
れ
ぞ
れ
、
読
み
書

き
そ
の
他
の
作
業
を
す
る
た
め
の
机
、

検
討
用
の
模
型
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
の
模
型
が
混
在
す
る
模
型
棚
、

手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
本
や
画
集

が
納
め
ら
れ
た
本
棚
に
充
て
ら
れ
、

壁
の
所
々
に
は
数
葉
の
写
真
や
絵
、

そ
し
て
、
季
節
や
時
間
の
動
き
を
提

供
し
て
く
れ
る
小
さ
な
窓
が
穿
た
れ

て
い
る
。

　そ
の
窓
か
ら
外
を
眺
め
な
が
ら
、

私
は
今
、
風
景
の
中
に
小
さ
な
塔
状

の
建
物
を
夢
想
し
て
い
る
。
道
を
挟

ん
だ
休
耕
地
の
真
ん
中
に
立
ち
、
広

さ
は
2
畳
ほ
ど
、
高
さ
は
4
・
5
m

ほ
ど
の
細
長
い
シ
ル
エ
ッ
ト
の
簡
素

な
木
造
の
建
物
で
、
職
人
に
依
頼
す

る
こ
と
な
く
自
身
の
手
で
つ
く
る
こ

と
に
な
る
。
用
途
は
と
く
に
定
め
て

私
の
ア
ト
リ
エ
遍
歴
、

今
、こ
れ
か
ら
。

0 1 2m

3031

………… 展開図と第3期（現在）の平面図の番号が対応。1
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Profile
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室
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む
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年
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。
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。09
年
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設
立
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作
品
＝
「
H
A

U
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」（
15
）、「
私
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説

家
・
川
崎
長
太
郎
の
物
置
小
屋
再

建
計
画
」（
15
）、「
私
立
大
室
美
術

館
」（
15
）。

自宅内に残されていた1.5畳ほ
どの小部屋を仕事場とし、熱
さ寒さを耐えながら蠟燭のあ
かりで作業をした。２畳間で執
筆を続けた私小説家・川崎
長太郎への憧れと同時に、ど
こか公共の色合いがみえてき
たアトリエスペースからの逃避
でもあった。

2015年

第2.5期

７畳ほどの部屋に、板と格安
のカラーボックスを組み合わせ
て、机と本棚を設けた。南に
庭を望み、もともとあった引き
違いのアルミサッシをはずして
板をはめ、躙り口のような小さ
な開口を設え、自身の出入り
と、滅多にない来客の出入り
とを分けていた。

2008 ～ 2010年

第1期
第１期のアトリエと隣室を隔て
る壁を部分的に取り払い、机、
壁面を使った本棚を新設し
た。庭に面する窓は木製の物
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できたため、打ち合わせや酒
宴など、人の出入りがあるアト
リエとなった。
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2016年～

第3期

新築で建物を建てる機会に恵
まれないなか、自邸と称した小
屋をつくった。１畳の個室や
0.5畳のトイレ・収納などの個
室を置けばどこでも家になると
考え、空地や駐車場、畑の真
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2021年

第3.5期

い
な
い
。
机
と
椅
子
を
置
い
て
作
業

小
屋
に
し
て
も
い
い
し
、
本
を
持
っ

て
い
き
読
書
を
す
る
の
も
い
い
。
画

家
や
彫
刻
家
の
作
品
を
置
け
ば
美
術

館
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　自
身
に
と
っ
て
「
ア
ト
リ
エ
」
は
、

事
務
所
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
な
場
で
は
な

く
、
書
斎
ほ
ど
ク
ロ
ー
ズ
な
場
で
も

な
い
、
ほ
ど
よ
い
距
離
に
位
置
し
、

書
く
こ
と
・
読
む
こ
と
・
見
る
（
眺

め
る
）
こ
と
の
三
つ
の
行
為
を
通
じ

て
、「
大
き
な
柔
軟
性
が
あ
り
、
輪
郭

が
不
明
瞭
な
夢
想
」（
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
）

を
す
る
た
め
の
場
所
で
あ
る
。

　独
立
と
は
名
ば
か
り
の
低
空
飛
行

を
始
め
て
12
年
、
拠
点
を
東
京
か
ら

三
重
に
移
し
て
6
年
目
に
な
る
が
、

そ
の
あ
い
だ
、
自
宅
の
外
に
部
屋
を

間
借
り
す
る
こ
と
な
く
、
住
ま
い
の

一
室
を
改
修
し
「
ア
ト
リ
エ
」
と
し

て
使
い
な
が
ら
建
築
に
つ
い
て
考
え

て
き
た
。
職
住
一
体
と
い
う
と
聞
こ

え
は
い
い
が
、
家
賃
や
維
持
費
の
心

配
を
せ
ず
に
24
時
間
い
つ
で
も
仕
事

が
で
き
、
い
つ
で
も
サ
ボ
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
は
、
集
中
力
と
経
済
力

を
欠
い
た
自
身
の
性
分
に
適
し
て
い

る
ら
し
く
、
幸
か
不
幸
か
建
築
の
仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　現
在
身
を
置
い
て
い
る
三
重
の
ア

ト
リ
エ
は
、
岳
父
が
残
し
て
く
れ
た

平
屋
建
て
の
屋
根
裏
部
分
に
あ
た
り
、

折
り
畳
み
式
の
梯
子
階
段
を
使
っ
て

出
入
り
す
る
。
広
さ
は
10
畳
ほ
ど
あ

る
も
の
の
、
天
井
の
高
さ
が
1
・
8

m
弱
し
か
な
い
た
め
、
ひ
と
り
で
過

ご
し
て
い
て
も
適
度
な
圧
迫
感
が
あ

る
。
壁
三
面
は
そ
れ
ぞ
れ
、
読
み
書

き
そ
の
他
の
作
業
を
す
る
た
め
の
机
、

検
討
用
の
模
型
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
の
模
型
が
混
在
す
る
模
型
棚
、

手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
本
や
画
集

が
納
め
ら
れ
た
本
棚
に
充
て
ら
れ
、

壁
の
所
々
に
は
数
葉
の
写
真
や
絵
、

そ
し
て
、
季
節
や
時
間
の
動
き
を
提

供
し
て
く
れ
る
小
さ
な
窓
が
穿
た
れ

て
い
る
。

　そ
の
窓
か
ら
外
を
眺
め
な
が
ら
、

私
は
今
、
風
景
の
中
に
小
さ
な
塔
状

の
建
物
を
夢
想
し
て
い
る
。
道
を
挟

ん
だ
休
耕
地
の
真
ん
中
に
立
ち
、
広

さ
は
2
畳
ほ
ど
、
高
さ
は
4
・
5
m

ほ
ど
の
細
長
い
シ
ル
エ
ッ
ト
の
簡
素

な
木
造
の
建
物
で
、
職
人
に
依
頼
す

る
こ
と
な
く
自
身
の
手
で
つ
く
る
こ

と
に
な
る
。
用
途
は
と
く
に
定
め
て

私
の
ア
ト
リ
エ
遍
歴
、

今
、こ
れ
か
ら
。

0 1 2m
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………… 展開図と第3期（現在）の平面図の番号が対応。1
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作品名

建築家

上原のすまい

金野千恵 teco

08提案

特集／個室の復権
Special Feature

Return
of

the Private
Room

Proposal  08

共存が「個の自立」を成り立たせる
人口や家族構成といった現実的な社会問題を、実例から丁寧に分析し、
その未来を描くという本案。金野さんは、個室そのものという狭い範疇を離れ、
周囲に多様な空間を誘発し、豊かな関係性を構築することこそが
個の生活を支えるのだ、という広い視座から提案する。

「上原のすまい」のあゆみ

19 6 7年～
上原のすまい竣工。

両親と兄弟、
祖母が暮らす

Phase1/1967年の住人

19 7 5年頃
西側の増築、
兄弟に個室が

与えられる

Phase2/1975年頃の住人

19 9 0 年頃
弟が家を

出る

1990年頃の住人 Phase3

2 0 0 0 年
1階西側

階段撤去、
キッチン改修

2 0 01年
祖母が他界

2001年の住人 Phase4

2 0 0 8 年
両親が兄との
2世帯を想定し

改築

2 0 0 9 年
父が

要介護に

2 010 年
父が他界。

母が要介護になり
ヘルパーを雇う

2010年の住人

2 011年
母が施設入所。

兄S氏の
一人暮らしとなる

シェアハウス、店舗、
NPO活動場所の
複合する住まいへ

2 018 年
母が

施設にて
他界

2011年の住人 Phase5/2022年の住人

2 0 2 2年

S氏家の住人の変遷

1967
南面配置の敷地の半分が庭の木造
２階建て。庭に面した1階客間には
ルーバー庇から光が落ちる。両親、
兄弟、祖母で3つの個室を使用し、
度々客間に来客がある。

Phase

1

年～ 1975
１階庭側に和室、２階西側に書庫が
増築される。それに伴い階段を増設
し、キッチンも改修。兄弟が中高生
になり個室が与えられる。

Phase

2

年頃～ 2000
１階西側の階段が撤去され、キッチ
ンが拡大。２階書庫が増築され、こ
こが両親の部屋になる。

Phase

3

年頃～ 2008
2階西側にWCとミニキッチンが設置
される。手すりの設置やWCの拡張
などバリアフリー化の改修が行われ
る。

Phase

4

年～ 2022
書籍や骨董に触れられるギャラリーカフ
ェと、ものづくりを行うNPO団体の活動
場所を併設した３人のシェアハウス。
個々の暮らしの距離感を調整するよう減
築するとともに、増築のプロセスにおい
て縮小していた庭を含め、敷地の隅々
までを暮らしの場とする計画。

Phase

5

年

兄弟の部屋

両親の部屋

鋼板屋根

祖母の部屋

ルーバー庇

客間

台所
居間

瓦屋根へ葺き替え

兄弟の部屋

書庫

客間

台所

和室池
祖母の部屋

客間和室

台所

WC
ミニキッチン

本棚

改修された WC

客間和室

台所

両親の部屋

改修された
キッチン

N

渋谷区の
平均世帯
人数（人）

渋谷区
総人口

（万人）

1972 代々木公園駅開業

1978 千代田線代々木公園-代々木上原駅間 開業

1985 渋谷区立図書館富ヶ谷分館開館 2010頃 若年層の転入超過により単独世帯の割合増加

2020 コロナウイルスの蔓延

30

15

渋谷区の人口

渋谷区の
平均世帯人数

2.39 2.14
1.99 1.81

1.64

4

2

0

渋谷区の
人口と
世帯人数の変化

「上原のすまい」のある
渋谷区の今までとこれか
ら。今後も単独世帯の
割合増加が予想される。 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

書棚と、絵画・写真の
展示があるギャラリー

ナカドマに面したカフェの座席

屋根を減築し
吹抜けを設ける

透明のガラス屋根へ葺き替える
２階のテラスに日が落ちる

屋根を減築し
ルーバーを設置

減築により設けたナカドマ

シェアハウス共用部
兼 NPO 活動場所

屋根勾配に合わせて拡張
吹抜けを覆う

減築しテラスを設ける
ルーバー床から
１階へ光が落ちる

ナカドマ

キッチン

カフェ

ギャラリー

南ニワ

東ニワ

個室③

個室①

個室②

ナカテラス
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上 原のすまい08提案

　
私
た
ち
の
暮
ら
す
現
代
社
会
で
は
、

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
、
高
齢
化
、

独
居
世
帯
の
増
加
、
空
き
家
増
加
な

ど
、
戦
後
の
一
家
族
＝
一
住
戸
と
い

う
仕
組
み
に
不
調
和
が
生
じ
て
い
る
。

か
つ
て
は
個
室
の
充
実
が
自
立
を
支

え
た
が
、
今
で
は
必
ず
し
も
そ
れ
が

成
立
し
な
い
。
個
人
が
自
立
し
て
豊

か
に
暮
ら
す
方
法
と
し
て
、〝
頼
れ
る

依
存
先
を
増
や
す
〞〝
外
界
と
の
関
係

に
よ
り
暮
ら
し
の
輪
郭
を
描
く
〞
と

い
っ
た
可
能
性
を
拓
い
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
家
族
に
限
定
せ
ず
に
隣
人

や
頼
れ
る
他
者
と
い
っ
た
依
存
先
を

増
や
す
に
は
、
ま
ず
、
住
ま
い
に
関

わ
る
メ
ン
バ
ー
を
組
み
替
え
る
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
の
暮
ら
し
の

輪
郭
を
形
づ
く
る
よ
う
な
、
日
々
刻

々
と
変
化
す
る
自
然
現
象
、
植
物
の

生
育
、
依
存
で
き
る
他
者
な
ど
、
リ

ズ
ム
を
も
つ
外
界
と
の
関
係
を
豊
か

に
す
る
空
間
へ
、
住
ま
い
が
更
新
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。

「
上
原
の
す
ま
い
」
は
、
1
9
6
7

年
の
竣
工
後
、
複
数
回
に
わ
た
る
改

築
、
改
修
を
経
た
住
ま
い
の
四
度
目

の
改
築
計
画
で
あ
る
。
竣
工
当
時
小

学
生
だ
っ
た
S
氏
は
、
五
度
の
家
族

構
成
の
変
化
と
三
度
の
建
築
構
成
の

変
化
を
経
て
、
現
在
は
空
き
部
屋
の

多
い
こ
の
住
ま
い
で
ひ
と
り
、
暮
ら

し
て
い
る
。
こ
こ
で
今
後
も
自
立
し

て
暮
ら
し
つ
づ
け
る
た
め
に
、
家
族

以
外
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
個
室
の

外
側
を
さ
ま
ざ
ま
に
感
じ
ら
れ
る
空

間
へ
と
更
新
す
る
計
画
。「
3
人
の
住

ま
う
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」「
書
棚
や
骨
董

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
む
カ
フ
ェ
」「
も
の

づ
く
り
と
販
売
を
す
る
N
P
O
の
活

動
場
所
」
と
い
う
、
小
さ
な
機
能
の

複
合
拠
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
住
宅
の

中
央
部
分
を
減
築
し
て
ナ
カ
ド
マ
を

設
け
、
接
道
す
る
坂
道
か
ら
既
存
の

床
高
さ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す

る
と
と
も
に
、
南
に
広
が
る
庭
の
緑

を
広
く
感
じ
ら
れ
る
構
成
と
し
た
。

室
を
増
築
し
て
き
た
現
状
の
建
物
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
う
ち
庭
側
を
さ
ら
に
減

築
し
、
既
存
の
瓦
屋
根
を
生
か
し
な

が
ら
も
部
分
的
に
ガ
ラ
ス
や
ル
ー
バ

ー
の
屋
根
に
置
換
し
て
い
く
。
同
時

に
、
基
礎
や
柱
な
ど
建
築
部
位
の
減

築
を
丁
寧
に
設
計
す
る
こ
と
で
、
内

部
空
間
を
減
ら
し
な
が
ら
も
、
庭
と

一
帯
に
活
動
の
空
間
を
広
げ
て
い
く
。

ひ
と
つ
の
庭
付
き
木
造
住
宅
が
家
族

構
成
の
変
化
を
経
て
、
ひ
と
り
の
自

立
し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
契

機
に
、
多
様
な
役
割
を
担
う
空
間
へ

と
し
な
や
か
に
代
謝
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
。

50
年
を
経
て
考
え
る

自
立
の
た
め
の
開
く
家
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了
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工
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日
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上原のすまい08提案

　
私
た
ち
の
暮
ら
す
現
代
社
会
で
は
、

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
、
高
齢
化
、

独
居
世
帯
の
増
加
、
空
き
家
増
加
な

ど
、
戦
後
の
一
家
族
＝
一
住
戸
と
い

う
仕
組
み
に
不
調
和
が
生
じ
て
い
る
。

か
つ
て
は
個
室
の
充
実
が
自
立
を
支

え
た
が
、
今
で
は
必
ず
し
も
そ
れ
が

成
立
し
な
い
。
個
人
が
自
立
し
て
豊

か
に
暮
ら
す
方
法
と
し
て
、〝
頼
れ
る

依
存
先
を
増
や
す
〞〝
外
界
と
の
関
係

に
よ
り
暮
ら
し
の
輪
郭
を
描
く
〞
と

い
っ
た
可
能
性
を
拓
い
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
家
族
に
限
定
せ
ず
に
隣
人

や
頼
れ
る
他
者
と
い
っ
た
依
存
先
を

増
や
す
に
は
、
ま
ず
、
住
ま
い
に
関

わ
る
メ
ン
バ
ー
を
組
み
替
え
る
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
の
暮
ら
し
の

輪
郭
を
形
づ
く
る
よ
う
な
、
日
々
刻

々
と
変
化
す
る
自
然
現
象
、
植
物
の

生
育
、
依
存
で
き
る
他
者
な
ど
、
リ

ズ
ム
を
も
つ
外
界
と
の
関
係
を
豊
か

に
す
る
空
間
へ
、
住
ま
い
が
更
新
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。

「
上
原
の
す
ま
い
」
は
、
1
9
6
7

年
の
竣
工
後
、
複
数
回
に
わ
た
る
改

築
、
改
修
を
経
た
住
ま
い
の
四
度
目

の
改
築
計
画
で
あ
る
。
竣
工
当
時
小

学
生
だ
っ
た
S
氏
は
、
五
度
の
家
族

構
成
の
変
化
と
三
度
の
建
築
構
成
の

変
化
を
経
て
、
現
在
は
空
き
部
屋
の

多
い
こ
の
住
ま
い
で
ひ
と
り
、
暮
ら

し
て
い
る
。
こ
こ
で
今
後
も
自
立
し

て
暮
ら
し
つ
づ
け
る
た
め
に
、
家
族

以
外
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
個
室
の

外
側
を
さ
ま
ざ
ま
に
感
じ
ら
れ
る
空

間
へ
と
更
新
す
る
計
画
。「
3
人
の
住

ま
う
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」「
書
棚
や
骨
董

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
む
カ
フ
ェ
」「
も
の

づ
く
り
と
販
売
を
す
る
N
P
O
の
活

動
場
所
」
と
い
う
、
小
さ
な
機
能
の

複
合
拠
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
住
宅
の

中
央
部
分
を
減
築
し
て
ナ
カ
ド
マ
を

設
け
、
接
道
す
る
坂
道
か
ら
既
存
の

床
高
さ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す

る
と
と
も
に
、
南
に
広
が
る
庭
の
緑

を
広
く
感
じ
ら
れ
る
構
成
と
し
た
。

室
を
増
築
し
て
き
た
現
状
の
建
物
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
う
ち
庭
側
を
さ
ら
に
減

築
し
、
既
存
の
瓦
屋
根
を
生
か
し
な

が
ら
も
部
分
的
に
ガ
ラ
ス
や
ル
ー
バ

ー
の
屋
根
に
置
換
し
て
い
く
。
同
時

に
、
基
礎
や
柱
な
ど
建
築
部
位
の
減

築
を
丁
寧
に
設
計
す
る
こ
と
で
、
内

部
空
間
を
減
ら
し
な
が
ら
も
、
庭
と

一
帯
に
活
動
の
空
間
を
広
げ
て
い
く
。

ひ
と
つ
の
庭
付
き
木
造
住
宅
が
家
族

構
成
の
変
化
を
経
て
、
ひ
と
り
の
自

立
し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
契

機
に
、
多
様
な
役
割
を
担
う
空
間
へ

と
し
な
や
か
に
代
謝
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
。
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年
を
経
て
考
え
る

自
立
の
た
め
の
開
く
家
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住
居
―
―
崩
壊
す
る
近
代
家
族
と
建
築
的
課
題
』（
住
ま
い
の
図
書

館
出
版
局
）
な
ど
の
関
連
す
る
著
作
を
生
み
出
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
貫
く
の
は
、
近
代
住
居
の
一
般
的
な
考
え
方

に
対
す
る
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
家
族

と
住
ま
い
を
無
意
識
の
う
ち
に
結
び
つ
け
、
空
間
を
用
途
に
よ
っ

て
理
解
す
る
思
考
の
慣
性
、
そ
の
自
明
性
を
問
い
直
す
視
点
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
黒
沢
が
、
近
代
住
居
を
め
ぐ
っ

て
何
を
問
題
に
し
、
個
室
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た

の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
近
代
住
居
は
、「
居
間
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
＋
人
数
分
の
寝
室

（
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
）」と
い
う
空
間
構
成
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
う
し
た
機
能
主
義
的
な
理
解
の
仕
方
は
、「
寝
室
」
と

ひ
と
く
く
り
に
呼
ば
れ
る
空
間
の
質
的
差
異
を
見
落
と
し
て
い
る

と
、
黒
沢
は
指
摘
す
る
。
黒
沢
に
よ
れ
ば
、
近
代
住
居
に
お
い
て
、

寝
る
と
い
う
行
為
に
特
化
し
た
空
間
は
「
夫
婦
の
寝
室
」
の
み
で

あ
り
、「
子
ど
も
部
屋
」
は
単
な
る
寝
室
で
は
な
い
と
い
う
。

　
な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
部
屋
は
睡
眠
の
ほ
か
に
も
、
勉
強
し
た
り
、

3637

　
個
室
と
は
何
か
。
そ
も
そ
も
、
個
室
と
は
誰
の
た
め
の
空
間
な

の
か
。

　
多
く
の
人
は
、
自
分
の
家
族
が
暮
ら
す
個
別
の
部
屋
の
こ
と
や
、

子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
な
ど
を
、
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
一
見
、
自
明
に
も
思
え
る
こ
れ
ら
の
問
い
に
対

し
、
や
や
特
異
な
か
た
ち
で
取
り
組
み
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
住

ま
い
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
た
建
築
家
が
い
た
。
黒
沢
隆（
＊
1
）

で
あ
る
。

　
な
ぜ
特
異
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
黒
沢
が
、
家
族
と
い
う
住
ま

い
手
を
前
提
と
せ
ず
に
、
個
室
を
基
盤
と
す
る
住
居
の
可
能
性
を

検
討
し
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
黒
沢
は

「
個
室
群
住
居
」と
呼
ば
れ
る
都
市
の
新
た
な
住
様
式
を
提
唱
し
、

「
ホ
シ
カ
ワ
・
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
ズ
」（
＊
2
）や
「
コ
ワ
ン
・
キ
・
ソ

ン
ヌ
」（
＊
3
）
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
建
築
、
お
よ
び
『
個
室
群

人
々
の
暮
ら
し
の
内
実
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
後
の
都

市
を
中
心
と
す
る
新
た
な
社
会
を
生
き
る
「
生
活
者
」
の
視
点
を

通
し
て
、
空
間
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
黒
沢
の
提
唱
し
た
「
個
室
群
住
居
」
と
い
う
住
様
式
は
、

都
市
の
ワ
ン
ル
ー
ム
・
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、
黒
沢
が
構
想
し
て
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
空
間

と
社
会
の
関
係
で
あ
り
、
単
な
る
物
理
的
な
建
造
物
で
は
な
か
っ

た
点
に
留
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
黒
沢
は
、
近
代
の
機
能
主
義
的
な

用
途
地
域
制
に
基
づ
く
都
市
の
住
様
式
で
は
な
く
、
複
合
用
途
と

稠
密
を
基
本
的
な
属
性
と
す
る
現
代
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
に
見
合
う
、

都
市
の
新
た
な
住
様
式
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
お
よ
そ
半
世
紀
の
時
を
経
て
、
私
た
ち
は
今
も
都
市
を
中
心
と

す
る
消
費
社
会
を
生
き
て
い
る
。
黒
沢
、
そ
し
て
建
築
計
画
学
者

の
軌
跡
を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
空
間
を
機
能
主
義
的
な
思

考
に
お
い
て
と
ら
え
る
陥
穽
か
ら
抜
け
出
し
、
社
会
と
の
関
係
に

お
い
て
と
ら
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
問
い
か

け
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
問
い
か
け
は
、
建
築
設
計
に
携
わ
る
一

部
の
人
間
だ
け
で
は
な
く
、「
生
活
者
」
と
し
て
の
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
も
等
し
く
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　
個
室
と
は
何
か
。
私
た
ち
の
時
代
の
想
像
力
／
創
造
力
が
問
わ

れ
て
い
る
。

ら
ん
と
い
う
ひ
と
つ
の
機
能
に
は
還
元
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
住
田
昌
二
（
＊
8
）
も
同
様
の
見
解

を
示
し
て
お
り
、
人
々
の
「
行
為
」
を
分
析
す
る
限
り
、
L
D
K

空
間
は
多
機
能
空
間
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
鈴
木
は
、

家
電
製
品
や
家
具
の
配
置
と
い
っ
た
「
し
つ
ら
え
」
を
分
析
し
、

L
D
K
空
間
は
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、

テ
レ
ビ
や
ソ
フ
ァ
な
ど
、
三
種
の
神
器
に
は
じ
ま
る
耐
久
消
費
財

を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
空
間
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
建
築
計
画
学
者
た
ち
の
指
摘
は
、
何
を
意
味
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
い
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
は
な
ぜ
、
多
機
能
性
と

い
う
論
点
を
提
起
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
当
時
の
高
度
経

済
成
長
を
背
景
と
す
る
都
市
化
や
産
業
化
と
い
っ
た
社
会
の
構
造

的
な
変
容
が
、
人
々
の
生
活
様
式
を
変
え
、
住
ま
い
方
を
変
え
た

こ
と
を
、
彼
ら
が
調
査
を
通
し
て
気
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
都
市
化
や
産
業
化
に
媒
介
さ
れ
た
大
衆
消
費
社
会
の
到

来
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、「
生
き
ら
れ
る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ

き
多
機
能
空
間
が
、
設
計
者
の
想
定
を
裏
切
っ
て
出
現
し
た
こ
と

を
、
彼
ら
は
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
黒
沢
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
建
築
計
画
学
者
が
空
間
の
「
多
機

能
性
」
に
着
目
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
黒
沢
が
子
ど
も
た
ち
の
実
際
の
生
活
の
あ
り
よ
う
に

着
目
し
た
よ
う
に
、
建
築
計
画
学
者
も
ま
た
、
こ
の
「
生
き
ら
れ

る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
で
行
わ
れ
て
い
た
、
人
々
の

具
体
的
な
生
活
実
践
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
は
、

個
室
を
め
ぐ
る

生
活
者
の

想
像
力
／
創
造
力

特
集
／
個
室
の
復
権
／
コ
ラ
ム

山
本
理
奈

Yam
am

oto R
ina

黒
沢
隆
が
問
う
「
個
室
」

ひ
と
こ
と
で
「
個
室
」
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
時
代
ご
と
に
変
化
し
形
成
さ
れ
て
き
た
。

今
、
個
室
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

建
築
家
た
ち
と
考
え
る
一
方
で
、

こ
こ
で
は
「
個
室
」
と
い
う
概
念
の
本
質
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
と
ら
え
返
す
こ
と
に
し
た
い
。

社
会
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら

住
宅
史
や
居
住
政
策
を
研
究
し
て
い
る

山
本
理
奈
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
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子
ど
も
部
屋
に
み
ら
れ
る

「
多
機
能
性
」
こ
そ
が

個
室
の
本
質
で
あ
る
、
と

黒
沢
隆
は

考
え
て
い
ま
し
た
。

黒
沢
隆

＊
１

に
し
や
ま
・
う
ぞ
う
／
建
築
学
者
、
都
市

計
画
家
。
1
9
1
1
年
大
阪
府
生
ま
れ
。

33
年
京
都
帝
国
大
学
建
築
学
科
卒
業
。
戦

後
の
住
宅
計
画
の
主
流
と
な
っ
た
D
K
型
の

誕
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
お
も
な

著
書
＝『
こ
れ
か
ら
の
す
ま
い
　
住
様
式
の

話
』（
相
模
書
房
）、『
住
み
方
の
記
』（
文
藝

春
秋
新
社
）
な
ど
。
94
年
逝
去
。

く
ろ
さ
わ
・
た
か
し
／
建
築
家
、
建
築
評

論
家
。
1
9
4
1
年
東
京
都
生
ま
れ
。
71

年
日
本
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
現

代
的
な
生
活
形
態
に
応
じ
た
新
し
い
住
ま

い
の
あ
り
方
と
し
て「
個
室
群
住
居
」
を
提

示
し
た
。
お
も
な
著
書
＝『
集
合
住
宅
原
論

の
試
み
』（
鹿
島
出
版
会
）
な
ど
。
2
0
1

4
年
逝
去
。

＊
4

西
山
夘
三

＊
3

黒
沢
が
設
計
し
た
集
合
住
宅
、
1
9
8
6

年
竣
工
。
初
め
て
分
譲
方
式
の
集
合
住
宅

を
設
計
す
る
こ
と
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
個

人
用
居
住
単
位
を
再
考
し
た
と
い
う
作
品
。

コ
ワ
ン
・
キ
・

ソ
ン
ヌ

＊
２

黒
沢
が
設
計
し
た
個
人
住
宅
、
1
9
7
7

年
竣
工
。
家
庭
か
ら
出
て
社
会
の
な
か
に
営

ま
れ
る
「
個
人
用
居
住
単
位
」の
最
小
面

積
を
模
索
。
共
用
予
備
室
も
装
備
し
た
。

ホ
シ
カ
ワ
・

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
ズ

2階平面図

寝
関
係
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
西
山
と
同
様
に
「
食
寝
分
離
」
の
傾
向
を
確
認
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、「
寝
室
分
解
」
の
促
さ
れ
る
程
度
が
間
取
り
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
結

果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
公
営
住
宅
の
標
準
設
計
で
あ

る
「
51
C
」（
＊
6
）
と
い
う
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
51
C
」
と
い
う
プ
ラ
ン
は
、
庶
民
の
小
住
宅
と
し
て
考

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
12
坪
と
い
う
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
面
積

の
な
か
で
、
二
寝
室
を
確
保
し
、
そ
の
う
え
で
い
か
に
「
食
寝
分

離
」
と
「
就
寝
分
離
」
を
両
立
さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て

出
さ
れ
た
解
決
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
プ
ラ
ン
は
公
営
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
住
宅

公
社
や
住
宅
協
会
（
住
宅
供
給
公
社
の
前

身
）、さ
ら
に
日
本
住
宅
公
団
の
標
準
設
計
に

も
受
け
継
が
れ
、
公
共
住
宅
の
基
本
的
な

「
型
」と
し
て
大
都
市
を
中
心
に
全
国
で
普
及

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
、
公
団
住
宅
の
代
表
的
な
標
準
設
計

と
さ
れ
て
い
た
「
2
D
K
」
は
、「
51
C
」
の
考
え
方
を
ほ
ぼ
踏
襲

し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
、
食
事
の
で
き
る
少
し
広
め
の
台
所
と

し
て
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
」（
D
K
）
を
設
け
た
こ
と
、
畳

敷
き
の
和
室
の
あ
い
だ
に
壁
を
設
け
隔
離
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、「
食
寝
分
離
」
と「
就
寝
分
離
」

を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
日
中
の

リ
ビ
ン
グ
的
な
居
住
生
活
を
、
D
K
と
そ
れ
に
接
す
る
畳
の
部
屋

を
合
わ
せ
た
ス
ペ
ー
ス
で
行
い
、
夜
間
は
そ
の
畳
の
部
屋
を
再
度

使
用
し
、
ふ
た
つ
の
和
室
に
分
か
れ
て
就
寝
す
る
と
い
う
住
ま
い

方
を
、
設
計
者
の
側
は
想
定
し
て
い
た
。

友
と
語
り
あ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
が
行
わ
れ
て
お
り
、
寝

る
と
い
う
行
為
の
み
に
は
還
元
で
き
な
い
「
多
機
能
空
間
」
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
黒
沢
は
、
近
代
住
居
の
一
般

的
な
あ
り
方
は
、「
居
間
＋
夫
婦
の
寝
室
＋
人
数
分
の
子
ど
も
部

屋
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
子
ど
も
部
屋
こ
そ
が
個

室
の
原
型
で
あ
る
と
、「
個
室
群
住
居
」
の
構
想
へ
と
つ
な
が
る
独

自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
黒
沢
が
、
近
代
住
居
に
対
す
る
機
能

主
義
的
な
思
考
を
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
通
常
、
近
代
住
居

で
は
、
住
ま
い
手
と
し
て
核
家
族
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
居

間
は
家
族
の
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
、
寝
室

は
家
族
の
メ
ン
バ
ー
が
寝
る
た
め
の
空
間
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
用

途
に
応
じ
て
、
各
空
間
を
単
一
の
機
能
に
還

元
す
る
機
能
主
義
的
な
思
考
を
、
黒
沢
は
問

題
視
し
て
い
た
。

　
加
え
て
、
黒
沢
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
単

な
る
機
能
主
義
批
判
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

近
代
住
居
の
な
か
で
、
子
ど
も
部
屋
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る

行
為
の
内
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
機
能
主
義
的
な
思
考

で
は
説
明
し
き
れ
な
い
多
機
能
空
間
と
な
っ
て
い
る
点
に
着
目
し

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
多
機
能
性
」
こ
そ
が
、
個
室
の

本
質
で
あ
り
、「
個
室
群
住
居
」
と
い
う
都
市
の
新
た
な
住
様
式
を

構
想
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
、
黒
沢
は
考
え

て
い
た
。

　
こ
う
し
た
機
能
主
義
批
判
を
通
し
て
、
黒
沢
が
空
間
の
「
多
機

能
性
」
と
い
う
論
点
を
提
起
し
た
の
は
、
1
9
6
0
年
代
後
半
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
な
が
ら
、
建
築

計
画
学
者
か
ら
も
空
間
の
「
多
機
能
性
」
と
い
う
論
点
が
、
住
ま

い
方
調
査
を
通
し
て
提
起
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
、
建
築
計

画
学
者
が
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
何
を
発
見
し
、
な
ぜ
多
機
能

性
と
い
う
論
点
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
こ
の
点
を
確
認
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
建
築
計
画
学
の
分
野
で
は
、
人
々
の
実
際
の
居
住
生

活
を
調
べ
る
た
め
に
、
住
ま
い
方
調
査
が
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ

る
西
山
夘
三
（
＊
4
）
は
、
大
阪
・
京
都
・

名
古
屋
の
三
大
都
市
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、

ど
ん
な
に
小
さ
な
住
ま
い
で
も
「
食
べ
る
と

こ
ろ
」
と
「
寝
る
と
こ
ろ
」
を
分
け
て
生
活

し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
発
見
す
る
。
そ
し

て
こ
れ
を
「
食
寝
分
離
」
と
名
づ
け
、
プ
ラ

ニ
ン
グ
の
基
本
に
据
え
る
必
要
性
を
説
い
た
。

　
ま
た
西
山
は
、
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
、
赤
ん
坊
が
就
寝
中

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
年
頃
の
男
女
が
一
緒
の
部
屋
で
就
寝
し

た
り
と
い
っ
た
、
当
時
の
「
過
密
就
寝
」
や
「
混
合
就
寝
」
と
い

う
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
住
居
の
計
画
を
す
る
際
に
は
、
食
寝
だ
け
で
な
く
就
寝
の

分
離
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
意
識
を
提
起
し
て

い
た
。

　
吉
武
泰
水
（
＊
5
）
研
究
室
で
は
、
こ
う
し
た
西
山
の
研
究
手

法
や
問
題
意
識
を
継
承
し
つ
つ
、
戦
後
の
庶
民
住
宅
を
対
象
に
食

　
し
か
し
、
鈴
木
成
文
（
＊
7
）
を
中
心
と
す
る
、
1
9
6
0
年

代
に
行
わ
れ
た
公
団
住
宅
の
住
ま
い
方
調
査
か
ら
、
人
々
の
実
際

の
居
住
生
活
は
、
設
計
者
の
想
定
と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
D
K
に
接
す
る
畳
の
部
屋
に
は
、
ソ
フ
ァ
や
テ
ー

ブ
ル
、
ピ
ア
ノ
や
飾
り
棚
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
な
ど
が
置
か
れ
、

D
K
と
の
あ
い
だ
の
襖
は
取
り
払
わ
れ
て
ワ
ン
ル
ー
ム
化
し
、
絨

毯
が
敷
か
れ
て
洋
風
居
間
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
の
よ
う
な
空
間

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
寝
室
分

解
」
は
思
い
の
ほ
か
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
間
取
り
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
生
活
実
践
の
結
果
と

し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
生
き
ら
れ

る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
が
、
住

ま
い
方
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
2
D
K
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
お

い
て
、
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

は
就
寝
分
離
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ま
り
、
人
々
の
住
ま
い
方
の
実
践
は
、
分

か
れ
て
寝
る
こ
と
よ
り
も
、
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
建
築
計
画
学
者
は
、
こ
の
新
た

な
空
間
―
―
D
K
と
そ
れ
に
接
す
る
畳
の
部
屋
を
ワ
ン
ル
ー
ム
化

し
て
生
み
出
さ
れ
た
L
D
K
的
な
空
間
―
―
の
本
質
を
、「
多
機
能

性
」
の
次
元
に
見
出
し
て
い
た
。

　
通
常
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
中
心
と
す
る
L
D
K
空
間
は
、
家

族
の
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
と
し
て
、
機
能
主
義
的
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
西
山
は
、
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
、

L
D
K
空
間
で
は
、
食
事
や
団
ら
ん
だ
け
で
は
な
く
、
社
交
や
娯

楽
な
ど
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
実
践
が
行
わ
れ
て
お
り
、
団

ルーフガーデン

個室B 個室A

共用予備室共用ユーティリティ
個室

寝室

2LDK（賃貸）

スーパー
ワンルーム

3LDK（オーナー）
居間食堂 音楽スタジオ

個室（1）

コート

2LDK（オーナー）個室（2）
寝室 寝室

個室

1階平面図3階平面図 ２階平面図

建
築
計
画
学
に
お
け
る

「
生
き
ら
れ
る
個
室
」
の
発
見

ワ
ン

　ル
ー
ム



住
居
―
―
崩
壊
す
る
近
代
家
族
と
建
築
的
課
題
』（
住
ま
い
の
図
書

館
出
版
局
）
な
ど
の
関
連
す
る
著
作
を
生
み
出
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
貫
く
の
は
、
近
代
住
居
の
一
般
的
な
考
え
方

に
対
す
る
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
家
族

と
住
ま
い
を
無
意
識
の
う
ち
に
結
び
つ
け
、
空
間
を
用
途
に
よ
っ

て
理
解
す
る
思
考
の
慣
性
、
そ
の
自
明
性
を
問
い
直
す
視
点
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
黒
沢
が
、
近
代
住
居
を
め
ぐ
っ

て
何
を
問
題
に
し
、
個
室
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た

の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
近
代
住
居
は
、「
居
間
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
＋
人
数
分
の
寝
室

（
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
）」と
い
う
空
間
構
成
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
う
し
た
機
能
主
義
的
な
理
解
の
仕
方
は
、「
寝
室
」
と

ひ
と
く
く
り
に
呼
ば
れ
る
空
間
の
質
的
差
異
を
見
落
と
し
て
い
る

と
、
黒
沢
は
指
摘
す
る
。
黒
沢
に
よ
れ
ば
、
近
代
住
居
に
お
い
て
、

寝
る
と
い
う
行
為
に
特
化
し
た
空
間
は
「
夫
婦
の
寝
室
」
の
み
で

あ
り
、「
子
ど
も
部
屋
」
は
単
な
る
寝
室
で
は
な
い
と
い
う
。

　
な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
部
屋
は
睡
眠
の
ほ
か
に
も
、
勉
強
し
た
り
、

3637

　
個
室
と
は
何
か
。
そ
も
そ
も
、
個
室
と
は
誰
の
た
め
の
空
間
な

の
か
。

　
多
く
の
人
は
、
自
分
の
家
族
が
暮
ら
す
個
別
の
部
屋
の
こ
と
や
、

子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
な
ど
を
、
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
一
見
、
自
明
に
も
思
え
る
こ
れ
ら
の
問
い
に
対

し
、
や
や
特
異
な
か
た
ち
で
取
り
組
み
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
住

ま
い
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
た
建
築
家
が
い
た
。
黒
沢
隆（
＊
1
）

で
あ
る
。

　
な
ぜ
特
異
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
黒
沢
が
、
家
族
と
い
う
住
ま

い
手
を
前
提
と
せ
ず
に
、
個
室
を
基
盤
と
す
る
住
居
の
可
能
性
を

検
討
し
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
黒
沢
は

「
個
室
群
住
居
」と
呼
ば
れ
る
都
市
の
新
た
な
住
様
式
を
提
唱
し
、

「
ホ
シ
カ
ワ
・
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
ズ
」（
＊
2
）や
「
コ
ワ
ン
・
キ
・
ソ

ン
ヌ
」（
＊
3
）
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
建
築
、
お
よ
び
『
個
室
群

人
々
の
暮
ら
し
の
内
実
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
後
の
都

市
を
中
心
と
す
る
新
た
な
社
会
を
生
き
る
「
生
活
者
」
の
視
点
を

通
し
て
、
空
間
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
黒
沢
の
提
唱
し
た
「
個
室
群
住
居
」
と
い
う
住
様
式
は
、

都
市
の
ワ
ン
ル
ー
ム
・
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、
黒
沢
が
構
想
し
て
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
空
間

と
社
会
の
関
係
で
あ
り
、
単
な
る
物
理
的
な
建
造
物
で
は
な
か
っ

た
点
に
留
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
黒
沢
は
、
近
代
の
機
能
主
義
的
な

用
途
地
域
制
に
基
づ
く
都
市
の
住
様
式
で
は
な
く
、
複
合
用
途
と

稠
密
を
基
本
的
な
属
性
と
す
る
現
代
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
に
見
合
う
、

都
市
の
新
た
な
住
様
式
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
お
よ
そ
半
世
紀
の
時
を
経
て
、
私
た
ち
は
今
も
都
市
を
中
心
と

す
る
消
費
社
会
を
生
き
て
い
る
。
黒
沢
、
そ
し
て
建
築
計
画
学
者

の
軌
跡
を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
空
間
を
機
能
主
義
的
な
思

考
に
お
い
て
と
ら
え
る
陥
穽
か
ら
抜
け
出
し
、
社
会
と
の
関
係
に

お
い
て
と
ら
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
問
い
か

け
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
問
い
か
け
は
、
建
築
設
計
に
携
わ
る
一

部
の
人
間
だ
け
で
は
な
く
、「
生
活
者
」
と
し
て
の
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
も
等
し
く
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　
個
室
と
は
何
か
。
私
た
ち
の
時
代
の
想
像
力
／
創
造
力
が
問
わ

れ
て
い
る
。

ら
ん
と
い
う
ひ
と
つ
の
機
能
に
は
還
元
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
住
田
昌
二
（
＊
8
）
も
同
様
の
見
解

を
示
し
て
お
り
、
人
々
の
「
行
為
」
を
分
析
す
る
限
り
、
L
D
K

空
間
は
多
機
能
空
間
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
鈴
木
は
、

家
電
製
品
や
家
具
の
配
置
と
い
っ
た
「
し
つ
ら
え
」
を
分
析
し
、

L
D
K
空
間
は
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、

テ
レ
ビ
や
ソ
フ
ァ
な
ど
、
三
種
の
神
器
に
は
じ
ま
る
耐
久
消
費
財

を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
空
間
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
建
築
計
画
学
者
た
ち
の
指
摘
は
、
何
を
意
味
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
い
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
は
な
ぜ
、
多
機
能
性
と

い
う
論
点
を
提
起
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
当
時
の
高
度
経

済
成
長
を
背
景
と
す
る
都
市
化
や
産
業
化
と
い
っ
た
社
会
の
構
造

的
な
変
容
が
、
人
々
の
生
活
様
式
を
変
え
、
住
ま
い
方
を
変
え
た

こ
と
を
、
彼
ら
が
調
査
を
通
し
て
気
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
都
市
化
や
産
業
化
に
媒
介
さ
れ
た
大
衆
消
費
社
会
の
到

来
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、「
生
き
ら
れ
る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ

き
多
機
能
空
間
が
、
設
計
者
の
想
定
を
裏
切
っ
て
出
現
し
た
こ
と

を
、
彼
ら
は
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
黒
沢
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
建
築
計
画
学
者
が
空
間
の
「
多
機

能
性
」
に
着
目
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
黒
沢
が
子
ど
も
た
ち
の
実
際
の
生
活
の
あ
り
よ
う
に

着
目
し
た
よ
う
に
、
建
築
計
画
学
者
も
ま
た
、
こ
の
「
生
き
ら
れ

る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
で
行
わ
れ
て
い
た
、
人
々
の

具
体
的
な
生
活
実
践
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
は
、

個
室
を
め
ぐ
る

生
活
者
の

想
像
力
／
創
造
力

特
集
／
個
室
の
復
権
／
コ
ラ
ム

山
本
理
奈

Yam
am

oto R
ina

黒
沢
隆
が
問
う
「
個
室
」

ひ
と
こ
と
で
「
個
室
」
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
時
代
ご
と
に
変
化
し
形
成
さ
れ
て
き
た
。

今
、
個
室
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

建
築
家
た
ち
と
考
え
る
一
方
で
、

こ
こ
で
は
「
個
室
」
と
い
う
概
念
の
本
質
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
と
ら
え
返
す
こ
と
に
し
た
い
。

社
会
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら

住
宅
史
や
居
住
政
策
を
研
究
し
て
い
る

山
本
理
奈
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
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子
ど
も
部
屋
に
み
ら
れ
る

「
多
機
能
性
」
こ
そ
が

個
室
の
本
質
で
あ
る
、
と

黒
沢
隆
は

考
え
て
い
ま
し
た
。

黒
沢
隆

＊
１

に
し
や
ま
・
う
ぞ
う
／
建
築
学
者
、
都
市

計
画
家
。
1
9
1
1
年
大
阪
府
生
ま
れ
。

33
年
京
都
帝
国
大
学
建
築
学
科
卒
業
。
戦

後
の
住
宅
計
画
の
主
流
と
な
っ
た
D
K
型
の

誕
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
お
も
な

著
書
＝『
こ
れ
か
ら
の
す
ま
い
　
住
様
式
の

話
』（
相
模
書
房
）、『
住
み
方
の
記
』（
文
藝

春
秋
新
社
）
な
ど
。
94
年
逝
去
。

く
ろ
さ
わ
・
た
か
し
／
建
築
家
、
建
築
評

論
家
。
1
9
4
1
年
東
京
都
生
ま
れ
。
71

年
日
本
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
現

代
的
な
生
活
形
態
に
応
じ
た
新
し
い
住
ま

い
の
あ
り
方
と
し
て「
個
室
群
住
居
」
を
提

示
し
た
。
お
も
な
著
書
＝『
集
合
住
宅
原
論

の
試
み
』（
鹿
島
出
版
会
）
な
ど
。
2
0
1

4
年
逝
去
。

＊
4

西
山
夘
三

＊
3

黒
沢
が
設
計
し
た
集
合
住
宅
、
1
9
8
6

年
竣
工
。
初
め
て
分
譲
方
式
の
集
合
住
宅

を
設
計
す
る
こ
と
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
個

人
用
居
住
単
位
を
再
考
し
た
と
い
う
作
品
。

コ
ワ
ン
・
キ
・

ソ
ン
ヌ

＊
２

黒
沢
が
設
計
し
た
個
人
住
宅
、
1
9
7
7

年
竣
工
。
家
庭
か
ら
出
て
社
会
の
な
か
に
営

ま
れ
る
「
個
人
用
居
住
単
位
」の
最
小
面

積
を
模
索
。
共
用
予
備
室
も
装
備
し
た
。

ホ
シ
カ
ワ
・

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
ズ

2階平面図

寝
関
係
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
西
山
と
同
様
に
「
食
寝
分
離
」
の
傾
向
を
確
認
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、「
寝
室
分
解
」
の
促
さ
れ
る
程
度
が
間
取
り
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
結

果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
公
営
住
宅
の
標
準
設
計
で
あ

る
「
51
C
」（
＊
6
）
と
い
う
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
51
C
」
と
い
う
プ
ラ
ン
は
、
庶
民
の
小
住
宅
と
し
て
考

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
12
坪
と
い
う
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
面
積

の
な
か
で
、
二
寝
室
を
確
保
し
、
そ
の
う
え
で
い
か
に
「
食
寝
分

離
」
と
「
就
寝
分
離
」
を
両
立
さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て

出
さ
れ
た
解
決
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
プ
ラ
ン
は
公
営
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
住
宅

公
社
や
住
宅
協
会
（
住
宅
供
給
公
社
の
前

身
）、さ
ら
に
日
本
住
宅
公
団
の
標
準
設
計
に

も
受
け
継
が
れ
、
公
共
住
宅
の
基
本
的
な

「
型
」と
し
て
大
都
市
を
中
心
に
全
国
で
普
及

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
、
公
団
住
宅
の
代
表
的
な
標
準
設
計

と
さ
れ
て
い
た
「
2
D
K
」
は
、「
51
C
」
の
考
え
方
を
ほ
ぼ
踏
襲

し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
、
食
事
の
で
き
る
少
し
広
め
の
台
所
と

し
て
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
」（
D
K
）
を
設
け
た
こ
と
、
畳

敷
き
の
和
室
の
あ
い
だ
に
壁
を
設
け
隔
離
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、「
食
寝
分
離
」
と「
就
寝
分
離
」

を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
日
中
の

リ
ビ
ン
グ
的
な
居
住
生
活
を
、
D
K
と
そ
れ
に
接
す
る
畳
の
部
屋

を
合
わ
せ
た
ス
ペ
ー
ス
で
行
い
、
夜
間
は
そ
の
畳
の
部
屋
を
再
度

使
用
し
、
ふ
た
つ
の
和
室
に
分
か
れ
て
就
寝
す
る
と
い
う
住
ま
い

方
を
、
設
計
者
の
側
は
想
定
し
て
い
た
。

友
と
語
り
あ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
が
行
わ
れ
て
お
り
、
寝

る
と
い
う
行
為
の
み
に
は
還
元
で
き
な
い
「
多
機
能
空
間
」
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
黒
沢
は
、
近
代
住
居
の
一
般

的
な
あ
り
方
は
、「
居
間
＋
夫
婦
の
寝
室
＋
人
数
分
の
子
ど
も
部

屋
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
子
ど
も
部
屋
こ
そ
が
個

室
の
原
型
で
あ
る
と
、「
個
室
群
住
居
」
の
構
想
へ
と
つ
な
が
る
独

自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
黒
沢
が
、
近
代
住
居
に
対
す
る
機
能

主
義
的
な
思
考
を
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
通
常
、
近
代
住
居

で
は
、
住
ま
い
手
と
し
て
核
家
族
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
居

間
は
家
族
の
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
、
寝
室

は
家
族
の
メ
ン
バ
ー
が
寝
る
た
め
の
空
間
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
用

途
に
応
じ
て
、
各
空
間
を
単
一
の
機
能
に
還

元
す
る
機
能
主
義
的
な
思
考
を
、
黒
沢
は
問

題
視
し
て
い
た
。

　
加
え
て
、
黒
沢
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
単

な
る
機
能
主
義
批
判
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

近
代
住
居
の
な
か
で
、
子
ど
も
部
屋
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る

行
為
の
内
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
機
能
主
義
的
な
思
考

で
は
説
明
し
き
れ
な
い
多
機
能
空
間
と
な
っ
て
い
る
点
に
着
目
し

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
多
機
能
性
」
こ
そ
が
、
個
室
の

本
質
で
あ
り
、「
個
室
群
住
居
」
と
い
う
都
市
の
新
た
な
住
様
式
を

構
想
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
、
黒
沢
は
考
え

て
い
た
。

　
こ
う
し
た
機
能
主
義
批
判
を
通
し
て
、
黒
沢
が
空
間
の
「
多
機

能
性
」
と
い
う
論
点
を
提
起
し
た
の
は
、
1
9
6
0
年
代
後
半
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
な
が
ら
、
建
築

計
画
学
者
か
ら
も
空
間
の
「
多
機
能
性
」
と
い
う
論
点
が
、
住
ま

い
方
調
査
を
通
し
て
提
起
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
、
建
築
計

画
学
者
が
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
何
を
発
見
し
、
な
ぜ
多
機
能

性
と
い
う
論
点
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
こ
の
点
を
確
認
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
建
築
計
画
学
の
分
野
で
は
、
人
々
の
実
際
の
居
住
生

活
を
調
べ
る
た
め
に
、
住
ま
い
方
調
査
が
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ

る
西
山
夘
三
（
＊
4
）
は
、
大
阪
・
京
都
・

名
古
屋
の
三
大
都
市
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、

ど
ん
な
に
小
さ
な
住
ま
い
で
も
「
食
べ
る
と

こ
ろ
」
と
「
寝
る
と
こ
ろ
」
を
分
け
て
生
活

し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
発
見
す
る
。
そ
し

て
こ
れ
を
「
食
寝
分
離
」
と
名
づ
け
、
プ
ラ

ニ
ン
グ
の
基
本
に
据
え
る
必
要
性
を
説
い
た
。

　
ま
た
西
山
は
、
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
、
赤
ん
坊
が
就
寝
中

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
年
頃
の
男
女
が
一
緒
の
部
屋
で
就
寝
し

た
り
と
い
っ
た
、
当
時
の
「
過
密
就
寝
」
や
「
混
合
就
寝
」
と
い

う
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
住
居
の
計
画
を
す
る
際
に
は
、
食
寝
だ
け
で
な
く
就
寝
の

分
離
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
意
識
を
提
起
し
て

い
た
。

　
吉
武
泰
水
（
＊
5
）
研
究
室
で
は
、
こ
う
し
た
西
山
の
研
究
手

法
や
問
題
意
識
を
継
承
し
つ
つ
、
戦
後
の
庶
民
住
宅
を
対
象
に
食

　
し
か
し
、
鈴
木
成
文
（
＊
7
）
を
中
心
と
す
る
、
1
9
6
0
年

代
に
行
わ
れ
た
公
団
住
宅
の
住
ま
い
方
調
査
か
ら
、
人
々
の
実
際

の
居
住
生
活
は
、
設
計
者
の
想
定
と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
D
K
に
接
す
る
畳
の
部
屋
に
は
、
ソ
フ
ァ
や
テ
ー

ブ
ル
、
ピ
ア
ノ
や
飾
り
棚
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
な
ど
が
置
か
れ
、

D
K
と
の
あ
い
だ
の
襖
は
取
り
払
わ
れ
て
ワ
ン
ル
ー
ム
化
し
、
絨

毯
が
敷
か
れ
て
洋
風
居
間
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
の
よ
う
な
空
間

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
寝
室
分

解
」
は
思
い
の
ほ
か
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
間
取
り
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
生
活
実
践
の
結
果
と

し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
生
き
ら
れ

る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
が
、
住

ま
い
方
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
2
D
K
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
お

い
て
、
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

は
就
寝
分
離
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ま
り
、
人
々
の
住
ま
い
方
の
実
践
は
、
分

か
れ
て
寝
る
こ
と
よ
り
も
、
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
建
築
計
画
学
者
は
、
こ
の
新
た

な
空
間
―
―
D
K
と
そ
れ
に
接
す
る
畳
の
部
屋
を
ワ
ン
ル
ー
ム
化

し
て
生
み
出
さ
れ
た
L
D
K
的
な
空
間
―
―
の
本
質
を
、「
多
機
能

性
」
の
次
元
に
見
出
し
て
い
た
。

　
通
常
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
中
心
と
す
る
L
D
K
空
間
は
、
家

族
の
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
と
し
て
、
機
能
主
義
的
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
西
山
は
、
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
、

L
D
K
空
間
で
は
、
食
事
や
団
ら
ん
だ
け
で
は
な
く
、
社
交
や
娯

楽
な
ど
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
実
践
が
行
わ
れ
て
お
り
、
団
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建
築
計
画
学
に
お
け
る

「
生
き
ら
れ
る
個
室
」
の
発
見

ワ
ン

　ル
ー
ム



住
居
―
―
崩
壊
す
る
近
代
家
族
と
建
築
的
課
題
』（
住
ま
い
の
図
書

館
出
版
局
）
な
ど
の
関
連
す
る
著
作
を
生
み
出
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
貫
く
の
は
、
近
代
住
居
の
一
般
的
な
考
え
方

に
対
す
る
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
家
族

と
住
ま
い
を
無
意
識
の
う
ち
に
結
び
つ
け
、
空
間
を
用
途
に
よ
っ

て
理
解
す
る
思
考
の
慣
性
、
そ
の
自
明
性
を
問
い
直
す
視
点
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
黒
沢
が
、
近
代
住
居
を
め
ぐ
っ

て
何
を
問
題
に
し
、
個
室
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た

の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
近
代
住
居
は
、「
居
間
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
＋
人
数
分
の
寝
室

（
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
）」と
い
う
空
間
構
成
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
う
し
た
機
能
主
義
的
な
理
解
の
仕
方
は
、「
寝
室
」
と

ひ
と
く
く
り
に
呼
ば
れ
る
空
間
の
質
的
差
異
を
見
落
と
し
て
い
る

と
、
黒
沢
は
指
摘
す
る
。
黒
沢
に
よ
れ
ば
、
近
代
住
居
に
お
い
て
、

寝
る
と
い
う
行
為
に
特
化
し
た
空
間
は
「
夫
婦
の
寝
室
」
の
み
で

あ
り
、「
子
ど
も
部
屋
」
は
単
な
る
寝
室
で
は
な
い
と
い
う
。

　
な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
部
屋
は
睡
眠
の
ほ
か
に
も
、
勉
強
し
た
り
、

　
個
室
と
は
何
か
。
そ
も
そ
も
、
個
室
と
は
誰
の
た
め
の
空
間
な

の
か
。

　
多
く
の
人
は
、
自
分
の
家
族
が
暮
ら
す
個
別
の
部
屋
の
こ
と
や
、

子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
な
ど
を
、
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
一
見
、
自
明
に
も
思
え
る
こ
れ
ら
の
問
い
に
対

し
、
や
や
特
異
な
か
た
ち
で
取
り
組
み
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
住

ま
い
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
た
建
築
家
が
い
た
。
黒
沢
隆（
＊
1
）

で
あ
る
。

　
な
ぜ
特
異
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
黒
沢
が
、
家
族
と
い
う
住
ま

い
手
を
前
提
と
せ
ず
に
、
個
室
を
基
盤
と
す
る
住
居
の
可
能
性
を

検
討
し
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
黒
沢
は

「
個
室
群
住
居
」と
呼
ば
れ
る
都
市
の
新
た
な
住
様
式
を
提
唱
し
、

「
ホ
シ
カ
ワ
・
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
ズ
」（
＊
2
）や
「
コ
ワ
ン
・
キ
・
ソ

ン
ヌ
」（
＊
3
）
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
建
築
、
お
よ
び
『
個
室
群

人
々
の
暮
ら
し
の
内
実
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
後
の
都

市
を
中
心
と
す
る
新
た
な
社
会
を
生
き
る
「
生
活
者
」
の
視
点
を

通
し
て
、
空
間
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
黒
沢
の
提
唱
し
た
「
個
室
群
住
居
」
と
い
う
住
様
式
は
、

都
市
の
ワ
ン
ル
ー
ム
・
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、
黒
沢
が
構
想
し
て
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
空
間

と
社
会
の
関
係
で
あ
り
、
単
な
る
物
理
的
な
建
造
物
で
は
な
か
っ

た
点
に
留
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
黒
沢
は
、
近
代
の
機
能
主
義
的
な

用
途
地
域
制
に
基
づ
く
都
市
の
住
様
式
で
は
な
く
、
複
合
用
途
と

稠
密
を
基
本
的
な
属
性
と
す
る
現
代
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
に
見
合
う
、

都
市
の
新
た
な
住
様
式
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
お
よ
そ
半
世
紀
の
時
を
経
て
、
私
た
ち
は
今
も
都
市
を
中
心
と

す
る
消
費
社
会
を
生
き
て
い
る
。
黒
沢
、
そ
し
て
建
築
計
画
学
者

の
軌
跡
を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
空
間
を
機
能
主
義
的
な
思

考
に
お
い
て
と
ら
え
る
陥
穽
か
ら
抜
け
出
し
、
社
会
と
の
関
係
に

お
い
て
と
ら
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
問
い
か

け
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
問
い
か
け
は
、
建
築
設
計
に
携
わ
る
一

部
の
人
間
だ
け
で
は
な
く
、「
生
活
者
」
と
し
て
の
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
も
等
し
く
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　
個
室
と
は
何
か
。
私
た
ち
の
時
代
の
想
像
力
／
創
造
力
が
問
わ

れ
て
い
る
。

ら
ん
と
い
う
ひ
と
つ
の
機
能
に
は
還
元
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
住
田
昌
二
（
＊
8
）
も
同
様
の
見
解

を
示
し
て
お
り
、
人
々
の
「
行
為
」
を
分
析
す
る
限
り
、
L
D
K

空
間
は
多
機
能
空
間
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
鈴
木
は
、

家
電
製
品
や
家
具
の
配
置
と
い
っ
た
「
し
つ
ら
え
」
を
分
析
し
、

L
D
K
空
間
は
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、

テ
レ
ビ
や
ソ
フ
ァ
な
ど
、
三
種
の
神
器
に
は
じ
ま
る
耐
久
消
費
財

を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
空
間
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
建
築
計
画
学
者
た
ち
の
指
摘
は
、
何
を
意
味
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
い
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
は
な
ぜ
、
多
機
能
性
と

い
う
論
点
を
提
起
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
当
時
の
高
度
経

済
成
長
を
背
景
と
す
る
都
市
化
や
産
業
化
と
い
っ
た
社
会
の
構
造

的
な
変
容
が
、
人
々
の
生
活
様
式
を
変
え
、
住
ま
い
方
を
変
え
た

こ
と
を
、
彼
ら
が
調
査
を
通
し
て
気
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
都
市
化
や
産
業
化
に
媒
介
さ
れ
た
大
衆
消
費
社
会
の
到

来
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、「
生
き
ら
れ
る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ

き
多
機
能
空
間
が
、
設
計
者
の
想
定
を
裏
切
っ
て
出
現
し
た
こ
と

を
、
彼
ら
は
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
黒
沢
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
建
築
計
画
学
者
が
空
間
の
「
多
機

能
性
」
に
着
目
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
黒
沢
が
子
ど
も
た
ち
の
実
際
の
生
活
の
あ
り
よ
う
に

着
目
し
た
よ
う
に
、
建
築
計
画
学
者
も
ま
た
、
こ
の
「
生
き
ら
れ

る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
で
行
わ
れ
て
い
た
、
人
々
の

具
体
的
な
生
活
実
践
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
は
、

生
活
者
の
視
点
と
「
多
機
能
性
」
の
提
起

ーーー                   　　
Yam

am
oto R

ina

人
々
は

間
取
り
に
は
な
か
っ
た

リ
ビ
ン
グ
的
な
空
間
を

生
活
の
実
践
か
ら

生
み
出
し
て
い
た
の
で
す
。

よ
し
た
け
・
や
す
み
／
建
築
学
者
。
1
9

1
6
年
大
分
県
生
ま
れ
。
39
年
東
京
帝
国

大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
集
合
住
宅

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ「
51
C
型
」の
提
唱
で
知

ら
れ
る
。
お
も
な
著
書
＝『
建
築
計
画
の
研

究
』（
鹿
島
出
版
会
）
な
ど
。
2
0
0
3
年

逝
去
。

＊
5

吉
武
泰
水

＊
6

1
9
5
1
年
に
全
国
の
公
営
住
宅
の
標
準

設
計
と
し
て
考
案
さ
れ
た
平
面
計
画
。
12

坪
と
い
う
狭
い
空
間
に「
食
寝
分
離
」と「
就

寝
分
離
」
を
同
時
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、二

部
屋
の
居
室
と
、
台
所
・
食
事
室
を
別
に

設
け
た
。

51
C

寝
関
係
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
西
山
と
同
様
に
「
食
寝
分
離
」
の
傾
向
を
確
認
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、「
寝
室
分
解
」
の
促
さ
れ
る
程
度
が
間
取
り
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
結

果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
公
営
住
宅
の
標
準
設
計
で
あ

る
「
51
C
」（
＊
6
）
と
い
う
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
51
C
」
と
い
う
プ
ラ
ン
は
、
庶
民
の
小
住
宅
と
し
て
考

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
12
坪
と
い
う
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
面
積

の
な
か
で
、
二
寝
室
を
確
保
し
、
そ
の
う
え
で
い
か
に
「
食
寝
分

離
」
と
「
就
寝
分
離
」
を
両
立
さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て

出
さ
れ
た
解
決
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
プ
ラ
ン
は
公
営
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
住
宅

公
社
や
住
宅
協
会
（
住
宅
供
給
公
社
の
前

身
）、さ
ら
に
日
本
住
宅
公
団
の
標
準
設
計
に

も
受
け
継
が
れ
、
公
共
住
宅
の
基
本
的
な

「
型
」と
し
て
大
都
市
を
中
心
に
全
国
で
普
及

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
、
公
団
住
宅
の
代
表
的
な
標
準
設
計

と
さ
れ
て
い
た
「
2
D
K
」
は
、「
51
C
」
の
考
え
方
を
ほ
ぼ
踏
襲

し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
、
食
事
の
で
き
る
少
し
広
め
の
台
所
と

し
て
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
」（
D
K
）
を
設
け
た
こ
と
、
畳

敷
き
の
和
室
の
あ
い
だ
に
壁
を
設
け
隔
離
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、「
食
寝
分
離
」
と「
就
寝
分
離
」

を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
日
中
の

リ
ビ
ン
グ
的
な
居
住
生
活
を
、
D
K
と
そ
れ
に
接
す
る
畳
の
部
屋

を
合
わ
せ
た
ス
ペ
ー
ス
で
行
い
、
夜
間
は
そ
の
畳
の
部
屋
を
再
度

使
用
し
、
ふ
た
つ
の
和
室
に
分
か
れ
て
就
寝
す
る
と
い
う
住
ま
い

方
を
、
設
計
者
の
側
は
想
定
し
て
い
た
。

友
と
語
り
あ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
が
行
わ
れ
て
お
り
、
寝

る
と
い
う
行
為
の
み
に
は
還
元
で
き
な
い
「
多
機
能
空
間
」
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
黒
沢
は
、
近
代
住
居
の
一
般

的
な
あ
り
方
は
、「
居
間
＋
夫
婦
の
寝
室
＋
人
数
分
の
子
ど
も
部

屋
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
子
ど
も
部
屋
こ
そ
が
個

室
の
原
型
で
あ
る
と
、「
個
室
群
住
居
」
の
構
想
へ
と
つ
な
が
る
独

自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
黒
沢
が
、
近
代
住
居
に
対
す
る
機
能

主
義
的
な
思
考
を
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
通
常
、
近
代
住
居

で
は
、
住
ま
い
手
と
し
て
核
家
族
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
居

間
は
家
族
の
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
、
寝
室

は
家
族
の
メ
ン
バ
ー
が
寝
る
た
め
の
空
間
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
用

途
に
応
じ
て
、
各
空
間
を
単
一
の
機
能
に
還

元
す
る
機
能
主
義
的
な
思
考
を
、
黒
沢
は
問

題
視
し
て
い
た
。

　
加
え
て
、
黒
沢
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
単

な
る
機
能
主
義
批
判
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

近
代
住
居
の
な
か
で
、
子
ど
も
部
屋
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る

行
為
の
内
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
機
能
主
義
的
な
思
考

で
は
説
明
し
き
れ
な
い
多
機
能
空
間
と
な
っ
て
い
る
点
に
着
目
し

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
多
機
能
性
」
こ
そ
が
、
個
室
の

本
質
で
あ
り
、「
個
室
群
住
居
」
と
い
う
都
市
の
新
た
な
住
様
式
を

構
想
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
、
黒
沢
は
考
え

て
い
た
。

　
こ
う
し
た
機
能
主
義
批
判
を
通
し
て
、
黒
沢
が
空
間
の
「
多
機

能
性
」
と
い
う
論
点
を
提
起
し
た
の
は
、
1
9
6
0
年
代
後
半
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
な
が
ら
、
建
築

計
画
学
者
か
ら
も
空
間
の
「
多
機
能
性
」
と
い
う
論
点
が
、
住
ま

い
方
調
査
を
通
し
て
提
起
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
、
建
築
計

画
学
者
が
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
何
を
発
見
し
、
な
ぜ
多
機
能

性
と
い
う
論
点
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
こ
の
点
を
確
認
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
建
築
計
画
学
の
分
野
で
は
、
人
々
の
実
際
の
居
住
生

活
を
調
べ
る
た
め
に
、
住
ま
い
方
調
査
が
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ

る
西
山
夘
三
（
＊
4
）
は
、
大
阪
・
京
都
・

名
古
屋
の
三
大
都
市
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、

ど
ん
な
に
小
さ
な
住
ま
い
で
も
「
食
べ
る
と

こ
ろ
」
と
「
寝
る
と
こ
ろ
」
を
分
け
て
生
活

し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
発
見
す
る
。
そ
し

て
こ
れ
を
「
食
寝
分
離
」
と
名
づ
け
、
プ
ラ

ニ
ン
グ
の
基
本
に
据
え
る
必
要
性
を
説
い
た
。

　
ま
た
西
山
は
、
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
、
赤
ん
坊
が
就
寝
中

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
年
頃
の
男
女
が
一
緒
の
部
屋
で
就
寝
し

た
り
と
い
っ
た
、
当
時
の
「
過
密
就
寝
」
や
「
混
合
就
寝
」
と
い

う
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
住
居
の
計
画
を
す
る
際
に
は
、
食
寝
だ
け
で
な
く
就
寝
の

分
離
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
意
識
を
提
起
し
て

い
た
。

　
吉
武
泰
水
（
＊
5
）
研
究
室
で
は
、
こ
う
し
た
西
山
の
研
究
手

法
や
問
題
意
識
を
継
承
し
つ
つ
、
戦
後
の
庶
民
住
宅
を
対
象
に
食

　
し
か
し
、
鈴
木
成
文
（
＊
7
）
を
中
心
と
す
る
、
1
9
6
0
年

代
に
行
わ
れ
た
公
団
住
宅
の
住
ま
い
方
調
査
か
ら
、
人
々
の
実
際

の
居
住
生
活
は
、
設
計
者
の
想
定
と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
D
K
に
接
す
る
畳
の
部
屋
に
は
、
ソ
フ
ァ
や
テ
ー

ブ
ル
、
ピ
ア
ノ
や
飾
り
棚
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
な
ど
が
置
か
れ
、

D
K
と
の
あ
い
だ
の
襖
は
取
り
払
わ
れ
て
ワ
ン
ル
ー
ム
化
し
、
絨

毯
が
敷
か
れ
て
洋
風
居
間
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
の
よ
う
な
空
間

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
寝
室
分

解
」
は
思
い
の
ほ
か
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
間
取
り
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
生
活
実
践
の
結
果
と

し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
生
き
ら
れ

る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
が
、
住

ま
い
方
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
2
D
K
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
お

い
て
、
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

は
就
寝
分
離
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ま
り
、
人
々
の
住
ま
い
方
の
実
践
は
、
分

か
れ
て
寝
る
こ
と
よ
り
も
、
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
建
築
計
画
学
者
は
、
こ
の
新
た

な
空
間
―
―
D
K
と
そ
れ
に
接
す
る
畳
の
部
屋
を
ワ
ン
ル
ー
ム
化

し
て
生
み
出
さ
れ
た
L
D
K
的
な
空
間
―
―
の
本
質
を
、「
多
機
能

性
」
の
次
元
に
見
出
し
て
い
た
。

　
通
常
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
中
心
と
す
る
L
D
K
空
間
は
、
家

族
の
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
と
し
て
、
機
能
主
義
的
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
西
山
は
、
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
、

L
D
K
空
間
で
は
、
食
事
や
団
ら
ん
だ
け
で
は
な
く
、
社
交
や
娯

楽
な
ど
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
実
践
が
行
わ
れ
て
お
り
、
団
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住
居
―
―
崩
壊
す
る
近
代
家
族
と
建
築
的
課
題
』（
住
ま
い
の
図
書

館
出
版
局
）
な
ど
の
関
連
す
る
著
作
を
生
み
出
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
貫
く
の
は
、
近
代
住
居
の
一
般
的
な
考
え
方

に
対
す
る
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
家
族

と
住
ま
い
を
無
意
識
の
う
ち
に
結
び
つ
け
、
空
間
を
用
途
に
よ
っ

て
理
解
す
る
思
考
の
慣
性
、
そ
の
自
明
性
を
問
い
直
す
視
点
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
黒
沢
が
、
近
代
住
居
を
め
ぐ
っ

て
何
を
問
題
に
し
、
個
室
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た

の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
近
代
住
居
は
、「
居
間
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
＋
人
数
分
の
寝
室

（
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
）」と
い
う
空
間
構
成
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
う
し
た
機
能
主
義
的
な
理
解
の
仕
方
は
、「
寝
室
」
と

ひ
と
く
く
り
に
呼
ば
れ
る
空
間
の
質
的
差
異
を
見
落
と
し
て
い
る

と
、
黒
沢
は
指
摘
す
る
。
黒
沢
に
よ
れ
ば
、
近
代
住
居
に
お
い
て
、

寝
る
と
い
う
行
為
に
特
化
し
た
空
間
は
「
夫
婦
の
寝
室
」
の
み
で

あ
り
、「
子
ど
も
部
屋
」
は
単
な
る
寝
室
で
は
な
い
と
い
う
。

　
な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
部
屋
は
睡
眠
の
ほ
か
に
も
、
勉
強
し
た
り
、

　
個
室
と
は
何
か
。
そ
も
そ
も
、
個
室
と
は
誰
の
た
め
の
空
間
な

の
か
。

　
多
く
の
人
は
、
自
分
の
家
族
が
暮
ら
す
個
別
の
部
屋
の
こ
と
や
、

子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
な
ど
を
、
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
一
見
、
自
明
に
も
思
え
る
こ
れ
ら
の
問
い
に
対

し
、
や
や
特
異
な
か
た
ち
で
取
り
組
み
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
住

ま
い
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
た
建
築
家
が
い
た
。
黒
沢
隆（
＊
1
）

で
あ
る
。

　
な
ぜ
特
異
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
黒
沢
が
、
家
族
と
い
う
住
ま

い
手
を
前
提
と
せ
ず
に
、
個
室
を
基
盤
と
す
る
住
居
の
可
能
性
を

検
討
し
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
黒
沢
は

「
個
室
群
住
居
」と
呼
ば
れ
る
都
市
の
新
た
な
住
様
式
を
提
唱
し
、

「
ホ
シ
カ
ワ
・
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
ズ
」（
＊
2
）や
「
コ
ワ
ン
・
キ
・
ソ

ン
ヌ
」（
＊
3
）
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
建
築
、
お
よ
び
『
個
室
群

人
々
の
暮
ら
し
の
内
実
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
後
の
都

市
を
中
心
と
す
る
新
た
な
社
会
を
生
き
る
「
生
活
者
」
の
視
点
を

通
し
て
、
空
間
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
黒
沢
の
提
唱
し
た
「
個
室
群
住
居
」
と
い
う
住
様
式
は
、

都
市
の
ワ
ン
ル
ー
ム
・
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、
黒
沢
が
構
想
し
て
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
空
間

と
社
会
の
関
係
で
あ
り
、
単
な
る
物
理
的
な
建
造
物
で
は
な
か
っ

た
点
に
留
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
黒
沢
は
、
近
代
の
機
能
主
義
的
な

用
途
地
域
制
に
基
づ
く
都
市
の
住
様
式
で
は
な
く
、
複
合
用
途
と

稠
密
を
基
本
的
な
属
性
と
す
る
現
代
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
に
見
合
う
、

都
市
の
新
た
な
住
様
式
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
お
よ
そ
半
世
紀
の
時
を
経
て
、
私
た
ち
は
今
も
都
市
を
中
心
と

す
る
消
費
社
会
を
生
き
て
い
る
。
黒
沢
、
そ
し
て
建
築
計
画
学
者

の
軌
跡
を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
空
間
を
機
能
主
義
的
な
思

考
に
お
い
て
と
ら
え
る
陥
穽
か
ら
抜
け
出
し
、
社
会
と
の
関
係
に

お
い
て
と
ら
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
問
い
か

け
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
問
い
か
け
は
、
建
築
設
計
に
携
わ
る
一

部
の
人
間
だ
け
で
は
な
く
、「
生
活
者
」
と
し
て
の
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
も
等
し
く
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　
個
室
と
は
何
か
。
私
た
ち
の
時
代
の
想
像
力
／
創
造
力
が
問
わ

れ
て
い
る
。

ら
ん
と
い
う
ひ
と
つ
の
機
能
に
は
還
元
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
住
田
昌
二
（
＊
8
）
も
同
様
の
見
解

を
示
し
て
お
り
、
人
々
の
「
行
為
」
を
分
析
す
る
限
り
、
L
D
K

空
間
は
多
機
能
空
間
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
鈴
木
は
、

家
電
製
品
や
家
具
の
配
置
と
い
っ
た
「
し
つ
ら
え
」
を
分
析
し
、

L
D
K
空
間
は
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、

テ
レ
ビ
や
ソ
フ
ァ
な
ど
、
三
種
の
神
器
に
は
じ
ま
る
耐
久
消
費
財

を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
空
間
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
建
築
計
画
学
者
た
ち
の
指
摘
は
、
何
を
意
味
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
い
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
は
な
ぜ
、
多
機
能
性
と

い
う
論
点
を
提
起
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
当
時
の
高
度
経

済
成
長
を
背
景
と
す
る
都
市
化
や
産
業
化
と
い
っ
た
社
会
の
構
造

的
な
変
容
が
、
人
々
の
生
活
様
式
を
変
え
、
住
ま
い
方
を
変
え
た

こ
と
を
、
彼
ら
が
調
査
を
通
し
て
気
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
都
市
化
や
産
業
化
に
媒
介
さ
れ
た
大
衆
消
費
社
会
の
到

来
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、「
生
き
ら
れ
る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ

き
多
機
能
空
間
が
、
設
計
者
の
想
定
を
裏
切
っ
て
出
現
し
た
こ
と

を
、
彼
ら
は
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
黒
沢
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
建
築
計
画
学
者
が
空
間
の
「
多
機

能
性
」
に
着
目
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
黒
沢
が
子
ど
も
た
ち
の
実
際
の
生
活
の
あ
り
よ
う
に

着
目
し
た
よ
う
に
、
建
築
計
画
学
者
も
ま
た
、
こ
の
「
生
き
ら
れ

る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
で
行
わ
れ
て
い
た
、
人
々
の

具
体
的
な
生
活
実
践
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
は
、

生
活
者
の
視
点
と
「
多
機
能
性
」
の
提
起

ーーー                   　　
Yam

am
oto R

ina

人
々
は

間
取
り
に
は
な
か
っ
た

リ
ビ
ン
グ
的
な
空
間
を

生
活
の
実
践
か
ら

生
み
出
し
て
い
た
の
で
す
。

よ
し
た
け
・
や
す
み
／
建
築
学
者
。
1
9

1
6
年
大
分
県
生
ま
れ
。
39
年
東
京
帝
国

大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
集
合
住
宅

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ「
51
C
型
」の
提
唱
で
知

ら
れ
る
。
お
も
な
著
書
＝『
建
築
計
画
の
研

究
』（
鹿
島
出
版
会
）
な
ど
。
2
0
0
3
年

逝
去
。

＊
5

吉
武
泰
水

＊
6

1
9
5
1
年
に
全
国
の
公
営
住
宅
の
標
準

設
計
と
し
て
考
案
さ
れ
た
平
面
計
画
。
12

坪
と
い
う
狭
い
空
間
に「
食
寝
分
離
」と「
就

寝
分
離
」
を
同
時
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、二

部
屋
の
居
室
と
、
台
所
・
食
事
室
を
別
に

設
け
た
。

51
C

寝
関
係
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
西
山
と
同
様
に
「
食
寝
分
離
」
の
傾
向
を
確
認
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、「
寝
室
分
解
」
の
促
さ
れ
る
程
度
が
間
取
り
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
結

果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
公
営
住
宅
の
標
準
設
計
で
あ

る
「
51
C
」（
＊
6
）
と
い
う
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
51
C
」
と
い
う
プ
ラ
ン
は
、
庶
民
の
小
住
宅
と
し
て
考

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
12
坪
と
い
う
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
面
積

の
な
か
で
、
二
寝
室
を
確
保
し
、
そ
の
う
え
で
い
か
に
「
食
寝
分

離
」
と
「
就
寝
分
離
」
を
両
立
さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て

出
さ
れ
た
解
決
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
プ
ラ
ン
は
公
営
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
住
宅

公
社
や
住
宅
協
会
（
住
宅
供
給
公
社
の
前

身
）、さ
ら
に
日
本
住
宅
公
団
の
標
準
設
計
に

も
受
け
継
が
れ
、
公
共
住
宅
の
基
本
的
な

「
型
」と
し
て
大
都
市
を
中
心
に
全
国
で
普
及

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
、
公
団
住
宅
の
代
表
的
な
標
準
設
計

と
さ
れ
て
い
た
「
2
D
K
」
は
、「
51
C
」
の
考
え
方
を
ほ
ぼ
踏
襲

し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
、
食
事
の
で
き
る
少
し
広
め
の
台
所
と

し
て
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
」（
D
K
）
を
設
け
た
こ
と
、
畳

敷
き
の
和
室
の
あ
い
だ
に
壁
を
設
け
隔
離
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、「
食
寝
分
離
」
と「
就
寝
分
離
」

を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
日
中
の

リ
ビ
ン
グ
的
な
居
住
生
活
を
、
D
K
と
そ
れ
に
接
す
る
畳
の
部
屋

を
合
わ
せ
た
ス
ペ
ー
ス
で
行
い
、
夜
間
は
そ
の
畳
の
部
屋
を
再
度

使
用
し
、
ふ
た
つ
の
和
室
に
分
か
れ
て
就
寝
す
る
と
い
う
住
ま
い

方
を
、
設
計
者
の
側
は
想
定
し
て
い
た
。

友
と
語
り
あ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
が
行
わ
れ
て
お
り
、
寝

る
と
い
う
行
為
の
み
に
は
還
元
で
き
な
い
「
多
機
能
空
間
」
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
黒
沢
は
、
近
代
住
居
の
一
般

的
な
あ
り
方
は
、「
居
間
＋
夫
婦
の
寝
室
＋
人
数
分
の
子
ど
も
部

屋
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
子
ど
も
部
屋
こ
そ
が
個

室
の
原
型
で
あ
る
と
、「
個
室
群
住
居
」
の
構
想
へ
と
つ
な
が
る
独

自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
黒
沢
が
、
近
代
住
居
に
対
す
る
機
能

主
義
的
な
思
考
を
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
通
常
、
近
代
住
居

で
は
、
住
ま
い
手
と
し
て
核
家
族
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
居

間
は
家
族
の
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
、
寝
室

は
家
族
の
メ
ン
バ
ー
が
寝
る
た
め
の
空
間
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
用

途
に
応
じ
て
、
各
空
間
を
単
一
の
機
能
に
還

元
す
る
機
能
主
義
的
な
思
考
を
、
黒
沢
は
問

題
視
し
て
い
た
。

　
加
え
て
、
黒
沢
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
単

な
る
機
能
主
義
批
判
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

近
代
住
居
の
な
か
で
、
子
ど
も
部
屋
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る

行
為
の
内
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
機
能
主
義
的
な
思
考

で
は
説
明
し
き
れ
な
い
多
機
能
空
間
と
な
っ
て
い
る
点
に
着
目
し

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
多
機
能
性
」
こ
そ
が
、
個
室
の

本
質
で
あ
り
、「
個
室
群
住
居
」
と
い
う
都
市
の
新
た
な
住
様
式
を

構
想
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
、
黒
沢
は
考
え

て
い
た
。

　
こ
う
し
た
機
能
主
義
批
判
を
通
し
て
、
黒
沢
が
空
間
の
「
多
機

能
性
」
と
い
う
論
点
を
提
起
し
た
の
は
、
1
9
6
0
年
代
後
半
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
な
が
ら
、
建
築

計
画
学
者
か
ら
も
空
間
の
「
多
機
能
性
」
と
い
う
論
点
が
、
住
ま

い
方
調
査
を
通
し
て
提
起
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
、
建
築
計

画
学
者
が
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
何
を
発
見
し
、
な
ぜ
多
機
能

性
と
い
う
論
点
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
こ
の
点
を
確
認
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
建
築
計
画
学
の
分
野
で
は
、
人
々
の
実
際
の
居
住
生

活
を
調
べ
る
た
め
に
、
住
ま
い
方
調
査
が
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ

る
西
山
夘
三
（
＊
4
）
は
、
大
阪
・
京
都
・

名
古
屋
の
三
大
都
市
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、

ど
ん
な
に
小
さ
な
住
ま
い
で
も
「
食
べ
る
と

こ
ろ
」
と
「
寝
る
と
こ
ろ
」
を
分
け
て
生
活

し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
発
見
す
る
。
そ
し

て
こ
れ
を
「
食
寝
分
離
」
と
名
づ
け
、
プ
ラ

ニ
ン
グ
の
基
本
に
据
え
る
必
要
性
を
説
い
た
。

　
ま
た
西
山
は
、
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
、
赤
ん
坊
が
就
寝
中

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
年
頃
の
男
女
が
一
緒
の
部
屋
で
就
寝
し

た
り
と
い
っ
た
、
当
時
の
「
過
密
就
寝
」
や
「
混
合
就
寝
」
と
い

う
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
住
居
の
計
画
を
す
る
際
に
は
、
食
寝
だ
け
で
な
く
就
寝
の

分
離
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
意
識
を
提
起
し
て

い
た
。

　
吉
武
泰
水
（
＊
5
）
研
究
室
で
は
、
こ
う
し
た
西
山
の
研
究
手

法
や
問
題
意
識
を
継
承
し
つ
つ
、
戦
後
の
庶
民
住
宅
を
対
象
に
食

　
し
か
し
、
鈴
木
成
文
（
＊
7
）
を
中
心
と
す
る
、
1
9
6
0
年

代
に
行
わ
れ
た
公
団
住
宅
の
住
ま
い
方
調
査
か
ら
、
人
々
の
実
際

の
居
住
生
活
は
、
設
計
者
の
想
定
と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
D
K
に
接
す
る
畳
の
部
屋
に
は
、
ソ
フ
ァ
や
テ
ー

ブ
ル
、
ピ
ア
ノ
や
飾
り
棚
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
な
ど
が
置
か
れ
、

D
K
と
の
あ
い
だ
の
襖
は
取
り
払
わ
れ
て
ワ
ン
ル
ー
ム
化
し
、
絨

毯
が
敷
か
れ
て
洋
風
居
間
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
の
よ
う
な
空
間

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
寝
室
分

解
」
は
思
い
の
ほ
か
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
間
取
り
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
生
活
実
践
の
結
果
と

し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
生
き
ら
れ

る
L
D
K
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
が
、
住

ま
い
方
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
2
D
K
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
お

い
て
、
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

は
就
寝
分
離
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ま
り
、
人
々
の
住
ま
い
方
の
実
践
は
、
分

か
れ
て
寝
る
こ
と
よ
り
も
、
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
建
築
計
画
学
者
は
、
こ
の
新
た

な
空
間
―
―
D
K
と
そ
れ
に
接
す
る
畳
の
部
屋
を
ワ
ン
ル
ー
ム
化

し
て
生
み
出
さ
れ
た
L
D
K
的
な
空
間
―
―
の
本
質
を
、「
多
機
能

性
」
の
次
元
に
見
出
し
て
い
た
。

　
通
常
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
中
心
と
す
る
L
D
K
空
間
は
、
家

族
の
団
ら
ん
の
た
め
の
空
間
と
し
て
、
機
能
主
義
的
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
西
山
は
、
住
ま
い
方
調
査
を
通
し
て
、

L
D
K
空
間
で
は
、
食
事
や
団
ら
ん
だ
け
で
は
な
く
、
社
交
や
娯

楽
な
ど
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
実
践
が
行
わ
れ
て
お
り
、
団
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Profile

や
ま
も
と
・
り
な

社
会
学
者
。東
京
大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科
国
際
社
会
科
学
専

攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。博

士（
学
術
・
東
京
大
学
）。成
城
大
学

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
学
部
准
教
授
。

現
代
社
会
論
、都
市
の
住
生
活
・
居

住
政
策
、女
性
・
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。主

著
に『
マ
イ
ホ
ー
ム
神
話
の
生
成
と

臨
界
―
―
住
宅
社
会
学
の
試
み
』

（
岩
波
書
店
）が
あ
る
。

山
本
理
奈Yamamoto Rina

居室

居室

バルコニー台所・食事室

公営住宅標準設計51C型

こ
れ
か
ら
の
「
個
室
」
へ

す
ず
き
・
し
げ
ぶ
み
／
建
築
学
者
。
1
9

2
7
年
東
京
都
生
ま
れ
。
50
年
東
京
大
学

第
一
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
55
年
東
京

大
学
大
学
院
修
了
。
吉
武
泰
水
の
も
と
で

建
築
計
画
学
を
研
究
し
「
51
C
型
」の
公

営
住
宅
の
原
型
を
提
案
し
た
。
お
も
な
著

書
＝『
五
一
C
白
書
　
私
の
建
築
計
画
学
戦

後
史
』（
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
）
な
ど
。

2
0
1
0
年
逝
去
。

＊
7

鈴
木
成
文

す
み
た
・
し
ょ
う
じ
／
建
築
学
者
。
1
9

3
3
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
62
年
京
都
大
学

大
学
院
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
西
山
夘
三
の
も
と
で
住
宅
計
画
・

住
宅
政
策
を
研
究
し
た
。
お
も
な
著
書
＝

『
現
代
日
本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
史
　
1
9
1
4
〜

2
0
0
6
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
な
ど
。

＊
8

住
田
昌
二

ち
ゅ
う
み
つ

か
ん 

せ
い



　
私
の
ル
ー
ム
な
ど
は
「
赤
ず
き
ん
」
だ
か
ら
、
ベ
ッ
ド
の
す
ぐ
脇

の
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
に
お
ば
あ
さ
ん
に
扮
し
た
狼
が
寝
て
い
る
イ
ラ
ス

ト
と
い
う
か
模
様
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
枕
の
半
分
も
あ
る
大
き
さ
な

の
で
、
ぼ
ん
や
り
と
目
を
覚
ま
す
と
ド
キ
リ
と
す
る
。

「
こ
の
狼
、
お
腹
に
入
っ
て
い
る
の
は
お
ば
あ
さ
ん
か
な
、
そ
れ
と

も
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
と
ふ
た
り
か
な
」
な
ど
と
思
わ
ず
見
て
し
ま
う
。

し
か
し
こ
れ
は
い
か
が
な
も
の
か
。
日
本
の
ホ
テ
ル
な
ら
ゼ
ッ
タ
イ

N
G
だ
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
フ
ロ
ア
も
あ
る
。
グ
リ
ム
童
話
に

は
ヒ
ト
を
食
べ
る
と
か
、
復
讐
す
る
と
か
ど
こ
か
残
酷
な
と
こ
ろ
が

あ
る
か
ら
、
ホ
テ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
・
モ
チ
ー
フ
に
す

る
に
は
難
し
い
と
思
う
。
そ
う
思
い
ま
せ
ん
?

　
バ
ス
ル
ー
ム
。
洗
面
台
ま
わ
り
の
設
計
を
す
る
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
、
拡
大
鏡
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
が
雑
然
と
し
て
整
理
で
き
な

い
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
ア
ル
ミ
の
ボ
ッ
ク
ス
を
ミ
ラ
ー
に
取
り
付

け
て
そ
れ
ら
を
う
ま
く
ま
と
め
て
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
は
有
効
利
用

さ
れ
、
自
分
で
持
ち
込
ん
だ
化
粧
品
も
並
べ
ら
れ
る
。
タ
オ
ル
は
下

段
に
た
た
ん
で
あ
る
。
さ
ほ
ど
広
く
な
い
バ
ス
ル
ー
ム
の
カ
ウ
ン
タ

ー
で
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
街
を
歩
き
ま
わ
る
と
、
忘

れ
ら
れ
た
よ
う
な
建
物
に
出
く
わ
す
こ
と
も
あ

る
。

　
前
の
大
戦
で
日
本
が
無
条
件
降
伏
を
受
諾
し
た「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」

は
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
30
㎞
ほ
ど
の
ポ
ツ
ダ
ム
市
ツ
ェ
ツ
ィ
リ
エ
ン
ホ

ー
フ
宮
殿
で
行
わ
れ
た
会
談
で
採
択
さ
れ
た
。

　
市
内
に
は
も
う
ひ
と
つ
夏
の
離
宮
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
時
代

に
建
て
ら
れ
た
ロ
コ
コ
建
築
の
サ
ン
ス
ー
シ
と
い
う
宮
殿
も
あ
り
、

こ
こ
は
宮
殿
前
の
丘
と
一
体
化
し
た
段
状
テ
ラ
ス
に
ブ
ド
ウ
の
木
や

格
子
付
き
の
窓
が
並
ん
で
な
か
な
か
美
し
い
。

　
ベ
ル
リ
ン
の
中
心
部
に
は
そ
の
街
の
名
を
冠
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
門
が

あ
っ
た
。
1
9
8
9
年
に
は
広
場
を
分
断
し
て
い
た
「
ベ
ル
リ
ン
の

壁
」
が
崩
壊
し
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ヤ
ー
ン
（
＊
1
）
設
計
の
「
ソ
ニ

ー
セ
ン
タ
ー
」（
2
0
0
4
）
な
ど
が
で
き
た
。
近
く
に
は
ハ
ン
ス
・

シ
ャ
ロ
ウ
ン
（
＊
2
）
設
計
の「
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

（
1
9
6
3
）も
健
在
。
あ
の
独
特
な
ワ
イ
ン
ヤ
ー
ド
型
の
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
は
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　
そ
の
近
く
、
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
西
の
絵
画
館
。
元
王
宮
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
い
う
収
蔵
品
に
は
恐
れ
入
っ
た
。
ク
ラ
ー
ナ
ハ
、
デ
ュ
ー
ラ

ー
、
カ
ラ
バ
ッ
ジ
オ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
な
ど
巨
匠

の
名
作
が
ひ
し
め
い
て
い
て
見
応
え
が
あ
る
。

　
こ
の
中
級
ホ
テ
ル
は
そ
の
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
か

ら
至
近
。
2
0
1
5
年
の
開
業
。

　
グ
リ
ム
ス
と
は
な
ん
の
こ
と
か
と
思
っ
て
い

た
ら
、
グ
リ
ム
兄
弟
（
＊
3
）
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
も
「
カ
エ

ル
の
王
様
」。

　
子
ど
も
向
き
の
ホ
テ
ル
で
は
な
い
の
だ
が
、

全
館
グ
リ
ム
童
話
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
埋
め
尽

く
さ
れ
て
い
る
。
客
室
階
も
各
階
で
お
話
の
テ

ー
マ
を
変
え
て
い
て
、
廊
下
と
部
屋
の
壁
紙
、

廊
下
の
横
長
照
明
、
洋
服
掛
け
の
フ
ッ
ク
な
ど

は
童
話
の
モ
チ
ー
フ
。
な
る
ほ
ど
さ
り
げ
な
く

て
な
か
な
か
か
わ
い
い
。
フ
ロ
ア
を
間
違
え
に

く
い
か
も
し
れ
な
い
。

＊
1
　
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ヤ
ー
ン（
1
9
4
0
〜
2
0
2
1
）：

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
。「
イ
リ
ノ
イ
州
セ

ン
タ
ー
」（
85
）、「
東
京
駅
八
重
洲
口
グ
ラ
ン
ル
ー
フ
」

（
2
0
1
3
）な
ど
を
設
計
。

＊
2
　
ハ
ン
ス
・
シ
ャ
ロ
ウ
ン（
1
8
9
3
〜
1
9
7
2
）：

ド
イ
ツ
の
建
築
家
。
作
品
に
「
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
」（
63
）、「
シ
ュ
ミ
ン
ケ
邸
」（
33
）
な
ど
。
戦
時
中

も
ド
イ
ツ
に
と
ど
ま
っ
た
。

＊
3
　
グ
リ
ム
兄
弟
：
19
世
紀
に
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
た
言

語
学
者
・
文
献
学
者
・
民
話
収
集
家
・
文
学
者
の
兄
弟
。

各
地
で
収
集
し
た
童
話
、
民
話
を
編
集
し
た
。
代
表
的
な

も
の
に
「
赤
ず
き
ん
」「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」「
白

雪
姫
」「
カ
エ
ル
の
王
様
」「
灰
か
ぶ
り
（
シ
ン
デ
レ
ラ
）」

な
ど
が
あ
る
。

童
話
を
デ
ザ
イ
ン
の
モ
チ
ー
フ
に

第114回
旅のバスルーム

浦 一也
グリムス・ポツダム・プラッツ

文・スケッチ

ドイツ・ベルリン

Grimm’s Potsdamer Platz
Add／Flottwellstraße 45, 10785 Berlin, Germany
TEL／+49 (0) 30 25 800 8-0
URL／www.grimms-hotel.de

バスルームの備品を
うまくまとめた

アルミのボックス。

市
内
の
古
い
建
物
。

「
伯
林
（
ベ
ル
リ
ン
）」
と

綴
り
た
く
な
る
。

き
の
こ
の
フ
ッ
ク
に

掛
け
ら
れ
た

ド
ン
デ
ィ
ス
・
カ
ー
ド
。

m
y castle!

う
ら
・
か
ず
や
／
建
築

家
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
1
9
4
7
年

北
海
道
生
ま
れ
。
70
年

東
京
藝
術
大
学
美
術
学

部
工
芸
科
卒
業
。
72
年

同
大
学
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。
同
年
日
建
設

計
入
社
。
99
〜
2
0
1

2
年
日
建
ス
ペ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
。

現
在
、
浦
一
也
デ
ザ
イ

ン
研
究
室
主
宰
。
著
書

に
『
旅
は
ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
』（
東
京
書
籍
・
光
文

社
）、『
測
っ
て
描
く
旅
』

（
彰
国
社
）、『
旅
は
ゲ
ス

ト
ル
ー
ム
Ⅱ
』（
光
文
社
）

が
あ
る
。
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私
の
ル
ー
ム
な
ど
は
「
赤
ず
き
ん
」
だ
か
ら
、
ベ
ッ
ド
の
す
ぐ
脇

の
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
に
お
ば
あ
さ
ん
に
扮
し
た
狼
が
寝
て
い
る
イ
ラ
ス

ト
と
い
う
か
模
様
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
枕
の
半
分
も
あ
る
大
き
さ
な

の
で
、
ぼ
ん
や
り
と
目
を
覚
ま
す
と
ド
キ
リ
と
す
る
。

「
こ
の
狼
、
お
腹
に
入
っ
て
い
る
の
は
お
ば
あ
さ
ん
か
な
、
そ
れ
と

も
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
と
ふ
た
り
か
な
」
な
ど
と
思
わ
ず
見
て
し
ま
う
。

し
か
し
こ
れ
は
い
か
が
な
も
の
か
。
日
本
の
ホ
テ
ル
な
ら
ゼ
ッ
タ
イ

N
G
だ
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
フ
ロ
ア
も
あ
る
。
グ
リ
ム
童
話
に

は
ヒ
ト
を
食
べ
る
と
か
、
復
讐
す
る
と
か
ど
こ
か
残
酷
な
と
こ
ろ
が

あ
る
か
ら
、
ホ
テ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
・
モ
チ
ー
フ
に
す

る
に
は
難
し
い
と
思
う
。
そ
う
思
い
ま
せ
ん
?

　
バ
ス
ル
ー
ム
。
洗
面
台
ま
わ
り
の
設
計
を
す
る
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
、
拡
大
鏡
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
が
雑
然
と
し
て
整
理
で
き
な

い
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
ア
ル
ミ
の
ボ
ッ
ク
ス
を
ミ
ラ
ー
に
取
り
付

け
て
そ
れ
ら
を
う
ま
く
ま
と
め
て
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
は
有
効
利
用

さ
れ
、
自
分
で
持
ち
込
ん
だ
化
粧
品
も
並
べ
ら
れ
る
。
タ
オ
ル
は
下

段
に
た
た
ん
で
あ
る
。
さ
ほ
ど
広
く
な
い
バ
ス
ル
ー
ム
の
カ
ウ
ン
タ

ー
で
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
街
を
歩
き
ま
わ
る
と
、
忘

れ
ら
れ
た
よ
う
な
建
物
に
出
く
わ
す
こ
と
も
あ

る
。

　
前
の
大
戦
で
日
本
が
無
条
件
降
伏
を
受
諾
し
た「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」

は
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
30
㎞
ほ
ど
の
ポ
ツ
ダ
ム
市
ツ
ェ
ツ
ィ
リ
エ
ン
ホ

ー
フ
宮
殿
で
行
わ
れ
た
会
談
で
採
択
さ
れ
た
。

　
市
内
に
は
も
う
ひ
と
つ
夏
の
離
宮
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
時
代

に
建
て
ら
れ
た
ロ
コ
コ
建
築
の
サ
ン
ス
ー
シ
と
い
う
宮
殿
も
あ
り
、

こ
こ
は
宮
殿
前
の
丘
と
一
体
化
し
た
段
状
テ
ラ
ス
に
ブ
ド
ウ
の
木
や

格
子
付
き
の
窓
が
並
ん
で
な
か
な
か
美
し
い
。

　
ベ
ル
リ
ン
の
中
心
部
に
は
そ
の
街
の
名
を
冠
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
門
が

あ
っ
た
。
1
9
8
9
年
に
は
広
場
を
分
断
し
て
い
た
「
ベ
ル
リ
ン
の

壁
」
が
崩
壊
し
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ヤ
ー
ン
（
＊
1
）
設
計
の
「
ソ
ニ

ー
セ
ン
タ
ー
」（
2
0
0
4
）
な
ど
が
で
き
た
。
近
く
に
は
ハ
ン
ス
・

シ
ャ
ロ
ウ
ン
（
＊
2
）
設
計
の「
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

（
1
9
6
3
）も
健
在
。
あ
の
独
特
な
ワ
イ
ン
ヤ
ー
ド
型
の
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
は
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　
そ
の
近
く
、
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
西
の
絵
画
館
。
元
王
宮
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
い
う
収
蔵
品
に
は
恐
れ
入
っ
た
。
ク
ラ
ー
ナ
ハ
、
デ
ュ
ー
ラ

ー
、
カ
ラ
バ
ッ
ジ
オ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
な
ど
巨
匠

の
名
作
が
ひ
し
め
い
て
い
て
見
応
え
が
あ
る
。

　
こ
の
中
級
ホ
テ
ル
は
そ
の
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
か

ら
至
近
。
2
0
1
5
年
の
開
業
。

　
グ
リ
ム
ス
と
は
な
ん
の
こ
と
か
と
思
っ
て
い

た
ら
、
グ
リ
ム
兄
弟
（
＊
3
）
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
も
「
カ
エ

ル
の
王
様
」。

　
子
ど
も
向
き
の
ホ
テ
ル
で
は
な
い
の
だ
が
、

全
館
グ
リ
ム
童
話
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
埋
め
尽

く
さ
れ
て
い
る
。
客
室
階
も
各
階
で
お
話
の
テ

ー
マ
を
変
え
て
い
て
、
廊
下
と
部
屋
の
壁
紙
、

廊
下
の
横
長
照
明
、
洋
服
掛
け
の
フ
ッ
ク
な
ど

は
童
話
の
モ
チ
ー
フ
。
な
る
ほ
ど
さ
り
げ
な
く

て
な
か
な
か
か
わ
い
い
。
フ
ロ
ア
を
間
違
え
に

く
い
か
も
し
れ
な
い
。

＊
1
　
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ヤ
ー
ン（
1
9
4
0
〜
2
0
2
1
）：

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
。「
イ
リ
ノ
イ
州
セ

ン
タ
ー
」（
85
）、「
東
京
駅
八
重
洲
口
グ
ラ
ン
ル
ー
フ
」

（
2
0
1
3
）な
ど
を
設
計
。

＊
2
　
ハ
ン
ス
・
シ
ャ
ロ
ウ
ン（
1
8
9
3
〜
1
9
7
2
）：

ド
イ
ツ
の
建
築
家
。
作
品
に
「
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
」（
63
）、「
シ
ュ
ミ
ン
ケ
邸
」（
33
）
な
ど
。
戦
時
中

も
ド
イ
ツ
に
と
ど
ま
っ
た
。

＊
3
　
グ
リ
ム
兄
弟
：
19
世
紀
に
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
た
言

語
学
者
・
文
献
学
者
・
民
話
収
集
家
・
文
学
者
の
兄
弟
。

各
地
で
収
集
し
た
童
話
、
民
話
を
編
集
し
た
。
代
表
的
な

も
の
に
「
赤
ず
き
ん
」「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」「
白

雪
姫
」「
カ
エ
ル
の
王
様
」「
灰
か
ぶ
り
（
シ
ン
デ
レ
ラ
）」

な
ど
が
あ
る
。

童
話
を
デ
ザ
イ
ン
の
モ
チ
ー
フ
に

第114回
旅のバスルーム

浦 一也
グリムス・ポツダム・プラッツ

文・スケッチ

ドイツ・ベルリン

Grimm’s Potsdamer Platz
Add／Flottwellstraße 45, 10785 Berlin, Germany
TEL／+49 (0) 30 25 800 8-0
URL／www.grimms-hotel.de

バスルームの備品を
うまくまとめた

アルミのボックス。

市
内
の
古
い
建
物
。

「
伯
林
（
ベ
ル
リ
ン
）」
と

綴
り
た
く
な
る
。

き
の
こ
の
フ
ッ
ク
に

掛
け
ら
れ
た

ド
ン
デ
ィ
ス
・
カ
ー
ド
。

m
y castle!

う
ら
・
か
ず
や
／
建
築

家
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
1
9
4
7
年

北
海
道
生
ま
れ
。
70
年

東
京
藝
術
大
学
美
術
学

部
工
芸
科
卒
業
。
72
年

同
大
学
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。
同
年
日
建
設

計
入
社
。
99
〜
2
0
1

2
年
日
建
ス
ペ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
。

現
在
、
浦
一
也
デ
ザ
イ

ン
研
究
室
主
宰
。
著
書

に
『
旅
は
ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
』（
東
京
書
籍
・
光
文

社
）、『
測
っ
て
描
く
旅
』

（
彰
国
社
）、『
旅
は
ゲ
ス

ト
ル
ー
ム
Ⅱ
』（
光
文
社
）

が
あ
る
。
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ー
モ
ン
ド
の
木
造
は
、
日

本
の
建
築
家
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
が
、
な
か
で
も
戦
後
の
昭
和
26

（
1
9
5
1
）年
に
つ
く
ら
れ
た
麻
布

笄
町
の
自
邸
兼
事
務
所
は
、
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
波
紋
を
周
辺
に
お
よ
ぼ

し
て
い
る
。
自
邸
と
事
務
所
が
隣
り

合
う
施
設
だ
か
ら
関
係
者
し
か
入
ら

な
い
し
、
も
し
普
通
の
人
が
入
っ
て

も
丸
太
造
り
の
仮
設
建
物
に
し
か
思

え
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
専

門
家
が
見
る
と
、
誰
で
も
ほ
し
く
な

る
よ
う
な
質
を
秘
め
て
い
た
。

　
ほ
し
い
と
思
い
、
手
に
入
れ
た
人

が
少
な
く
と
も
3
人
は
い
る
。
ま
ず

高
崎
の
建
設
会
社
オ
ー
ナ
ー
に
し
て

地
元
文
化
の
パ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
井
上

房
一
郎
が
、
で
き
た
ば
か
り
の
レ
ー

モ
ン
ド
邸
を
訪
れ
て
感
動
し
、
図
面

を
貸
し
て
も
ら
い
、
大
工
を
麻
布
に

差
し
向
け
て
詳
細
を
調
べ
、
昭
和
27

（
1
9
5
2
）年
、
そ
の
ま
ま
高
崎
の

自
邸
と
し
て
実
現
し
て
い
る
。

　
次
は
建
築
家
の
津
端
修
一
で
、
大

学
卒
業
後
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
レ

ー
モ
ン
ド
事
務
所
で
働
き
、
そ
の
後
、

住
宅
公
団
に
移
り
、
さ
ら
に
愛
知
県

高
蔵
寺
に
自
邸
を
建
て
る
に
あ
た
り

そ
っ
く
り
写
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
、
設
計
者
不
明
な
れ
ど
、
レ
ー
モ

ン
ド
邸
木
造
を
使
っ
た
家
を
、
代
官

山
で
見
か
け
た
が
、
今
は
取
り
壊
さ

れ
て
な
い
。

　
津
端
邸
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
2
0

1
3
年
春
号
で
取
り
上
げ
、
今
回
は

井
上
邸
を
訪
れ
た
。
か
つ
て
高
崎
時

代
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
井
上
さ
ん
に

現
代

住
宅

併
走

レ

3

4

に
あ
り
、
火
の
ま
わ
り
に
人
が
集
っ

て
内
部
空
間
が
生
ま
れ
、
そ
の
火
と

人
か
ら
な
る
内
部
を
守
る
た
め
に
住

宅
が
必
要
に
な
っ
た
、
と
考
え
て
い

る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
住
宅
へ
の
火
の
投

入
は
、
ラ
イ
ト
に
始
ま
り
、
レ
ー
モ

ン
ド
が
続
き
、
吉
村
順
三
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

　
日
本
に
は
木
造
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い

う
す
ぐ
れ
た
一
群
が
あ
り
、
藤
井
厚

二
を
ス
タ
ー
ト
点
と
し
て
、
レ
ー
モ

ン
ド
、
前
川
國
男
、
丹
下
健
三
、
吉

村
順
三
、
増
沢
洵
、
彼
ら
の
木
造
建

築
が
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
連
綿

と
続
き
、
そ
の
な
か
の
最
重
要
作
は

レ
ー
モ
ン
ド
の
昭
和
8（
1
9
3
3
）

年
の
「
軽
井
沢
夏
の
家
」
と
み
な
し

て
き
た
。
こ
の
判
断
は
ま
ち
が
っ
て

い
な
い
が
、
こ
の
た
び
こ
の
作
品
を

探
訪
し
て
、
18
年
後
の
戦
後
の
挟
み

梁
の「
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所
兼
自
邸
」

（
51
）も
、〝
最
〞
は
付
か
な
い
に
し
て

も
重
要
作
品
と
確
信
し
た
。
建
築
の

わ
か
る
人
な
ら
誰
で
も
ほ
し
く
な
る

よ
う
な
住
宅
な
ん
て
め
っ
た
に
あ
り

は
し
な
い
。

聞
い
た
折
、
家
も
見
て
い
る
が
、
ち

ゃ
ん
と
探
訪
す
る
の
は
初
め
て
。

　
案
内
し
て
く
れ
た
高
崎
市
美
術
館

館
長
の
塚
越
潤
さ
ん
に
よ
る
と
、
高

校
時
代
、
美
術
の
時
間
に
み
な
で
キ

ャ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
先

生
が
い
る
の
に
突
然
、
見
知
ら
ぬ
お

と
な
が
入
っ
て
き
て
描
き
方
の
指
導

を
す
る
の
で
面
食
ら
っ
た
、
と
い
う
。

そ
れ
が
、
絵
描
き
を
目
指
し
て
パ
リ

に
1
9
2
3
年
、
留
学
し
な
が
ら
、

帰
国
後
は
家
業
を
継
い
だ
井
上
房
一

郎
だ
っ
た
。

　
高
崎
時
代
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
井

上
さ
ん
は
、「
頼
ま
れ
て
タ
ウ
ト
の
支

援
は
し
た
が
、
建
築
家
と
し
て
の
タ

ウ
ト
に
興
味
は
な
く
、
パ
リ
留
学
時

に
そ
の
活
動
を
知
っ
た
ル
・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
。
井
上
が
戦
後
す

ぐ
レ
ー
モ
ン
ド
を
評
価
し
、
高
崎
の

文
化
施
設
を
ま
か
せ
た
の
も
、
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
レ
ー
モ
ン
ド
の
建

築
は
ひ
と
つ
の
流
れ
に
属
す
る
か
ら

だ
。

　
さ
て
、
久
し
ぶ
り
の
井
上
邸
で
あ

る
。

　
こ
れ
だ
け
空
間
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
る
の
に
、
軽
や
か
に
感
じ
る
の
は
、

構
造
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨

で
は
な
く
木
造
の
お
か
げ
だ
が
、
し

か
し
も
し
同
じ
木
造
で
も
角
材
を
使

っ
た
木
造
な
ら
も
っ
と
重
く
な
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
杉
丸
太
の
効
果
に

加
え
、
半
割
の
杉
丸
太
の
投
入
が
そ

の
効
果
を
極
限
ま
で
高
め
て
い
る
。

半
割
は
丸
太
よ
り
細
い
し
、
丸
太
を

半
割
で
挟
む
こ
と
で
、
細
い
が
し
か

し
強
靱
な
視
覚
的
印
象
が
生
ま
れ
る
。

　
か
ね
て
、
レ
ー
モ
ン
ド
に
想
い
を

寄
せ
る
建
築
家
の
あ
い
だ
で
、
半
割

杉
丸
太
に
よ
る
〝
挟
み
梁
〞
が
レ
ー

モ
ン
ド
の
創
出
な
の
か
ど
う
か
が
話

題
に
な
っ
て
き
た
。
近
年
、
東
洋
大

学
の
内
田
祥
士
教
授
の
研
究
に
よ
り
、

日
本
の
仮
設
用
構
造
と
し
て
昔
か
ら

あ
り
、
建
築
家
で
は
武
田
五
一
が
注

目
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
武
田
は
、
モ
ダ
ン
な
設
計

活
動
の
か
た
わ
ら
伝
統
的
社
寺
の
設

計
や
法
隆
寺
の
改
修
な
ど
も
手
が
け

て
い
る
か
ら
、
そ
う
し
た
な
か
で
見

知
っ
た
の
だ
ろ
う
。

来
は
日
本
の
伝
統
的
な
建

設
足
場
や
仮
設
建
物
と
し

て
も
、
そ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
木
造
教
会
の
架
構
に
想
を
得
て

山
形
に
組
み
立
て
、
大
き
な
空
間
を

生
み
、
モ
ダ
ン
に
仕
立
て
あ
げ
た
の

は
レ
ー
モ
ン
ド
な
ら
で
は
の
独
創
と

評
し
て
い
い
。

　
こ
の
構
造
の
生
む
空
間
的
効
果
を

よ
り
高
め
て
い
る
の
は
床
の
造
り
で

あ
る
こ
と
に
、
こ
の
た
び
、
初
め
て

気
づ
い
た
。
も
し
、
普
通
の
日
本
の

木
造
の
よ
う
に
玄
関
の
と
こ
ろ
で
一

段
上
が
り
、
床
を
張
っ
て
い
た
ら
、

こ
う
伸
び
や
か
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
ろ
う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
と

し
、
今
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
張
っ
て
い

る
。

　
木
造
の
小
屋
組
は
ど
う
し
て
土
間

と
よ
く
合
う
ん
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ

と
に
初
め
て
気
づ
い
た
の
は
、
伊
豆

の
巨
大
民
家「
江
川
太
郎
左
衛
門
邸
」

（
1
6
0
0
年
頃
）を
訪
れ
、
土
間
に

由

一
歩
入
り
、
森
を
下
か
ら
見
上
げ
た

と
き
の
よ
う
に
材
が
茂
る
小
屋
組
に

接
し
た
と
き
だ
が
、
今
こ
う
あ
ら
た

め
て
考
え
る
と
、
上
方
の
木
と
下
の

土
が
、
自
然
界
の
森
の
中
で
の
よ
う

に
共
鳴
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

も
し
、
普
通
の
民
家
の
よ
う
に
小
屋

組
が
太
く
か
つ
黒
ず
ん
で
い
れ
ば
、

上
の
木
と
下
の
土
の
共
鳴
は
、
重
く

暗
い
方
向
へ
と
向
か
う
が
、
杉
丸
太
、

そ
れ
も
磨
い
た
杉
丸
太
の
小
屋
組
は

「
重
く
暗
い
」の
反
対
の
「
軽
く
明
る

い
」
へ
と
反
転
し
、
モ
ダ
ン
な
空
間

が
生
ま
れ
た
。
な
お
、
レ
ー
モ
ン
ド

自
邸
の
普
通
の
杉
丸
太
に
〝
磨
き
〞

の
加
工
を
加
え
た
の
は
井
上
で
、
い

い
判
断
と
思
う
。

う
ひ
と
つ
、
効
果
を
あ
げ

て
い
る
の
は
障
子
。
レ
ー

モ
ン
ド
は
、
障
子
の
よ
う

な
伝
統
の
木
造
建
築
の
な
か
の
モ
ダ

ン
な
要
素
を
日
本
人
に
教
え
た
の
は

自
分
だ
、
と
し
ば
し
ば
述
べ
て
い
た

ら
し
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
吉
村

順
三
は
、「
障
子
な
ど
、
い
く
つ
も
私

が
レ
ー
モ
ン
ド
に
そ
の
よ
さ
を
教

え
た
」
と
私
に
語
っ
て
い
る
。
レ
ー

モ
ン
ド
が
障
子
に
認
め
た
の
は
、〝
淡

い
光
を
放
つ
四
角
く
て
薄
い
面
〞
と

い
う
障
子
だ
け
が
も
つ
モ
ダ
ン
な
特

質
で
あ
っ
て
、
決
し
て
日
本
の
伝
統

だ
か
ら
取
り
込
み
た
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

よ
う
。

　
写
真
を
ザ
ッ
と
眺
め
て
い
る
と
気

づ
か
な
い
が
、
部
屋
の
中
心
の
暖
炉

も
見
落
と
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
近
年
、
私
は
、
住
宅
の
起
源
は
火

2

丸
太
の
架
構
に
は

〝
土
間
〞
が
よ
く
似

合
う
。
障
子
の
効
果

に
も
注
目
。

3
／
す
っ
と
連
続
す

る
軒
と
窓
の
モ
ダ
ン

さ
。

4
／
竹
林
と
片
流

れ
の
屋
根
も
よ
く

似
合
う
。

5

7

6

5
／
雨
戸
に
学
び

柱
の
位
置
の
外
側
に

ガ
ラ
ス
戸
を
入
れ
る

と
、横
長
連
続
窓
が

可
能
に
な
る
。

6
／
丸
太
を
半
割

材
で
挟
む
の
は
伝
統

的
な
足
場
の
造
り

に
由
来
す
る
。

7
／
旧
井
上
邸
は

高
崎
駅
前
に
あ
り
、

今
は
ビ
ル
が
囲
む
。

Antonin
Raymond

×
Fujimori
Terunobu
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こ
う
が
い
ち
ょ
う
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も
丸
太
造
り
の
仮
設
建
物
に
し
か
思

え
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
専

門
家
が
見
る
と
、
誰
で
も
ほ
し
く
な

る
よ
う
な
質
を
秘
め
て
い
た
。

　
ほ
し
い
と
思
い
、
手
に
入
れ
た
人

が
少
な
く
と
も
3
人
は
い
る
。
ま
ず

高
崎
の
建
設
会
社
オ
ー
ナ
ー
に
し
て

地
元
文
化
の
パ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
井
上

房
一
郎
が
、
で
き
た
ば
か
り
の
レ
ー

モ
ン
ド
邸
を
訪
れ
て
感
動
し
、
図
面

を
貸
し
て
も
ら
い
、
大
工
を
麻
布
に

差
し
向
け
て
詳
細
を
調
べ
、
昭
和
27

（
1
9
5
2
）年
、
そ
の
ま
ま
高
崎
の

自
邸
と
し
て
実
現
し
て
い
る
。

　
次
は
建
築
家
の
津
端
修
一
で
、
大

学
卒
業
後
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
レ

ー
モ
ン
ド
事
務
所
で
働
き
、
そ
の
後
、

住
宅
公
団
に
移
り
、
さ
ら
に
愛
知
県

高
蔵
寺
に
自
邸
を
建
て
る
に
あ
た
り

そ
っ
く
り
写
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
、
設
計
者
不
明
な
れ
ど
、
レ
ー
モ

ン
ド
邸
木
造
を
使
っ
た
家
を
、
代
官

山
で
見
か
け
た
が
、
今
は
取
り
壊
さ

れ
て
な
い
。

　
津
端
邸
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
2
0

1
3
年
春
号
で
取
り
上
げ
、
今
回
は

井
上
邸
を
訪
れ
た
。
か
つ
て
高
崎
時

代
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
井
上
さ
ん
に

現
代

住
宅

併
走

レ

3

4

に
あ
り
、
火
の
ま
わ
り
に
人
が
集
っ

て
内
部
空
間
が
生
ま
れ
、
そ
の
火
と

人
か
ら
な
る
内
部
を
守
る
た
め
に
住

宅
が
必
要
に
な
っ
た
、
と
考
え
て
い

る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
住
宅
へ
の
火
の
投

入
は
、
ラ
イ
ト
に
始
ま
り
、
レ
ー
モ

ン
ド
が
続
き
、
吉
村
順
三
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

　
日
本
に
は
木
造
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い

う
す
ぐ
れ
た
一
群
が
あ
り
、
藤
井
厚

二
を
ス
タ
ー
ト
点
と
し
て
、
レ
ー
モ

ン
ド
、
前
川
國
男
、
丹
下
健
三
、
吉

村
順
三
、
増
沢
洵
、
彼
ら
の
木
造
建

築
が
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
連
綿

と
続
き
、
そ
の
な
か
の
最
重
要
作
は

レ
ー
モ
ン
ド
の
昭
和
8（
1
9
3
3
）

年
の
「
軽
井
沢
夏
の
家
」
と
み
な
し

て
き
た
。
こ
の
判
断
は
ま
ち
が
っ
て

い
な
い
が
、
こ
の
た
び
こ
の
作
品
を

探
訪
し
て
、
18
年
後
の
戦
後
の
挟
み

梁
の「
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所
兼
自
邸
」

（
51
）も
、〝
最
〞
は
付
か
な
い
に
し
て

も
重
要
作
品
と
確
信
し
た
。
建
築
の

わ
か
る
人
な
ら
誰
で
も
ほ
し
く
な
る

よ
う
な
住
宅
な
ん
て
め
っ
た
に
あ
り

は
し
な
い
。

聞
い
た
折
、
家
も
見
て
い
る
が
、
ち

ゃ
ん
と
探
訪
す
る
の
は
初
め
て
。

　
案
内
し
て
く
れ
た
高
崎
市
美
術
館

館
長
の
塚
越
潤
さ
ん
に
よ
る
と
、
高

校
時
代
、
美
術
の
時
間
に
み
な
で
キ

ャ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
先

生
が
い
る
の
に
突
然
、
見
知
ら
ぬ
お

と
な
が
入
っ
て
き
て
描
き
方
の
指
導

を
す
る
の
で
面
食
ら
っ
た
、
と
い
う
。

そ
れ
が
、
絵
描
き
を
目
指
し
て
パ
リ

に
1
9
2
3
年
、
留
学
し
な
が
ら
、

帰
国
後
は
家
業
を
継
い
だ
井
上
房
一

郎
だ
っ
た
。

　
高
崎
時
代
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
井

上
さ
ん
は
、「
頼
ま
れ
て
タ
ウ
ト
の
支

援
は
し
た
が
、
建
築
家
と
し
て
の
タ

ウ
ト
に
興
味
は
な
く
、
パ
リ
留
学
時

に
そ
の
活
動
を
知
っ
た
ル
・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
。
井
上
が
戦
後
す

ぐ
レ
ー
モ
ン
ド
を
評
価
し
、
高
崎
の

文
化
施
設
を
ま
か
せ
た
の
も
、
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
レ
ー
モ
ン
ド
の
建

築
は
ひ
と
つ
の
流
れ
に
属
す
る
か
ら

だ
。

　
さ
て
、
久
し
ぶ
り
の
井
上
邸
で
あ

る
。

　
こ
れ
だ
け
空
間
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
る
の
に
、
軽
や
か
に
感
じ
る
の
は
、

構
造
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨

で
は
な
く
木
造
の
お
か
げ
だ
が
、
し

か
し
も
し
同
じ
木
造
で
も
角
材
を
使

っ
た
木
造
な
ら
も
っ
と
重
く
な
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
杉
丸
太
の
効
果
に

加
え
、
半
割
の
杉
丸
太
の
投
入
が
そ

の
効
果
を
極
限
ま
で
高
め
て
い
る
。

半
割
は
丸
太
よ
り
細
い
し
、
丸
太
を

半
割
で
挟
む
こ
と
で
、
細
い
が
し
か

し
強
靱
な
視
覚
的
印
象
が
生
ま
れ
る
。

　
か
ね
て
、
レ
ー
モ
ン
ド
に
想
い
を

寄
せ
る
建
築
家
の
あ
い
だ
で
、
半
割

杉
丸
太
に
よ
る
〝
挟
み
梁
〞
が
レ
ー

モ
ン
ド
の
創
出
な
の
か
ど
う
か
が
話

題
に
な
っ
て
き
た
。
近
年
、
東
洋
大

学
の
内
田
祥
士
教
授
の
研
究
に
よ
り
、

日
本
の
仮
設
用
構
造
と
し
て
昔
か
ら

あ
り
、
建
築
家
で
は
武
田
五
一
が
注

目
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
武
田
は
、
モ
ダ
ン
な
設
計

活
動
の
か
た
わ
ら
伝
統
的
社
寺
の
設

計
や
法
隆
寺
の
改
修
な
ど
も
手
が
け

て
い
る
か
ら
、
そ
う
し
た
な
か
で
見

知
っ
た
の
だ
ろ
う
。

来
は
日
本
の
伝
統
的
な
建

設
足
場
や
仮
設
建
物
と
し

て
も
、
そ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
木
造
教
会
の
架
構
に
想
を
得
て

山
形
に
組
み
立
て
、
大
き
な
空
間
を

生
み
、
モ
ダ
ン
に
仕
立
て
あ
げ
た
の

は
レ
ー
モ
ン
ド
な
ら
で
は
の
独
創
と

評
し
て
い
い
。

　
こ
の
構
造
の
生
む
空
間
的
効
果
を

よ
り
高
め
て
い
る
の
は
床
の
造
り
で

あ
る
こ
と
に
、
こ
の
た
び
、
初
め
て

気
づ
い
た
。
も
し
、
普
通
の
日
本
の

木
造
の
よ
う
に
玄
関
の
と
こ
ろ
で
一

段
上
が
り
、
床
を
張
っ
て
い
た
ら
、

こ
う
伸
び
や
か
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
ろ
う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
と

し
、
今
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
張
っ
て
い

る
。

　
木
造
の
小
屋
組
は
ど
う
し
て
土
間

と
よ
く
合
う
ん
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ

と
に
初
め
て
気
づ
い
た
の
は
、
伊
豆

の
巨
大
民
家「
江
川
太
郎
左
衛
門
邸
」

（
1
6
0
0
年
頃
）を
訪
れ
、
土
間
に

由

一
歩
入
り
、
森
を
下
か
ら
見
上
げ
た

と
き
の
よ
う
に
材
が
茂
る
小
屋
組
に

接
し
た
と
き
だ
が
、
今
こ
う
あ
ら
た

め
て
考
え
る
と
、
上
方
の
木
と
下
の

土
が
、
自
然
界
の
森
の
中
で
の
よ
う

に
共
鳴
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

も
し
、
普
通
の
民
家
の
よ
う
に
小
屋

組
が
太
く
か
つ
黒
ず
ん
で
い
れ
ば
、

上
の
木
と
下
の
土
の
共
鳴
は
、
重
く

暗
い
方
向
へ
と
向
か
う
が
、
杉
丸
太
、

そ
れ
も
磨
い
た
杉
丸
太
の
小
屋
組
は

「
重
く
暗
い
」の
反
対
の
「
軽
く
明
る

い
」
へ
と
反
転
し
、
モ
ダ
ン
な
空
間

が
生
ま
れ
た
。
な
お
、
レ
ー
モ
ン
ド

自
邸
の
普
通
の
杉
丸
太
に
〝
磨
き
〞

の
加
工
を
加
え
た
の
は
井
上
で
、
い

い
判
断
と
思
う
。

う
ひ
と
つ
、
効
果
を
あ
げ

て
い
る
の
は
障
子
。
レ
ー

モ
ン
ド
は
、
障
子
の
よ
う

な
伝
統
の
木
造
建
築
の
な
か
の
モ
ダ

ン
な
要
素
を
日
本
人
に
教
え
た
の
は

自
分
だ
、
と
し
ば
し
ば
述
べ
て
い
た

ら
し
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
吉
村

順
三
は
、「
障
子
な
ど
、
い
く
つ
も
私

が
レ
ー
モ
ン
ド
に
そ
の
よ
さ
を
教

え
た
」
と
私
に
語
っ
て
い
る
。
レ
ー

モ
ン
ド
が
障
子
に
認
め
た
の
は
、〝
淡

い
光
を
放
つ
四
角
く
て
薄
い
面
〞
と

い
う
障
子
だ
け
が
も
つ
モ
ダ
ン
な
特

質
で
あ
っ
て
、
決
し
て
日
本
の
伝
統

だ
か
ら
取
り
込
み
た
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

よ
う
。

　
写
真
を
ザ
ッ
と
眺
め
て
い
る
と
気

づ
か
な
い
が
、
部
屋
の
中
心
の
暖
炉

も
見
落
と
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
近
年
、
私
は
、
住
宅
の
起
源
は
火

2

丸
太
の
架
構
に
は

〝
土
間
〞
が
よ
く
似

合
う
。
障
子
の
効
果

に
も
注
目
。

3
／
す
っ
と
連
続
す

る
軒
と
窓
の
モ
ダ
ン

さ
。

4
／
竹
林
と
片
流

れ
の
屋
根
も
よ
く

似
合
う
。

5

7

6

5
／
雨
戸
に
学
び

柱
の
位
置
の
外
側
に

ガ
ラ
ス
戸
を
入
れ
る

と
、横
長
連
続
窓
が

可
能
に
な
る
。

6
／
丸
太
を
半
割

材
で
挟
む
の
は
伝
統

的
な
足
場
の
造
り

に
由
来
す
る
。

7
／
旧
井
上
邸
は

高
崎
駅
前
に
あ
り
、

今
は
ビ
ル
が
囲
む
。
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こ
う
が
い
ち
ょ
う



ー
モ
ン
ド
の
木
造
は
、
日

本
の
建
築
家
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
が
、
な
か
で
も
戦
後
の
昭
和
26

（
1
9
5
1
）年
に
つ
く
ら
れ
た
麻
布

笄
町
の
自
邸
兼
事
務
所
は
、
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
波
紋
を
周
辺
に
お
よ
ぼ

し
て
い
る
。
自
邸
と
事
務
所
が
隣
り

合
う
施
設
だ
か
ら
関
係
者
し
か
入
ら

な
い
し
、
も
し
普
通
の
人
が
入
っ
て

も
丸
太
造
り
の
仮
設
建
物
に
し
か
思

え
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
専

門
家
が
見
る
と
、
誰
で
も
ほ
し
く
な

る
よ
う
な
質
を
秘
め
て
い
た
。

　
ほ
し
い
と
思
い
、
手
に
入
れ
た
人

が
少
な
く
と
も
3
人
は
い
る
。
ま
ず

高
崎
の
建
設
会
社
オ
ー
ナ
ー
に
し
て

地
元
文
化
の
パ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
井
上

房
一
郎
が
、
で
き
た
ば
か
り
の
レ
ー

モ
ン
ド
邸
を
訪
れ
て
感
動
し
、
図
面

を
貸
し
て
も
ら
い
、
大
工
を
麻
布
に

差
し
向
け
て
詳
細
を
調
べ
、
昭
和
27

（
1
9
5
2
）年
、
そ
の
ま
ま
高
崎
の

自
邸
と
し
て
実
現
し
て
い
る
。

　
次
は
建
築
家
の
津
端
修
一
で
、
大

学
卒
業
後
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
レ

ー
モ
ン
ド
事
務
所
で
働
き
、
そ
の
後
、

住
宅
公
団
に
移
り
、
さ
ら
に
愛
知
県

高
蔵
寺
に
自
邸
を
建
て
る
に
あ
た
り

そ
っ
く
り
写
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
、
設
計
者
不
明
な
れ
ど
、
レ
ー
モ

ン
ド
邸
木
造
を
使
っ
た
家
を
、
代
官

山
で
見
か
け
た
が
、
今
は
取
り
壊
さ

れ
て
な
い
。

　
津
端
邸
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
2
0

1
3
年
春
号
で
取
り
上
げ
、
今
回
は

井
上
邸
を
訪
れ
た
。
か
つ
て
高
崎
時

代
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
井
上
さ
ん
に

10

11

10
／
〝
土
間
〞と
障

子
の
組
み
合
わ
せ
は

レ
ー
モ
ン
ド
な
ら
で

は
。

11
／
レ
ー
モ
ン
ド
事

務
所
兼
自
邸
に
は

な
い
和
室
が
付
い
て

い
る
。

8

9

8
／
中
央
の
凹
部

が
パ
テ
ィ
オ
。

9
／
原
型
と
な
っ
た

レ
ー
モ
ン
ド
邸
は
、パ

テ
ィ
オ
は
朝
食
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
た
。

に
あ
り
、
火
の
ま
わ
り
に
人
が
集
っ

て
内
部
空
間
が
生
ま
れ
、
そ
の
火
と

人
か
ら
な
る
内
部
を
守
る
た
め
に
住

宅
が
必
要
に
な
っ
た
、
と
考
え
て
い

る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
住
宅
へ
の
火
の
投

入
は
、
ラ
イ
ト
に
始
ま
り
、
レ
ー
モ

ン
ド
が
続
き
、
吉
村
順
三
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

　
日
本
に
は
木
造
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い

う
す
ぐ
れ
た
一
群
が
あ
り
、
藤
井
厚

二
を
ス
タ
ー
ト
点
と
し
て
、
レ
ー
モ

ン
ド
、
前
川
國
男
、
丹
下
健
三
、
吉

村
順
三
、
増
沢
洵
、
彼
ら
の
木
造
建

築
が
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
連
綿

と
続
き
、
そ
の
な
か
の
最
重
要
作
は

レ
ー
モ
ン
ド
の
昭
和
8（
1
9
3
3
）

年
の
「
軽
井
沢
夏
の
家
」
と
み
な
し

て
き
た
。
こ
の
判
断
は
ま
ち
が
っ
て

い
な
い
が
、
こ
の
た
び
こ
の
作
品
を

探
訪
し
て
、
18
年
後
の
戦
後
の
挟
み

梁
の「
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所
兼
自
邸
」

（
51
）も
、〝
最
〞
は
付
か
な
い
に
し
て

も
重
要
作
品
と
確
信
し
た
。
建
築
の

わ
か
る
人
な
ら
誰
で
も
ほ
し
く
な
る

よ
う
な
住
宅
な
ん
て
め
っ
た
に
あ
り

は
し
な
い
。現

代
住
宅

併
走
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聞
い
た
折
、
家
も
見
て
い
る
が
、
ち

ゃ
ん
と
探
訪
す
る
の
は
初
め
て
。

　
案
内
し
て
く
れ
た
高
崎
市
美
術
館

館
長
の
塚
越
潤
さ
ん
に
よ
る
と
、
高

校
時
代
、
美
術
の
時
間
に
み
な
で
キ

ャ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
先

生
が
い
る
の
に
突
然
、
見
知
ら
ぬ
お

と
な
が
入
っ
て
き
て
描
き
方
の
指
導

を
す
る
の
で
面
食
ら
っ
た
、
と
い
う
。

そ
れ
が
、
絵
描
き
を
目
指
し
て
パ
リ

に
1
9
2
3
年
、
留
学
し
な
が
ら
、

帰
国
後
は
家
業
を
継
い
だ
井
上
房
一

郎
だ
っ
た
。

　
高
崎
時
代
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
井

上
さ
ん
は
、「
頼
ま
れ
て
タ
ウ
ト
の
支

援
は
し
た
が
、
建
築
家
と
し
て
の
タ

ウ
ト
に
興
味
は
な
く
、
パ
リ
留
学
時

に
そ
の
活
動
を
知
っ
た
ル
・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
。
井
上
が
戦
後
す

ぐ
レ
ー
モ
ン
ド
を
評
価
し
、
高
崎
の

文
化
施
設
を
ま
か
せ
た
の
も
、
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
レ
ー
モ
ン
ド
の
建

築
は
ひ
と
つ
の
流
れ
に
属
す
る
か
ら

だ
。

　
さ
て
、
久
し
ぶ
り
の
井
上
邸
で
あ

る
。

　
こ
れ
だ
け
空
間
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
る
の
に
、
軽
や
か
に
感
じ
る
の
は
、

構
造
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨

で
は
な
く
木
造
の
お
か
げ
だ
が
、
し

か
し
も
し
同
じ
木
造
で
も
角
材
を
使

っ
た
木
造
な
ら
も
っ
と
重
く
な
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
杉
丸
太
の
効
果
に

加
え
、
半
割
の
杉
丸
太
の
投
入
が
そ

の
効
果
を
極
限
ま
で
高
め
て
い
る
。

半
割
は
丸
太
よ
り
細
い
し
、
丸
太
を

半
割
で
挟
む
こ
と
で
、
細
い
が
し
か

し
強
靱
な
視
覚
的
印
象
が
生
ま
れ
る
。

　
か
ね
て
、
レ
ー
モ
ン
ド
に
想
い
を

寄
せ
る
建
築
家
の
あ
い
だ
で
、
半
割

杉
丸
太
に
よ
る
〝
挟
み
梁
〞
が
レ
ー

モ
ン
ド
の
創
出
な
の
か
ど
う
か
が
話

題
に
な
っ
て
き
た
。
近
年
、
東
洋
大

学
の
内
田
祥
士
教
授
の
研
究
に
よ
り
、

日
本
の
仮
設
用
構
造
と
し
て
昔
か
ら

あ
り
、
建
築
家
で
は
武
田
五
一
が
注

目
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
武
田
は
、
モ
ダ
ン
な
設
計

活
動
の
か
た
わ
ら
伝
統
的
社
寺
の
設

計
や
法
隆
寺
の
改
修
な
ど
も
手
が
け

て
い
る
か
ら
、
そ
う
し
た
な
か
で
見

知
っ
た
の
だ
ろ
う
。

来
は
日
本
の
伝
統
的
な
建

設
足
場
や
仮
設
建
物
と
し

て
も
、
そ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
木
造
教
会
の
架
構
に
想
を
得
て

山
形
に
組
み
立
て
、
大
き
な
空
間
を

生
み
、
モ
ダ
ン
に
仕
立
て
あ
げ
た
の

は
レ
ー
モ
ン
ド
な
ら
で
は
の
独
創
と

評
し
て
い
い
。

　
こ
の
構
造
の
生
む
空
間
的
効
果
を

よ
り
高
め
て
い
る
の
は
床
の
造
り
で

あ
る
こ
と
に
、
こ
の
た
び
、
初
め
て

気
づ
い
た
。
も
し
、
普
通
の
日
本
の

木
造
の
よ
う
に
玄
関
の
と
こ
ろ
で
一

段
上
が
り
、
床
を
張
っ
て
い
た
ら
、

こ
う
伸
び
や
か
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
ろ
う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
と

し
、
今
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
張
っ
て
い

る
。

　
木
造
の
小
屋
組
は
ど
う
し
て
土
間

と
よ
く
合
う
ん
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ

と
に
初
め
て
気
づ
い
た
の
は
、
伊
豆

の
巨
大
民
家「
江
川
太
郎
左
衛
門
邸
」

（
1
6
0
0
年
頃
）を
訪
れ
、
土
間
に

一
歩
入
り
、
森
を
下
か
ら
見
上
げ
た

と
き
の
よ
う
に
材
が
茂
る
小
屋
組
に

接
し
た
と
き
だ
が
、
今
こ
う
あ
ら
た

め
て
考
え
る
と
、
上
方
の
木
と
下
の

土
が
、
自
然
界
の
森
の
中
で
の
よ
う

に
共
鳴
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

も
し
、
普
通
の
民
家
の
よ
う
に
小
屋

組
が
太
く
か
つ
黒
ず
ん
で
い
れ
ば
、

上
の
木
と
下
の
土
の
共
鳴
は
、
重
く

暗
い
方
向
へ
と
向
か
う
が
、
杉
丸
太
、

そ
れ
も
磨
い
た
杉
丸
太
の
小
屋
組
は

「
重
く
暗
い
」の
反
対
の
「
軽
く
明
る

い
」
へ
と
反
転
し
、
モ
ダ
ン
な
空
間

が
生
ま
れ
た
。
な
お
、
レ
ー
モ
ン
ド

自
邸
の
普
通
の
杉
丸
太
に
〝
磨
き
〞

の
加
工
を
加
え
た
の
は
井
上
で
、
い

い
判
断
と
思
う
。

う
ひ
と
つ
、
効
果
を
あ
げ

て
い
る
の
は
障
子
。
レ
ー

モ
ン
ド
は
、
障
子
の
よ
う

な
伝
統
の
木
造
建
築
の
な
か
の
モ
ダ

ン
な
要
素
を
日
本
人
に
教
え
た
の
は

自
分
だ
、
と
し
ば
し
ば
述
べ
て
い
た

ら
し
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
吉
村

順
三
は
、「
障
子
な
ど
、
い
く
つ
も
私

が
レ
ー
モ
ン
ド
に
そ
の
よ
さ
を
教

え
た
」
と
私
に
語
っ
て
い
る
。
レ
ー

モ
ン
ド
が
障
子
に
認
め
た
の
は
、〝
淡

い
光
を
放
つ
四
角
く
て
薄
い
面
〞
と

い
う
障
子
だ
け
が
も
つ
モ
ダ
ン
な
特

質
で
あ
っ
て
、
決
し
て
日
本
の
伝
統

だ
か
ら
取
り
込
み
た
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

よ
う
。

　
写
真
を
ザ
ッ
と
眺
め
て
い
る
と
気

づ
か
な
い
が
、
部
屋
の
中
心
の
暖
炉

も
見
落
と
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
近
年
、
私
は
、
住
宅
の
起
源
は
火

も

1888年オーストリア領ボヘミア地
方（現チェコ共和国）に生まれ、プ
ラーグ工科大学（現チェコ工科大学）
に学び、アメリカに渡る。フランク・
ロイド・ライトとともに帝国ホテル
建築のため来日し、1923年独立。そ
のもとから前川國男、吉村順三など
が育ち、日本の20世紀後半の建築界
をリードする一大人脈を形成した。
世界的にみると、オーギュスト・ペ
レに続いて打放しコンクリート表現
をリードし、コルビュジエもこと打
放しについてはレーモンドをパクっ
たと私はにらんでいる。76年逝去。
ポートレイト：㈱レーモンド設計事
務所提供

アントニン・
レーモンド

藤森照信

A
ntonin R

aym
ond

Fujim
ori Terunobu

建築家。建築史家。東京大学名誉教授。
東京都江戸東京博物館館長。工学院
大学特任教授。おもな受賞＝『明治
の東京計画』（岩波書店）で毎日出版
文化賞、『建築探偵の冒険東京篇』（筑
摩書房）で日本デザイン文化賞・サ

ントリー学芸賞、
建築作品「赤瀬
川原平邸（ニラ・
ハウス）」（1997）
で日本芸術大賞、

「熊本県立農業
大学校学生寮」

（2000）で 日 本
建築学会作品賞。

建築概要
所在地 群馬県高崎市八島町
 110-27高崎市美術館内
主要用途 住宅
原設計 アントニン・レーモンド
実設計 井上房一郎
施工 井上工業
敷地面積 1,669.60㎡
建築面積 191.21㎡
階数 平屋
構造 木造
 磨き丸太鋏状トラス架構
竣工年 1952年
図面提供 高崎市美術館
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ー
モ
ン
ド
の
木
造
は
、
日

本
の
建
築
家
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
が
、
な
か
で
も
戦
後
の
昭
和
26

（
1
9
5
1
）年
に
つ
く
ら
れ
た
麻
布

笄
町
の
自
邸
兼
事
務
所
は
、
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
波
紋
を
周
辺
に
お
よ
ぼ

し
て
い
る
。
自
邸
と
事
務
所
が
隣
り

合
う
施
設
だ
か
ら
関
係
者
し
か
入
ら

な
い
し
、
も
し
普
通
の
人
が
入
っ
て

も
丸
太
造
り
の
仮
設
建
物
に
し
か
思

え
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
専

門
家
が
見
る
と
、
誰
で
も
ほ
し
く
な

る
よ
う
な
質
を
秘
め
て
い
た
。

　
ほ
し
い
と
思
い
、
手
に
入
れ
た
人

が
少
な
く
と
も
3
人
は
い
る
。
ま
ず

高
崎
の
建
設
会
社
オ
ー
ナ
ー
に
し
て

地
元
文
化
の
パ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
井
上

房
一
郎
が
、
で
き
た
ば
か
り
の
レ
ー

モ
ン
ド
邸
を
訪
れ
て
感
動
し
、
図
面

を
貸
し
て
も
ら
い
、
大
工
を
麻
布
に

差
し
向
け
て
詳
細
を
調
べ
、
昭
和
27

（
1
9
5
2
）年
、
そ
の
ま
ま
高
崎
の

自
邸
と
し
て
実
現
し
て
い
る
。

　
次
は
建
築
家
の
津
端
修
一
で
、
大

学
卒
業
後
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
レ

ー
モ
ン
ド
事
務
所
で
働
き
、
そ
の
後
、

住
宅
公
団
に
移
り
、
さ
ら
に
愛
知
県

高
蔵
寺
に
自
邸
を
建
て
る
に
あ
た
り

そ
っ
く
り
写
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
、
設
計
者
不
明
な
れ
ど
、
レ
ー
モ

ン
ド
邸
木
造
を
使
っ
た
家
を
、
代
官

山
で
見
か
け
た
が
、
今
は
取
り
壊
さ

れ
て
な
い
。

　
津
端
邸
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
2
0

1
3
年
春
号
で
取
り
上
げ
、
今
回
は

井
上
邸
を
訪
れ
た
。
か
つ
て
高
崎
時

代
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
井
上
さ
ん
に

10

11

10
／
〝
土
間
〞と
障

子
の
組
み
合
わ
せ
は

レ
ー
モ
ン
ド
な
ら
で

は
。

11
／
レ
ー
モ
ン
ド
事

務
所
兼
自
邸
に
は

な
い
和
室
が
付
い
て

い
る
。

8

9

8
／
中
央
の
凹
部

が
パ
テ
ィ
オ
。

9
／
原
型
と
な
っ
た

レ
ー
モ
ン
ド
邸
は
、パ

テ
ィ
オ
は
朝
食
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
た
。

に
あ
り
、
火
の
ま
わ
り
に
人
が
集
っ

て
内
部
空
間
が
生
ま
れ
、
そ
の
火
と

人
か
ら
な
る
内
部
を
守
る
た
め
に
住

宅
が
必
要
に
な
っ
た
、
と
考
え
て
い

る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
住
宅
へ
の
火
の
投

入
は
、
ラ
イ
ト
に
始
ま
り
、
レ
ー
モ

ン
ド
が
続
き
、
吉
村
順
三
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

　
日
本
に
は
木
造
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い

う
す
ぐ
れ
た
一
群
が
あ
り
、
藤
井
厚

二
を
ス
タ
ー
ト
点
と
し
て
、
レ
ー
モ

ン
ド
、
前
川
國
男
、
丹
下
健
三
、
吉

村
順
三
、
増
沢
洵
、
彼
ら
の
木
造
建

築
が
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
連
綿

と
続
き
、
そ
の
な
か
の
最
重
要
作
は

レ
ー
モ
ン
ド
の
昭
和
8（
1
9
3
3
）

年
の
「
軽
井
沢
夏
の
家
」
と
み
な
し

て
き
た
。
こ
の
判
断
は
ま
ち
が
っ
て

い
な
い
が
、
こ
の
た
び
こ
の
作
品
を

探
訪
し
て
、
18
年
後
の
戦
後
の
挟
み

梁
の「
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所
兼
自
邸
」

（
51
）も
、〝
最
〞
は
付
か
な
い
に
し
て

も
重
要
作
品
と
確
信
し
た
。
建
築
の

わ
か
る
人
な
ら
誰
で
も
ほ
し
く
な
る

よ
う
な
住
宅
な
ん
て
め
っ
た
に
あ
り

は
し
な
い
。現

代
住
宅

併
走

Antonin
Raymond

×
Fujimori
Terunobu

聞
い
た
折
、
家
も
見
て
い
る
が
、
ち

ゃ
ん
と
探
訪
す
る
の
は
初
め
て
。

　
案
内
し
て
く
れ
た
高
崎
市
美
術
館

館
長
の
塚
越
潤
さ
ん
に
よ
る
と
、
高

校
時
代
、
美
術
の
時
間
に
み
な
で
キ

ャ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
先

生
が
い
る
の
に
突
然
、
見
知
ら
ぬ
お

と
な
が
入
っ
て
き
て
描
き
方
の
指
導

を
す
る
の
で
面
食
ら
っ
た
、
と
い
う
。

そ
れ
が
、
絵
描
き
を
目
指
し
て
パ
リ

に
1
9
2
3
年
、
留
学
し
な
が
ら
、

帰
国
後
は
家
業
を
継
い
だ
井
上
房
一

郎
だ
っ
た
。

　
高
崎
時
代
の
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
井

上
さ
ん
は
、「
頼
ま
れ
て
タ
ウ
ト
の
支

援
は
し
た
が
、
建
築
家
と
し
て
の
タ

ウ
ト
に
興
味
は
な
く
、
パ
リ
留
学
時

に
そ
の
活
動
を
知
っ
た
ル
・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
。
井
上
が
戦
後
す

ぐ
レ
ー
モ
ン
ド
を
評
価
し
、
高
崎
の

文
化
施
設
を
ま
か
せ
た
の
も
、
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
レ
ー
モ
ン
ド
の
建

築
は
ひ
と
つ
の
流
れ
に
属
す
る
か
ら

だ
。

　
さ
て
、
久
し
ぶ
り
の
井
上
邸
で
あ

る
。

　
こ
れ
だ
け
空
間
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
る
の
に
、
軽
や
か
に
感
じ
る
の
は
、

構
造
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨

で
は
な
く
木
造
の
お
か
げ
だ
が
、
し

か
し
も
し
同
じ
木
造
で
も
角
材
を
使

っ
た
木
造
な
ら
も
っ
と
重
く
な
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
杉
丸
太
の
効
果
に

加
え
、
半
割
の
杉
丸
太
の
投
入
が
そ

の
効
果
を
極
限
ま
で
高
め
て
い
る
。

半
割
は
丸
太
よ
り
細
い
し
、
丸
太
を

半
割
で
挟
む
こ
と
で
、
細
い
が
し
か

し
強
靱
な
視
覚
的
印
象
が
生
ま
れ
る
。

　
か
ね
て
、
レ
ー
モ
ン
ド
に
想
い
を

寄
せ
る
建
築
家
の
あ
い
だ
で
、
半
割

杉
丸
太
に
よ
る
〝
挟
み
梁
〞
が
レ
ー

モ
ン
ド
の
創
出
な
の
か
ど
う
か
が
話

題
に
な
っ
て
き
た
。
近
年
、
東
洋
大

学
の
内
田
祥
士
教
授
の
研
究
に
よ
り
、

日
本
の
仮
設
用
構
造
と
し
て
昔
か
ら

あ
り
、
建
築
家
で
は
武
田
五
一
が
注

目
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
武
田
は
、
モ
ダ
ン
な
設
計

活
動
の
か
た
わ
ら
伝
統
的
社
寺
の
設

計
や
法
隆
寺
の
改
修
な
ど
も
手
が
け

て
い
る
か
ら
、
そ
う
し
た
な
か
で
見

知
っ
た
の
だ
ろ
う
。

来
は
日
本
の
伝
統
的
な
建

設
足
場
や
仮
設
建
物
と
し

て
も
、
そ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
木
造
教
会
の
架
構
に
想
を
得
て

山
形
に
組
み
立
て
、
大
き
な
空
間
を

生
み
、
モ
ダ
ン
に
仕
立
て
あ
げ
た
の

は
レ
ー
モ
ン
ド
な
ら
で
は
の
独
創
と

評
し
て
い
い
。

　
こ
の
構
造
の
生
む
空
間
的
効
果
を

よ
り
高
め
て
い
る
の
は
床
の
造
り
で

あ
る
こ
と
に
、
こ
の
た
び
、
初
め
て

気
づ
い
た
。
も
し
、
普
通
の
日
本
の

木
造
の
よ
う
に
玄
関
の
と
こ
ろ
で
一

段
上
が
り
、
床
を
張
っ
て
い
た
ら
、

こ
う
伸
び
や
か
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
ろ
う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
と

し
、
今
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
張
っ
て
い

る
。

　
木
造
の
小
屋
組
は
ど
う
し
て
土
間

と
よ
く
合
う
ん
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ

と
に
初
め
て
気
づ
い
た
の
は
、
伊
豆

の
巨
大
民
家「
江
川
太
郎
左
衛
門
邸
」

（
1
6
0
0
年
頃
）を
訪
れ
、
土
間
に

一
歩
入
り
、
森
を
下
か
ら
見
上
げ
た

と
き
の
よ
う
に
材
が
茂
る
小
屋
組
に

接
し
た
と
き
だ
が
、
今
こ
う
あ
ら
た

め
て
考
え
る
と
、
上
方
の
木
と
下
の

土
が
、
自
然
界
の
森
の
中
で
の
よ
う

に
共
鳴
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

も
し
、
普
通
の
民
家
の
よ
う
に
小
屋

組
が
太
く
か
つ
黒
ず
ん
で
い
れ
ば
、

上
の
木
と
下
の
土
の
共
鳴
は
、
重
く

暗
い
方
向
へ
と
向
か
う
が
、
杉
丸
太
、

そ
れ
も
磨
い
た
杉
丸
太
の
小
屋
組
は

「
重
く
暗
い
」の
反
対
の
「
軽
く
明
る

い
」
へ
と
反
転
し
、
モ
ダ
ン
な
空
間

が
生
ま
れ
た
。
な
お
、
レ
ー
モ
ン
ド

自
邸
の
普
通
の
杉
丸
太
に
〝
磨
き
〞

の
加
工
を
加
え
た
の
は
井
上
で
、
い

い
判
断
と
思
う
。

う
ひ
と
つ
、
効
果
を
あ
げ

て
い
る
の
は
障
子
。
レ
ー

モ
ン
ド
は
、
障
子
の
よ
う

な
伝
統
の
木
造
建
築
の
な
か
の
モ
ダ

ン
な
要
素
を
日
本
人
に
教
え
た
の
は

自
分
だ
、
と
し
ば
し
ば
述
べ
て
い
た

ら
し
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
吉
村

順
三
は
、「
障
子
な
ど
、
い
く
つ
も
私

が
レ
ー
モ
ン
ド
に
そ
の
よ
さ
を
教

え
た
」
と
私
に
語
っ
て
い
る
。
レ
ー

モ
ン
ド
が
障
子
に
認
め
た
の
は
、〝
淡

い
光
を
放
つ
四
角
く
て
薄
い
面
〞
と

い
う
障
子
だ
け
が
も
つ
モ
ダ
ン
な
特

質
で
あ
っ
て
、
決
し
て
日
本
の
伝
統

だ
か
ら
取
り
込
み
た
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

よ
う
。

　
写
真
を
ザ
ッ
と
眺
め
て
い
る
と
気

づ
か
な
い
が
、
部
屋
の
中
心
の
暖
炉

も
見
落
と
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
近
年
、
私
は
、
住
宅
の
起
源
は
火

も

1888年オーストリア領ボヘミア地
方（現チェコ共和国）に生まれ、プ
ラーグ工科大学（現チェコ工科大学）
に学び、アメリカに渡る。フランク・
ロイド・ライトとともに帝国ホテル
建築のため来日し、1923年独立。そ
のもとから前川國男、吉村順三など
が育ち、日本の20世紀後半の建築界
をリードする一大人脈を形成した。
世界的にみると、オーギュスト・ペ
レに続いて打放しコンクリート表現
をリードし、コルビュジエもこと打
放しについてはレーモンドをパクっ
たと私はにらんでいる。76年逝去。
ポートレイト：㈱レーモンド設計事
務所提供

アントニン・
レーモンド

藤森照信

A
ntonin R

aym
ond

Fujim
ori Terunobu

建築家。建築史家。東京大学名誉教授。
東京都江戸東京博物館館長。工学院
大学特任教授。おもな受賞＝『明治
の東京計画』（岩波書店）で毎日出版
文化賞、『建築探偵の冒険東京篇』（筑
摩書房）で日本デザイン文化賞・サ

ントリー学芸賞、
建築作品「赤瀬
川原平邸（ニラ・
ハウス）」（1997）
で日本芸術大賞、

「熊本県立農業
大学校学生寮」

（2000）で 日 本
建築学会作品賞。

建築概要
所在地 群馬県高崎市八島町
 110-27高崎市美術館内
主要用途 住宅
原設計 アントニン・レーモンド
実設計 井上房一郎
施工 井上工業
敷地面積 1,669.60㎡
建築面積 191.21㎡
階数 平屋
構造 木造
 磨き丸太鋏状トラス架構
竣工年 1952年
図面提供 高崎市美術館
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Hisao
&

Hiroko
Taki
Plaza

最
新
水
ま
わ
り
物
語

Number

　
2
0
2
0
年
12
月
、
東
京
工
業
大

学
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
学
生

の
た
め
の
国
際
交
流
拠
点「H

isao &
 

H
iroko T

aki Plaza

（
ヒ
サ
オ
・

ア
ン
ド
・
ヒ
ロ
コ
・
タ
キ
・
プ
ラ

ザ
）」が
竣
工
し
た
（
本
格
使
用
は
21

年
4
月
か
ら
）。東
工
大
の
卒
業
生
で

あ
る
、
ぐ
る
な
び
取
締
役
会
長
・
創

業
者
の
滝
久
雄
さ
ん
が
寄
附
し
た
30

億
円
を
も
と
に
建
設
し
た
た
め
、
施

設
名
に
滝
夫
妻
の
名
前
を
冠
し
て
い

る
。
同
氏
は
こ
れ
以
外
に
、
お
茶
の

水
女
子
大
学
と
東
京
藝
術
大
学
に
も

各
10
億
円
を
寄
附
。
お
茶
の
水
女
子

大
は
一
昨
年
「
国
際
交
流
留
学
生
プ

ラ
ザ
」
が
完
成
済
み
で
、
東
京
藝
大

も
目
下
、
同
様
の
構
想
が
進
行
中
だ
。

建
築
設
計
は
滝
さ
ん
の
指
名
で
、
3

校
と
も
隈
研
吾
さ
ん
が
手
が
け
て
い

る
。
今
回
完
成
し
た
東
工
大
の
建
築

全
体
と
ト
イ
レ
の
設
計
の
見
ど
こ
ろ

に
つ
い
て
、
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計

事
務
所
の
名
城
俊
樹
さ
ん
と
渡
邉
啓

太
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
名
城
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
3
校
は
敷

地
条
件
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
こ
と

か
ら
、
と
く
に
設
計
上
の
共
通
点
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
際
交
流

が
施
設
共
通
の
テ
ー
マ
で
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
学
生
が
集
ま
り
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
と
、
建
物
内

に
ア
ー
ト
作
品
を
積
極
的
に
展
示
す

る
こ
と
を
心
が
け
た
と
い
う
。
ア
ー

ト
に
関
し
て
は
、
寄
附
者
の
滝
さ
ん

が
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
普
及
・
振

興
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
で
、

東
工
大
の
施
設
に
は
1
階
の
入
口
正

面
に
、
漫
画
家
の
大
友
克
洋
さ
ん
の

原
画
・
監
修
に
よ
る
壁
画
・
陶
板
作

品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
隈
研
吾
建
築
都
市
設

計
事
務
所
で
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
は
名
城
さ
ん

だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は

大
学
ご
と
に
異
な
り
、
東
工
大
と
東

京
藝
大
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
卒

業
生
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
と
い

う
。
各
大
学
の
事
情
に
く
わ
し
く
、

仕
事
に
携
わ
る
う
え
で
愛
校
心
も
原

動
力
に
な
る
と
考
え
る
と
、
一
石
二

鳥
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
い
ろ

い
ろ
な
大
学
の
出
身
者
が
揃
っ
た
事

務
所
だ
か
ら
な
せ
る
わ
ざ
と
も
い
え

る
。

　
東
工
大
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ

ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、
建
築
家
の
谷
口

吉
郎
が
設
計
に
か
か
わ
っ
た
と
い
わ

れ
る
本
館
の
時
計
塔
だ
が
、
敷
地
は

正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
の
位
置
に
あ
り
、

そ
の
奥
に
時
計
塔
が
あ
る
た
め
、「
ま

ず
正
門
に
立
っ
た
と
き
に
時
計
塔
が

見
え
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
そ
れ

を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
で
き
る
だ

け
圧
迫
感
を
出
さ
な
い
建
物
に
し
た

い
と
考
え
た
結
果
、
機
能
の
過
半
を

地
下
に
埋
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
と
名
城
さ
ん
。
ま
た
、
大
岡
山

の
地
名
の
い
わ
れ
に
は
諸
説
あ
る
が
、

昔
か
ら
小
高
い
丘
が
多
い
土
地
で
あ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
建
築
全
体
を
丘

状
に
し
た
プ
ラ
ン
が
生
ま
れ
た
と
語

る
。
東
工
大
出
身
の
渡
邉
さ
ん
い
わ

く
、「
以
前
こ
こ
に
は
も
っ
と
大
き
く

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
た
め
、
視
線
が
縦

横
無
尽
に
抜
け
、
階
層
を
超
え
た
連

続
性
と
開
放
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
ト
イ
レ
は
4
フ
ロ
ア
と
も
同
じ
位

置
に
1
カ
所
ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

完
成
済
み
の
お
茶
の
水
女
子
大
の
ト

イ
レ
と
比
較
す
る
と
、
白
を
基
調
に

し
た
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
感
の
あ
る
空

間
、
カ
ウ
ン
タ
ー
下
を
オ
ー
プ
ン
に

し
て
照
明
付
き
の
個
別
鏡
を
配
し
た

洗
面
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
一
見
す
る
と

似
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
基

本
的
な
造
り
は
近
い
で
す
が
、
予
算

や
水
圧
な
ど
の
諸
条
件
も
異
な
り
ま

す
し
、
大
学
に
よ
っ
て
ト
イ
レ
に
対

す
る
考
え
方
は
結
構
違
い
ま
す
ね
」

と
名
城
さ
ん
は
言
う
。

　
そ
も
そ
も
東
工
大
と
お
茶
の
水
女

子
大
の
最
大
の
差
は
男
女
比
。
女
子

大
が
教
職
員
を
含
め
て
も
圧
倒
的
に

女
性
が
多
い
の
は
わ
か
る
が
、
東
工

大
も
大
学
の
な
か
で
は
か
な
り
特
殊

で
、
昨
年
の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、

学
士
課
程
学
生
全
体
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
年
々
増
え
て
い
る
と
は
い

え
、
わ
ず
か
12
・
9
%
。
そ
れ
ゆ
え
、

昨
今
の
ト
イ
レ
に
は
珍
し
く
、
女
子

ト
イ
レ
に
は
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
も

な
く
、
全
体
に
占
め
る
男
子
ト
イ
レ

の
面
積
が
他
校
に
比
べ
て
か
な
り
広

い
そ
う
だ
。「
今
回
の
建
物
は
職
員
が

多
く
、
職
員
は
学
生
に
比
べ
る
と
女

性
の
比
率
が
高
い
の
で
、
ま
だ
こ
れ

で
も
他
の
校
舎
に
比
べ
る
と
女
子
ト

イ
レ
は
大
き
め
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
渡
邉
さ
ん
。

　
か
た
や
、
お
茶
の
水
女
子
大
の
ト

イ
レ
は
女
性
用
の
ほ
う
が
広
く
、
ブ

ー
ス
数
も
多
い
の
は
当
然
だ
が
、
要

注
目
は
施
設
内
の
3
階
に
設
置
さ
れ

た
、
性
別
を
限
定
し
な
い
男
女
共
用

ト
イ
レ
。
名
城
さ
ん
に
よ
る
と
、
計

画
中
に
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
か

ら
だ
の
性
と
は
異
な
る
性
自
認
を
も

つ
人
）
の
学
生
の
受
け
入
れ
を
決
定

し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
様
な
利
用
者

に
配
慮
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
大
学

で
は
先
進
的
な
試
み
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　
と
こ
ろ
で
、
東
工
大
の
ト
イ
レ
で

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
、
入
口
の

ピ
ク
ト
サ
イ
ン
だ
。
ご
ら
ん
の
と
お

り
、
積
層
合
板
を
用
い
た
立
体
的
な

オ
ブ
ジ
ェ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
の
サ
イ
ン
も
同
様
の
デ
ザ

イ
ン
。
素
材
は
木
材
と
カ
ラ
ー
再
生

紙
を
積
層
し
た
製
品
「
ペ
ー
パ
ー
ウ

ッ
ド
」
で
、
男
性
用
が
ブ
ル
ー
、
女

性
用
が
レ
ッ
ド
の
紙
を
挟
ん
だ
板
を

使
用
し
て
い
る
。
隈
研
吾
建
築
都
市

設
計
事
務
所
に
は
サ
イ
ン
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
お
り
、
た
い
て
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
そ
う
だ
。

お
茶
の
水
女
子
大
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン

は
男
性
・
女
性
・
多
機
能
の
ど
れ
も
、

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
古
代
紫
を
用
い
、

形
状
だ
け
を
変
え
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
採
用
し
て
お
り
、
名
城
さ
ん
い
わ

く
、「
昨
今
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か

ら
す
る
と
、
あ
ち
ら
の
ほ
う
が
時
代

に
合
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
こ

こ
で
は
形
だ
け
で
は
や
や
わ
か
り
に

く
い
た
め
、
少
し
色
を
つ
け
ま
し
た
。

縞
模
様
の
素
材
は
、
建
物
の
雰
囲
気

に
も
合
っ
て
い
る
の
で
選
ん
だ
も
の

で
す
」。

　
は
た
し
て
、
3
つ
目
の
東
京
藝
大

の
建
築
と
そ
の
ト
イ
レ
が
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
か
も
楽
し
み
だ
が
、

東
工
大
の「H

isao &
 H

iroko T
aki 

Plaza

」
に
関
し
て
は
、
内
も
外
も

ど
こ
ま
で
も
つ
な
が
っ
た
造
り
が
印

象
に
残
っ
た
。
隈
さ
ん
自
身
が
内
覧

会
当
日
に
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
綴
っ
て
い
る
と
お
り
、「
今
後
、

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
国
際
化
の
な

か
で
、
こ
の
緑
の
丘
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
と
交
換
が
生
ま
れ
て
い
く
」

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

寄
附
に
よ
って

生
ま
れ
た

新
し
い
大
学
施
設

地
下
に
埋
め

見
通
し
を

よ
く
す
る
計
画

マ
ッ
シ
ブ
な
図
書
館
が
立
っ
て
い
た

の
で
、
見
通
し
は
よ
く
な
り
ま
し

た
」。

　
実
際
に
大
岡
山
駅
前
に
あ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
る
と
、
す
で
に
正
門

前
の
交
差
点
か
ら
、
階
高
を
抑
え
た

建
築
越
し
に
時
計
塔
が
は
っ
き
り
見

え
る
。
地
面
か
ら
屋
根
ま
で
階
段
状

の
ス
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

手
前
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
の
も
時

計
塔
が
見
え
や
す
い
要
因
だ
ろ
う
。

植
栽
も
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ

に
人
工
の
丘
の
よ
う
だ
。
手
前
に
は

地
階
と
隣
接
す
る
新
図
書
館
の
ド
ラ

イ
エ
リ
ア
に
通
じ
る
大
階
段
が
あ
り
、

地
下
に
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
埋
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
室
内
は
地
上
・
地
下
2
層
ず
つ
の

4
層
か
ら
な
り
、
地
下
2
階
に
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
地
下
1
階
に
留
学

・
就
職
情
報
エ
リ
ア
、
1
階
に
学
務

機
能
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
カ
フ
ェ
、

2
階
に
畳
の
小
上
が
り
の
あ
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ

る
。
内
部
も
外
観
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の

ま
ま
に
、
4
層
が
大
き
な
階
段
と
吹

抜
け
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
ど
の
階
に
も
外
か
ら
直
接
ア
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地
中
に
埋
ま
る

大
学
の
新
し
い

交
流
施
設 取

材
・
文
／
大
山
直
美
　
写
真
／
川
澄
・
小
林
研
二
写
真
事
務
所（
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
除
く
）

1F

外観

1階内観

→１階。地階と吹抜けで
つながっている。

↑１階全景。壁に掛けら
れているアートは「ELE-
MENTS OF FUTURE」

（大友克洋）。
多機能トイレ男子トイレ女子トイレ

カフェ

学務部窓口
カウンター

N

1階平面図
0 10 20m1/1,000

Hisao & Hiroko Taki Plaza

地下の図書館につながる大階段。左手に1階エントランス。

Hisao
&

Hiroko
Taki
Plaza

北側外観。
大岡山の丘を
イメージした建築。
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Hisao
&

Hiroko
Taki
Plaza

最
新
水
ま
わ
り
物
語

Number

　
2
0
2
0
年
12
月
、
東
京
工
業
大

学
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
学
生

の
た
め
の
国
際
交
流
拠
点「H

isao &
 

H
iroko T

aki Plaza

（
ヒ
サ
オ
・

ア
ン
ド
・
ヒ
ロ
コ
・
タ
キ
・
プ
ラ

ザ
）」が
竣
工
し
た
（
本
格
使
用
は
21

年
4
月
か
ら
）。東
工
大
の
卒
業
生
で

あ
る
、
ぐ
る
な
び
取
締
役
会
長
・
創

業
者
の
滝
久
雄
さ
ん
が
寄
附
し
た
30

億
円
を
も
と
に
建
設
し
た
た
め
、
施

設
名
に
滝
夫
妻
の
名
前
を
冠
し
て
い

る
。
同
氏
は
こ
れ
以
外
に
、
お
茶
の

水
女
子
大
学
と
東
京
藝
術
大
学
に
も

各
10
億
円
を
寄
附
。
お
茶
の
水
女
子

大
は
一
昨
年
「
国
際
交
流
留
学
生
プ

ラ
ザ
」
が
完
成
済
み
で
、
東
京
藝
大

も
目
下
、
同
様
の
構
想
が
進
行
中
だ
。

建
築
設
計
は
滝
さ
ん
の
指
名
で
、
3

校
と
も
隈
研
吾
さ
ん
が
手
が
け
て
い

る
。
今
回
完
成
し
た
東
工
大
の
建
築

全
体
と
ト
イ
レ
の
設
計
の
見
ど
こ
ろ

に
つ
い
て
、
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計

事
務
所
の
名
城
俊
樹
さ
ん
と
渡
邉
啓

太
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
名
城
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
3
校
は
敷

地
条
件
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
こ
と

か
ら
、
と
く
に
設
計
上
の
共
通
点
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
際
交
流

が
施
設
共
通
の
テ
ー
マ
で
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
学
生
が
集
ま
り
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
と
、
建
物
内

に
ア
ー
ト
作
品
を
積
極
的
に
展
示
す

る
こ
と
を
心
が
け
た
と
い
う
。
ア
ー

ト
に
関
し
て
は
、
寄
附
者
の
滝
さ
ん

が
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
普
及
・
振

興
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
で
、

東
工
大
の
施
設
に
は
1
階
の
入
口
正

面
に
、
漫
画
家
の
大
友
克
洋
さ
ん
の

原
画
・
監
修
に
よ
る
壁
画
・
陶
板
作

品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
隈
研
吾
建
築
都
市
設

計
事
務
所
で
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
は
名
城
さ
ん

だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は

大
学
ご
と
に
異
な
り
、
東
工
大
と
東

京
藝
大
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
卒

業
生
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
と
い

う
。
各
大
学
の
事
情
に
く
わ
し
く
、

仕
事
に
携
わ
る
う
え
で
愛
校
心
も
原

動
力
に
な
る
と
考
え
る
と
、
一
石
二

鳥
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
い
ろ

い
ろ
な
大
学
の
出
身
者
が
揃
っ
た
事

務
所
だ
か
ら
な
せ
る
わ
ざ
と
も
い
え

る
。

　
東
工
大
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ

ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、
建
築
家
の
谷
口

吉
郎
が
設
計
に
か
か
わ
っ
た
と
い
わ

れ
る
本
館
の
時
計
塔
だ
が
、
敷
地
は

正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
の
位
置
に
あ
り
、

そ
の
奥
に
時
計
塔
が
あ
る
た
め
、「
ま

ず
正
門
に
立
っ
た
と
き
に
時
計
塔
が

見
え
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
そ
れ

を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
で
き
る
だ

け
圧
迫
感
を
出
さ
な
い
建
物
に
し
た

い
と
考
え
た
結
果
、
機
能
の
過
半
を

地
下
に
埋
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
と
名
城
さ
ん
。
ま
た
、
大
岡
山

の
地
名
の
い
わ
れ
に
は
諸
説
あ
る
が
、

昔
か
ら
小
高
い
丘
が
多
い
土
地
で
あ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
建
築
全
体
を
丘

状
に
し
た
プ
ラ
ン
が
生
ま
れ
た
と
語

る
。
東
工
大
出
身
の
渡
邉
さ
ん
い
わ

く
、「
以
前
こ
こ
に
は
も
っ
と
大
き
く

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
た
め
、
視
線
が
縦

横
無
尽
に
抜
け
、
階
層
を
超
え
た
連

続
性
と
開
放
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
ト
イ
レ
は
4
フ
ロ
ア
と
も
同
じ
位

置
に
1
カ
所
ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

完
成
済
み
の
お
茶
の
水
女
子
大
の
ト

イ
レ
と
比
較
す
る
と
、
白
を
基
調
に

し
た
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
感
の
あ
る
空

間
、
カ
ウ
ン
タ
ー
下
を
オ
ー
プ
ン
に

し
て
照
明
付
き
の
個
別
鏡
を
配
し
た

洗
面
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
一
見
す
る
と

似
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
基

本
的
な
造
り
は
近
い
で
す
が
、
予
算

や
水
圧
な
ど
の
諸
条
件
も
異
な
り
ま

す
し
、
大
学
に
よ
っ
て
ト
イ
レ
に
対

す
る
考
え
方
は
結
構
違
い
ま
す
ね
」

と
名
城
さ
ん
は
言
う
。

　
そ
も
そ
も
東
工
大
と
お
茶
の
水
女

子
大
の
最
大
の
差
は
男
女
比
。
女
子

大
が
教
職
員
を
含
め
て
も
圧
倒
的
に

女
性
が
多
い
の
は
わ
か
る
が
、
東
工

大
も
大
学
の
な
か
で
は
か
な
り
特
殊

で
、
昨
年
の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、

学
士
課
程
学
生
全
体
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
年
々
増
え
て
い
る
と
は
い

え
、
わ
ず
か
12
・
9
%
。
そ
れ
ゆ
え
、

昨
今
の
ト
イ
レ
に
は
珍
し
く
、
女
子

ト
イ
レ
に
は
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
も

な
く
、
全
体
に
占
め
る
男
子
ト
イ
レ

の
面
積
が
他
校
に
比
べ
て
か
な
り
広

い
そ
う
だ
。「
今
回
の
建
物
は
職
員
が

多
く
、
職
員
は
学
生
に
比
べ
る
と
女

性
の
比
率
が
高
い
の
で
、
ま
だ
こ
れ

で
も
他
の
校
舎
に
比
べ
る
と
女
子
ト

イ
レ
は
大
き
め
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
渡
邉
さ
ん
。

　
か
た
や
、
お
茶
の
水
女
子
大
の
ト

イ
レ
は
女
性
用
の
ほ
う
が
広
く
、
ブ

ー
ス
数
も
多
い
の
は
当
然
だ
が
、
要

注
目
は
施
設
内
の
3
階
に
設
置
さ
れ

た
、
性
別
を
限
定
し
な
い
男
女
共
用

ト
イ
レ
。
名
城
さ
ん
に
よ
る
と
、
計

画
中
に
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
か

ら
だ
の
性
と
は
異
な
る
性
自
認
を
も

つ
人
）
の
学
生
の
受
け
入
れ
を
決
定

し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
様
な
利
用
者

に
配
慮
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
大
学

で
は
先
進
的
な
試
み
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　
と
こ
ろ
で
、
東
工
大
の
ト
イ
レ
で

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
、
入
口
の

ピ
ク
ト
サ
イ
ン
だ
。
ご
ら
ん
の
と
お

り
、
積
層
合
板
を
用
い
た
立
体
的
な

オ
ブ
ジ
ェ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
の
サ
イ
ン
も
同
様
の
デ
ザ

イ
ン
。
素
材
は
木
材
と
カ
ラ
ー
再
生

紙
を
積
層
し
た
製
品
「
ペ
ー
パ
ー
ウ

ッ
ド
」
で
、
男
性
用
が
ブ
ル
ー
、
女

性
用
が
レ
ッ
ド
の
紙
を
挟
ん
だ
板
を

使
用
し
て
い
る
。
隈
研
吾
建
築
都
市

設
計
事
務
所
に
は
サ
イ
ン
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
お
り
、
た
い
て
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
そ
う
だ
。

お
茶
の
水
女
子
大
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン

は
男
性
・
女
性
・
多
機
能
の
ど
れ
も
、

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
古
代
紫
を
用
い
、

形
状
だ
け
を
変
え
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
採
用
し
て
お
り
、
名
城
さ
ん
い
わ

く
、「
昨
今
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か

ら
す
る
と
、
あ
ち
ら
の
ほ
う
が
時
代

に
合
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
こ

こ
で
は
形
だ
け
で
は
や
や
わ
か
り
に

く
い
た
め
、
少
し
色
を
つ
け
ま
し
た
。

縞
模
様
の
素
材
は
、
建
物
の
雰
囲
気

に
も
合
っ
て
い
る
の
で
選
ん
だ
も
の

で
す
」。

　
は
た
し
て
、
3
つ
目
の
東
京
藝
大

の
建
築
と
そ
の
ト
イ
レ
が
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
か
も
楽
し
み
だ
が
、

東
工
大
の「H

isao &
 H

iroko T
aki 

Plaza

」
に
関
し
て
は
、
内
も
外
も

ど
こ
ま
で
も
つ
な
が
っ
た
造
り
が
印

象
に
残
っ
た
。
隈
さ
ん
自
身
が
内
覧

会
当
日
に
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
綴
っ
て
い
る
と
お
り
、「
今
後
、

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
国
際
化
の
な

か
で
、
こ
の
緑
の
丘
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
と
交
換
が
生
ま
れ
て
い
く
」

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

寄
附
に
よ
って

生
ま
れ
た

新
し
い
大
学
施
設

地
下
に
埋
め

見
通
し
を

よ
く
す
る
計
画

マ
ッ
シ
ブ
な
図
書
館
が
立
っ
て
い
た

の
で
、
見
通
し
は
よ
く
な
り
ま
し

た
」。

　
実
際
に
大
岡
山
駅
前
に
あ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
る
と
、
す
で
に
正
門

前
の
交
差
点
か
ら
、
階
高
を
抑
え
た

建
築
越
し
に
時
計
塔
が
は
っ
き
り
見

え
る
。
地
面
か
ら
屋
根
ま
で
階
段
状

の
ス
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

手
前
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
の
も
時

計
塔
が
見
え
や
す
い
要
因
だ
ろ
う
。

植
栽
も
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ

に
人
工
の
丘
の
よ
う
だ
。
手
前
に
は

地
階
と
隣
接
す
る
新
図
書
館
の
ド
ラ

イ
エ
リ
ア
に
通
じ
る
大
階
段
が
あ
り
、

地
下
に
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
埋
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
室
内
は
地
上
・
地
下
2
層
ず
つ
の

4
層
か
ら
な
り
、
地
下
2
階
に
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
地
下
1
階
に
留
学

・
就
職
情
報
エ
リ
ア
、
1
階
に
学
務

機
能
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
カ
フ
ェ
、

2
階
に
畳
の
小
上
が
り
の
あ
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ

る
。
内
部
も
外
観
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の

ま
ま
に
、
4
層
が
大
き
な
階
段
と
吹

抜
け
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
ど
の
階
に
も
外
か
ら
直
接
ア
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地
中
に
埋
ま
る

大
学
の
新
し
い

交
流
施
設 取

材
・
文
／
大
山
直
美
　
写
真
／
川
澄
・
小
林
研
二
写
真
事
務
所（
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
除
く
）

1F

外観

1階内観

→１階。地階と吹抜けで
つながっている。

↑１階全景。壁に掛けら
れているアートは「ELE-
MENTS OF FUTURE」

（大友克洋）。
多機能トイレ男子トイレ女子トイレ

カフェ

学務部窓口
カウンター
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0 10 20m1/1,000
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Hisao
&

Hiroko
Taki
Plaza

北側外観。
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イメージした建築。
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外観俯瞰。左手奥に時計
塔のある本館が見える。

建築概要

おもなTOTO使用機器

所在地 東京都目黒区大岡山2-12-1
事業主 国立大学法人東京工業大学
主要用途 複合施設
設計 隈研吾建築都市設計事務所
施工 鹿島建設、日比谷総合設備、
 大栄電気
敷地面積 137,088.40㎡
建築面積 1,293.37㎡
延床面積 4,879.39㎡
階数 地上2階、地下2階
高さ 13.96m
構造 鉄筋コンクリート造
設計期間 2017年8月～2019年1月
施工期間 2019年3月～2020年11月

1F
●女子トイレ
WL一体形便器ネオレストAH2
CES9898WRT15

●男子トイレ
WL一体形便器ネオレストAH2
CES9898WRT15
壁掛壁排水自動洗浄小便器
UFS900WR
パブリック用手すりレストルームアイテム01
T115CU3R

●多機能トイレ
多機能トイレパック
XPDA5RS4211WWG
マーブライトカウンターボウル一体タイプ
MC60
ベビーシート　YKA25R

　
2
0
2
0
年
12
月
、
東
京
工
業
大

学
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
学
生

の
た
め
の
国
際
交
流
拠
点「H

isao &
 

H
iroko T

aki Plaza

（
ヒ
サ
オ
・

ア
ン
ド
・
ヒ
ロ
コ
・
タ
キ
・
プ
ラ

ザ
）」が
竣
工
し
た
（
本
格
使
用
は
21

年
4
月
か
ら
）。東
工
大
の
卒
業
生
で

あ
る
、
ぐ
る
な
び
取
締
役
会
長
・
創

業
者
の
滝
久
雄
さ
ん
が
寄
附
し
た
30

億
円
を
も
と
に
建
設
し
た
た
め
、
施

設
名
に
滝
夫
妻
の
名
前
を
冠
し
て
い

る
。
同
氏
は
こ
れ
以
外
に
、
お
茶
の

水
女
子
大
学
と
東
京
藝
術
大
学
に
も

各
10
億
円
を
寄
附
。
お
茶
の
水
女
子

大
は
一
昨
年
「
国
際
交
流
留
学
生
プ

ラ
ザ
」
が
完
成
済
み
で
、
東
京
藝
大

も
目
下
、
同
様
の
構
想
が
進
行
中
だ
。

建
築
設
計
は
滝
さ
ん
の
指
名
で
、
3

校
と
も
隈
研
吾
さ
ん
が
手
が
け
て
い

る
。
今
回
完
成
し
た
東
工
大
の
建
築

全
体
と
ト
イ
レ
の
設
計
の
見
ど
こ
ろ

に
つ
い
て
、
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計

事
務
所
の
名
城
俊
樹
さ
ん
と
渡
邉
啓

太
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
名
城
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
3
校
は
敷

地
条
件
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
こ
と

か
ら
、
と
く
に
設
計
上
の
共
通
点
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
際
交
流

が
施
設
共
通
の
テ
ー
マ
で
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
学
生
が
集
ま
り
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
と
、
建
物
内

に
ア
ー
ト
作
品
を
積
極
的
に
展
示
す

る
こ
と
を
心
が
け
た
と
い
う
。
ア
ー

ト
に
関
し
て
は
、
寄
附
者
の
滝
さ
ん

が
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
普
及
・
振

興
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
で
、

東
工
大
の
施
設
に
は
1
階
の
入
口
正

面
に
、
漫
画
家
の
大
友
克
洋
さ
ん
の

原
画
・
監
修
に
よ
る
壁
画
・
陶
板
作

品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
隈
研
吾
建
築
都
市
設

計
事
務
所
で
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
は
名
城
さ
ん

だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は

大
学
ご
と
に
異
な
り
、
東
工
大
と
東

京
藝
大
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
卒

業
生
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
と
い

う
。
各
大
学
の
事
情
に
く
わ
し
く
、

仕
事
に
携
わ
る
う
え
で
愛
校
心
も
原

動
力
に
な
る
と
考
え
る
と
、
一
石
二

鳥
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
い
ろ

い
ろ
な
大
学
の
出
身
者
が
揃
っ
た
事

務
所
だ
か
ら
な
せ
る
わ
ざ
と
も
い
え

る
。

　
東
工
大
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ

ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、
建
築
家
の
谷
口

吉
郎
が
設
計
に
か
か
わ
っ
た
と
い
わ

れ
る
本
館
の
時
計
塔
だ
が
、
敷
地
は

正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
の
位
置
に
あ
り
、

そ
の
奥
に
時
計
塔
が
あ
る
た
め
、「
ま

ず
正
門
に
立
っ
た
と
き
に
時
計
塔
が

見
え
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
そ
れ

を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
で
き
る
だ

け
圧
迫
感
を
出
さ
な
い
建
物
に
し
た

い
と
考
え
た
結
果
、
機
能
の
過
半
を

地
下
に
埋
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
と
名
城
さ
ん
。
ま
た
、
大
岡
山

の
地
名
の
い
わ
れ
に
は
諸
説
あ
る
が
、

昔
か
ら
小
高
い
丘
が
多
い
土
地
で
あ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
建
築
全
体
を
丘

状
に
し
た
プ
ラ
ン
が
生
ま
れ
た
と
語

る
。
東
工
大
出
身
の
渡
邉
さ
ん
い
わ

く
、「
以
前
こ
こ
に
は
も
っ
と
大
き
く

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
た
め
、
視
線
が
縦

横
無
尽
に
抜
け
、
階
層
を
超
え
た
連

続
性
と
開
放
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
ト
イ
レ
は
4
フ
ロ
ア
と
も
同
じ
位

置
に
1
カ
所
ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

完
成
済
み
の
お
茶
の
水
女
子
大
の
ト

イ
レ
と
比
較
す
る
と
、
白
を
基
調
に

し
た
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
感
の
あ
る
空

間
、
カ
ウ
ン
タ
ー
下
を
オ
ー
プ
ン
に

し
て
照
明
付
き
の
個
別
鏡
を
配
し
た

洗
面
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
一
見
す
る
と

似
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
基

本
的
な
造
り
は
近
い
で
す
が
、
予
算

や
水
圧
な
ど
の
諸
条
件
も
異
な
り
ま

す
し
、
大
学
に
よ
っ
て
ト
イ
レ
に
対

す
る
考
え
方
は
結
構
違
い
ま
す
ね
」

と
名
城
さ
ん
は
言
う
。

　
そ
も
そ
も
東
工
大
と
お
茶
の
水
女

子
大
の
最
大
の
差
は
男
女
比
。
女
子

大
が
教
職
員
を
含
め
て
も
圧
倒
的
に

女
性
が
多
い
の
は
わ
か
る
が
、
東
工

大
も
大
学
の
な
か
で
は
か
な
り
特
殊

で
、
昨
年
の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、

学
士
課
程
学
生
全
体
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
年
々
増
え
て
い
る
と
は
い

え
、
わ
ず
か
12
・
9
%
。
そ
れ
ゆ
え
、

昨
今
の
ト
イ
レ
に
は
珍
し
く
、
女
子

ト
イ
レ
に
は
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
も

な
く
、
全
体
に
占
め
る
男
子
ト
イ
レ

の
面
積
が
他
校
に
比
べ
て
か
な
り
広

い
そ
う
だ
。「
今
回
の
建
物
は
職
員
が

多
く
、
職
員
は
学
生
に
比
べ
る
と
女

性
の
比
率
が
高
い
の
で
、
ま
だ
こ
れ

で
も
他
の
校
舎
に
比
べ
る
と
女
子
ト

イ
レ
は
大
き
め
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
渡
邉
さ
ん
。

　
か
た
や
、
お
茶
の
水
女
子
大
の
ト

イ
レ
は
女
性
用
の
ほ
う
が
広
く
、
ブ

ー
ス
数
も
多
い
の
は
当
然
だ
が
、
要

注
目
は
施
設
内
の
3
階
に
設
置
さ
れ

た
、
性
別
を
限
定
し
な
い
男
女
共
用

ト
イ
レ
。
名
城
さ
ん
に
よ
る
と
、
計

画
中
に
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
か

ら
だ
の
性
と
は
異
な
る
性
自
認
を
も

つ
人
）
の
学
生
の
受
け
入
れ
を
決
定

し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
様
な
利
用
者

に
配
慮
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
大
学

で
は
先
進
的
な
試
み
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　
と
こ
ろ
で
、
東
工
大
の
ト
イ
レ
で

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
、
入
口
の

ピ
ク
ト
サ
イ
ン
だ
。
ご
ら
ん
の
と
お

り
、
積
層
合
板
を
用
い
た
立
体
的
な

オ
ブ
ジ
ェ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
の
サ
イ
ン
も
同
様
の
デ
ザ

イ
ン
。
素
材
は
木
材
と
カ
ラ
ー
再
生

紙
を
積
層
し
た
製
品
「
ペ
ー
パ
ー
ウ

ッ
ド
」
で
、
男
性
用
が
ブ
ル
ー
、
女

性
用
が
レ
ッ
ド
の
紙
を
挟
ん
だ
板
を

使
用
し
て
い
る
。
隈
研
吾
建
築
都
市

設
計
事
務
所
に
は
サ
イ
ン
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
お
り
、
た
い
て
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
そ
う
だ
。

お
茶
の
水
女
子
大
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン

は
男
性
・
女
性
・
多
機
能
の
ど
れ
も
、

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
古
代
紫
を
用
い
、

形
状
だ
け
を
変
え
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
採
用
し
て
お
り
、
名
城
さ
ん
い
わ

く
、「
昨
今
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か

ら
す
る
と
、
あ
ち
ら
の
ほ
う
が
時
代

に
合
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
こ

こ
で
は
形
だ
け
で
は
や
や
わ
か
り
に

く
い
た
め
、
少
し
色
を
つ
け
ま
し
た
。

縞
模
様
の
素
材
は
、
建
物
の
雰
囲
気

に
も
合
っ
て
い
る
の
で
選
ん
だ
も
の

で
す
」。

　
は
た
し
て
、
3
つ
目
の
東
京
藝
大

の
建
築
と
そ
の
ト
イ
レ
が
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
か
も
楽
し
み
だ
が
、

東
工
大
の「H

isao &
 H

iroko T
aki 

Plaza

」
に
関
し
て
は
、
内
も
外
も

ど
こ
ま
で
も
つ
な
が
っ
た
造
り
が
印

象
に
残
っ
た
。
隈
さ
ん
自
身
が
内
覧

会
当
日
に
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
綴
っ
て
い
る
と
お
り
、「
今
後
、

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
国
際
化
の
な

か
で
、
こ
の
緑
の
丘
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
と
交
換
が
生
ま
れ
て
い
く
」

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

東
工
大
ら
し
い

ト
イ
レ
を
目
指
し
て

マ
ッ
シ
ブ
な
図
書
館
が
立
っ
て
い
た

の
で
、
見
通
し
は
よ
く
な
り
ま
し

た
」。

　
実
際
に
大
岡
山
駅
前
に
あ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
る
と
、
す
で
に
正
門

前
の
交
差
点
か
ら
、
階
高
を
抑
え
た

建
築
越
し
に
時
計
塔
が
は
っ
き
り
見

え
る
。
地
面
か
ら
屋
根
ま
で
階
段
状

の
ス
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

手
前
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
の
も
時

計
塔
が
見
え
や
す
い
要
因
だ
ろ
う
。

植
栽
も
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ

に
人
工
の
丘
の
よ
う
だ
。
手
前
に
は

地
階
と
隣
接
す
る
新
図
書
館
の
ド
ラ

イ
エ
リ
ア
に
通
じ
る
大
階
段
が
あ
り
、

地
下
に
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
埋
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
室
内
は
地
上
・
地
下
2
層
ず
つ
の

4
層
か
ら
な
り
、
地
下
2
階
に
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
地
下
1
階
に
留
学

・
就
職
情
報
エ
リ
ア
、
1
階
に
学
務

機
能
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
カ
フ
ェ
、

2
階
に
畳
の
小
上
が
り
の
あ
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ

る
。
内
部
も
外
観
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の

ま
ま
に
、
4
層
が
大
き
な
階
段
と
吹

抜
け
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
ど
の
階
に
も
外
か
ら
直
接
ア

名城俊樹
隈研吾
建築都市設計事務所
パートナー

Meijo Toshiki

渡邉啓太
隈研吾
建築都市設計事務所
設計室長

Watanabe Keita

1F

女子トイレサイン。 男子トイレサイン。 エレベータサイン。
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女子トイレ全景。セキュリティ上、個室の壁を天井まで立ち上げている。
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が
集
ま
り
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
と
、
建
物
内

に
ア
ー
ト
作
品
を
積
極
的
に
展
示
す

る
こ
と
を
心
が
け
た
と
い
う
。
ア
ー

ト
に
関
し
て
は
、
寄
附
者
の
滝
さ
ん

が
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
普
及
・
振

興
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
で
、

東
工
大
の
施
設
に
は
1
階
の
入
口
正

面
に
、
漫
画
家
の
大
友
克
洋
さ
ん
の

原
画
・
監
修
に
よ
る
壁
画
・
陶
板
作

品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
隈
研
吾
建
築
都
市
設

計
事
務
所
で
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
は
名
城
さ
ん

だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は

大
学
ご
と
に
異
な
り
、
東
工
大
と
東

京
藝
大
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
卒

業
生
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
と
い

う
。
各
大
学
の
事
情
に
く
わ
し
く
、

仕
事
に
携
わ
る
う
え
で
愛
校
心
も
原

動
力
に
な
る
と
考
え
る
と
、
一
石
二

鳥
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
い
ろ

い
ろ
な
大
学
の
出
身
者
が
揃
っ
た
事

務
所
だ
か
ら
な
せ
る
わ
ざ
と
も
い
え

る
。

　
東
工
大
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ

ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、
建
築
家
の
谷
口

吉
郎
が
設
計
に
か
か
わ
っ
た
と
い
わ

れ
る
本
館
の
時
計
塔
だ
が
、
敷
地
は

正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
の
位
置
に
あ
り
、

そ
の
奥
に
時
計
塔
が
あ
る
た
め
、「
ま

ず
正
門
に
立
っ
た
と
き
に
時
計
塔
が

見
え
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
そ
れ

を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
で
き
る
だ

け
圧
迫
感
を
出
さ
な
い
建
物
に
し
た

い
と
考
え
た
結
果
、
機
能
の
過
半
を

地
下
に
埋
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
と
名
城
さ
ん
。
ま
た
、
大
岡
山

の
地
名
の
い
わ
れ
に
は
諸
説
あ
る
が
、

昔
か
ら
小
高
い
丘
が
多
い
土
地
で
あ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
建
築
全
体
を
丘

状
に
し
た
プ
ラ
ン
が
生
ま
れ
た
と
語

る
。
東
工
大
出
身
の
渡
邉
さ
ん
い
わ

く
、「
以
前
こ
こ
に
は
も
っ
と
大
き
く

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
た
め
、
視
線
が
縦

横
無
尽
に
抜
け
、
階
層
を
超
え
た
連

続
性
と
開
放
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
ト
イ
レ
は
4
フ
ロ
ア
と
も
同
じ
位

置
に
1
カ
所
ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

完
成
済
み
の
お
茶
の
水
女
子
大
の
ト

イ
レ
と
比
較
す
る
と
、
白
を
基
調
に

し
た
シ
ン
プ
ル
で
清
潔
感
の
あ
る
空

間
、
カ
ウ
ン
タ
ー
下
を
オ
ー
プ
ン
に

し
て
照
明
付
き
の
個
別
鏡
を
配
し
た

洗
面
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
一
見
す
る
と

似
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
基

本
的
な
造
り
は
近
い
で
す
が
、
予
算

や
水
圧
な
ど
の
諸
条
件
も
異
な
り
ま

す
し
、
大
学
に
よ
っ
て
ト
イ
レ
に
対

す
る
考
え
方
は
結
構
違
い
ま
す
ね
」

と
名
城
さ
ん
は
言
う
。

　
そ
も
そ
も
東
工
大
と
お
茶
の
水
女

子
大
の
最
大
の
差
は
男
女
比
。
女
子

大
が
教
職
員
を
含
め
て
も
圧
倒
的
に

女
性
が
多
い
の
は
わ
か
る
が
、
東
工

大
も
大
学
の
な
か
で
は
か
な
り
特
殊

で
、
昨
年
の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、

学
士
課
程
学
生
全
体
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
年
々
増
え
て
い
る
と
は
い

え
、
わ
ず
か
12
・
9
%
。
そ
れ
ゆ
え
、

昨
今
の
ト
イ
レ
に
は
珍
し
く
、
女
子

ト
イ
レ
に
は
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
も

な
く
、
全
体
に
占
め
る
男
子
ト
イ
レ

の
面
積
が
他
校
に
比
べ
て
か
な
り
広

い
そ
う
だ
。「
今
回
の
建
物
は
職
員
が

多
く
、
職
員
は
学
生
に
比
べ
る
と
女

性
の
比
率
が
高
い
の
で
、
ま
だ
こ
れ

で
も
他
の
校
舎
に
比
べ
る
と
女
子
ト

イ
レ
は
大
き
め
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
渡
邉
さ
ん
。

　
か
た
や
、
お
茶
の
水
女
子
大
の
ト

イ
レ
は
女
性
用
の
ほ
う
が
広
く
、
ブ

ー
ス
数
も
多
い
の
は
当
然
だ
が
、
要

注
目
は
施
設
内
の
3
階
に
設
置
さ
れ

た
、
性
別
を
限
定
し
な
い
男
女
共
用

ト
イ
レ
。
名
城
さ
ん
に
よ
る
と
、
計

画
中
に
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
か

ら
だ
の
性
と
は
異
な
る
性
自
認
を
も

つ
人
）
の
学
生
の
受
け
入
れ
を
決
定

し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
様
な
利
用
者

に
配
慮
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
大
学

で
は
先
進
的
な
試
み
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　
と
こ
ろ
で
、
東
工
大
の
ト
イ
レ
で

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
、
入
口
の

ピ
ク
ト
サ
イ
ン
だ
。
ご
ら
ん
の
と
お

り
、
積
層
合
板
を
用
い
た
立
体
的
な

オ
ブ
ジ
ェ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
の
サ
イ
ン
も
同
様
の
デ
ザ

イ
ン
。
素
材
は
木
材
と
カ
ラ
ー
再
生

紙
を
積
層
し
た
製
品
「
ペ
ー
パ
ー
ウ

ッ
ド
」
で
、
男
性
用
が
ブ
ル
ー
、
女

性
用
が
レ
ッ
ド
の
紙
を
挟
ん
だ
板
を

使
用
し
て
い
る
。
隈
研
吾
建
築
都
市

設
計
事
務
所
に
は
サ
イ
ン
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
お
り
、
た
い
て
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
そ
う
だ
。

お
茶
の
水
女
子
大
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン

は
男
性
・
女
性
・
多
機
能
の
ど
れ
も
、

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
古
代
紫
を
用
い
、

形
状
だ
け
を
変
え
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
採
用
し
て
お
り
、
名
城
さ
ん
い
わ

く
、「
昨
今
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か

ら
す
る
と
、
あ
ち
ら
の
ほ
う
が
時
代

に
合
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
こ

こ
で
は
形
だ
け
で
は
や
や
わ
か
り
に

く
い
た
め
、
少
し
色
を
つ
け
ま
し
た
。

縞
模
様
の
素
材
は
、
建
物
の
雰
囲
気

に
も
合
っ
て
い
る
の
で
選
ん
だ
も
の

で
す
」。

　
は
た
し
て
、
3
つ
目
の
東
京
藝
大

の
建
築
と
そ
の
ト
イ
レ
が
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
か
も
楽
し
み
だ
が
、

東
工
大
の「H

isao &
 H

iroko T
aki 

Plaza

」
に
関
し
て
は
、
内
も
外
も

ど
こ
ま
で
も
つ
な
が
っ
た
造
り
が
印

象
に
残
っ
た
。
隈
さ
ん
自
身
が
内
覧

会
当
日
に
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
綴
っ
て
い
る
と
お
り
、「
今
後
、

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
国
際
化
の
な

か
で
、
こ
の
緑
の
丘
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
と
交
換
が
生
ま
れ
て
い
く
」

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

東
工
大
ら
し
い

ト
イ
レ
を
目
指
し
て

マ
ッ
シ
ブ
な
図
書
館
が
立
っ
て
い
た

の
で
、
見
通
し
は
よ
く
な
り
ま
し

た
」。

　
実
際
に
大
岡
山
駅
前
に
あ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
る
と
、
す
で
に
正
門

前
の
交
差
点
か
ら
、
階
高
を
抑
え
た

建
築
越
し
に
時
計
塔
が
は
っ
き
り
見

え
る
。
地
面
か
ら
屋
根
ま
で
階
段
状

の
ス
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

手
前
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
の
も
時

計
塔
が
見
え
や
す
い
要
因
だ
ろ
う
。

植
栽
も
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ

に
人
工
の
丘
の
よ
う
だ
。
手
前
に
は

地
階
と
隣
接
す
る
新
図
書
館
の
ド
ラ

イ
エ
リ
ア
に
通
じ
る
大
階
段
が
あ
り
、

地
下
に
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
埋
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
室
内
は
地
上
・
地
下
2
層
ず
つ
の

4
層
か
ら
な
り
、
地
下
2
階
に
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
地
下
1
階
に
留
学

・
就
職
情
報
エ
リ
ア
、
1
階
に
学
務

機
能
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
カ
フ
ェ
、

2
階
に
畳
の
小
上
が
り
の
あ
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ

る
。
内
部
も
外
観
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の

ま
ま
に
、
4
層
が
大
き
な
階
段
と
吹

抜
け
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
ど
の
階
に
も
外
か
ら
直
接
ア
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建
築
は
地
球
か
ら
生
ま
れ
る
。
大
地
を
構
成
す
る
金
属
、
鉱
物
、

繊
維
、
油
、
土
が
採
掘
さ
れ
、
結
合
さ
れ
、
変
化
す
る
。
大
地
か
ら

建
築
へ
。
何
千
年
も
の
間
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
単
純
明
快
だ
っ
た
。

木
の
幹
が
骨
組
み
に
な
り
、
泥
が
レ
ン
ガ
に
な
り
、
石
が
壁
や
ア
ー

チ
や
ド
ー
ム
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
技
術
を
用
い
て
構
築

さ
れ
た
建
築
は
、
い
ま
や
わ
ず
か
な
痕
跡
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
崩
壊
し
、
水
に
侵
食
さ
れ
、

太
陽
に
焼
か
れ
、
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
大
地
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。

過
去
1
0
0
年
の
間
に
、
建
築
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
は
最
終
的
に

「
木
を
切
り
、
小
屋
を
建
て
る
」と
い
う
よ
う
な
直
接
的
な
も
の
ご
と

の
連
関
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費
し
、
も
の
ご
と
が

複
雑
に
か
ら
ま
り
あ
う
構
造
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の

場
合
、
原
材
料
が
わ
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
変
化
し
て
し
ま
う
。
岩
は

薄
い
タ
イ
ル
に
な
り
、
黒
い
石
油
は
光
沢
の
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

な
り
、
砂
は
透
明
な
ガ
ラ
ス
に
な
る
。
物
質
は
産
地
か
ら
世
界
中
に

輸
送
さ
れ
、
多
く
の
場
合
は
枯
渇
す
る
ま
で
搾
り
取
ら
れ
つ
づ
け
、

放
棄
さ
れ
、
別
の
も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
建
築

家
は
、
設
計
上
の
判
断
が
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
一
方
で
、

建
築
を
形
に
す
る
と
き
に
、「
ど
の
よ
う
に
地
球
そ
の
も
の
を
再
構
築

す
る
か
」
と
い
う
自
分
た
ち
の
力
量
を
超
え
た
大
き
な
課
題
に
注
意

を
払
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

「A
rchitecture of T

he E
arth

」
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ス
タ

ジ
オ
が
こ
の
20
年
間
に
手
が
け
た
一
連
の
研
究
や
専
門
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
異
な
る
時
期
、
場
所
で
、

異
な
る
動
機
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
が
、
建
築
と
地
球
の
関
係
、

そ
し
て
人
間
が
環
境
に
与
え
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
の
に
役

立
っ
て
い
る
。
地
形
を
読
み
解
き
、
再
び
活
用
し
、
地
面
を
補
強
し
、

あ
る
い
は
型
と
し
て
使
う
ス
ペ
イ
ン
、コ
ス
タ
・
ダ
・
モ
ル
テ
の「
ト

リ
ュ
フ
」、
ア
メ
リ
カ
、モ
ン
タ
ナ
州
の
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
構
造

体
」、
ス
ペ
イ
ン
、メ
ノ
ル
カ
島
の
「
カ
ン
・
テ
ラ
」
な
ど
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
自
然
の
資
源
を
無
制
限
に
搾
取
す
る
こ
と
な
く
、
土
地

や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
自
然
の
力
を
活
か
し
て
構
築
さ
れ
、
相
乗
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
地
質
作
用
に
学
び
な
が
ら
原
始
的
な
施
工

方
法
が
編
み
出
さ
れ
、
新
し
い
建
築
言
語
が
見
出
さ
れ
る
。
地
形
か

ら
読
み
取
っ
た
大
地
の
論
理
を
設
計
行
為
に
結
び
つ
け
な
が
ら
、
建

築
の
新
た
な
可
能
性
を
探
し
求
め
る
。
先
入
観
な
し
に
、
不
完
全
さ

を
受
け
入
れ
、
人
間
の
生
活
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
感
覚
的
に
応
え

る
、
新
し
い
美
の
概
念
が
現
れ
る
。

　
T
O
T
O
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
間
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
で
は
、
会
場

の
各
空
間
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
実
現
化
へ
、
そ
し
て
ま
た
ア
イ
デ

ィ
ア
へ
戻
る
ル
ー
プ
を
た
ど
り
な
が
ら
、
現
在
も
続
き
、
終
わ
る
こ

と
の
な
い
冒
険
と
し
て
、
展
示
の
テ
ー
マ「A

rchitecture of T
he 

E
arth

」
が
展
開
さ
れ
る
。
建
設
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
さ
れ
な

か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
堂
に
会
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
段
階
で

の
考
え
方
を
示
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
の
枠
を
超
え
た
幅
広

い
議
論
の
一
部
と
し
て
、
関
係
・
影
響
・
進
化
を
明
確
に
示
し
て
い

る
。
模
型
や
映
像
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
時
間
・
空
間
・
物
質
が
一
体

と
な
っ
た
全
体
的
な
経
験
を
提
供
す
る
。
こ
の
展
示
に
合
わ
せ
て
、

同
じ
タ
イ
ト
ル
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
る
。
展
覧
会
と
と
も
に
、
そ
し

て
展
覧
会
が
終
わ
っ
た
後
も
、
よ
り
詳
細
な
か
た
ち
で
、
展
示
を
補

完
す
る
考
察
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

会期／2021年6月24日（木）～9月12日（日）
休館日：月曜・7月22日（木）、23日（金）・夏期休暇［8月9日（月）～16日（月）］事前予約制（＊） アンサンブル・スタジオ展 ＴＯＴＯギャラリー・間で展覧会をします

スペインとアメリカを拠点に活動を続ける建築家
アントン・ガルシア＝アブリルとデボラ・メサが主宰するアンサンブル・スタジオ。

地球規模の視点と自然と響きあうような力強い造形、
独自の構法を軸に、建築の可能性を追求する彼らの、日本で初めての個展を開催。

会場では「地球」と「建築」の関係性の探究のなかから生まれたプロジェクトに焦点をあて、
アンサンブル・スタジオ独自のリサーチ・設計・建設の過程を、

模型や映像を通じて紹介します。

次回
予告

詳細は
TOTOギャラリー・間ウェブサイトで
お知らせいたします。

世界を代表する建築家、妹島和世、
西沢立衛／SANAA。2020年に予
定された展覧会を、会期を変更して
開催いたします。環境と建築の融合
を目指す彼らの国内外での最新プ
ロジェクトの状況を紹介します。

所在地
東京都港区南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル3F
電話／03（3402）1010
ファクス／03（3423）4085
開館時間／11：00～18：00
休館日／月曜日・祝日、
夏期休暇、年末年始、展示替え期間
入場料／無料
アクセス
●東京メトロ千代田線
｢乃木坂｣駅下車 3番出口徒歩1分
●都営地下鉄大江戸線

「六本木」駅下車 8番出口徒歩6分
●東京メトロ日比谷線

「六本木」駅下車 4a出口徒歩7分
●東京メトロ銀座線・
半蔵門線、都営地下鉄大江戸線

「青山一丁目」駅下車
4番出口徒歩7分
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Ensamble Studio： Architecture of The Earth

妹島和世、西沢立衛／
SANAA展
環境と建築

TOTO
ギャラリー・間

六本木通り

赤坂通り

至赤坂▶◀至渋谷

六本木駅4a番出口

東京ミッドタウン

六本木駅8番出口

乃木神社

赤坂郵便局青山ツインタワー

外苑東通り

青山一丁目駅
4番出口

乃木坂駅3番出口

A
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Ensamble Studio

アンサンブル・スタジオ

アンサンブル・スタジオは、2000年に設立され、建築家アントン・ガルシア＝アブリル（1969年生まれ、写真左）とデボラ・メサ
（1981年生まれ、写真右）が主宰する職能横断型チームである。彼らの作品はリサーチと実践のバランスをとりながら、ランド
スケープの構築から住宅のプレファブリケーションといった多様な課題に取り組むために、タイポロジー、技術、方法論を刷新
する。初期の作品から最新作まですべてのプロジェクトにおいて、彼らが扱う分野、そして社会における建築家の役割のさ
らなる進歩を目指して、実地実験を行っている。彼らの作品では、アート、科学、建設、開発とデザインとを連携させ、アイデア
を最もよい方法で形に置き換える方法を探究している。
近年ガルシア＝アブリルはマサチューセッツ工科大学にて、メサはジョージア工科大学にて教鞭をとる。代表作に、「ランドスケ
ープの構造体」（米国、モンタナ州、ティペット・ライズ・アート・センター、2016）、「カン・テラ（大地の家）」（スペイン、メノルカ
島、2020）、おもな受賞としてRIBA チャールズ・ジェンクス賞（2019）などがある。
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子

トリュフ

（スペイン、コスタ・ダ・モルテ、2010）

ランドスケープの構造体
 インバーテッド・ポータル（裏返された門）
（米国、モンタナ州、ティペット・ライズ・アート・センター、2016）

ペトリファイド・リバー（石化した川）
リサーチ

（スペイン、コスタ・ダ・モルテ、2010）

スペイン著作権協会本部
（スペイン、サンティアゴ・デ・コンポステラ、2007）
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●N
ew

s File

（
55
ペ
ー
ジ
）に
て
展
覧
会
と
あ
わ
せ
て
発
行
の
書
籍

   『
大
地
の
建
築 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
』を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

   

あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ランドスケープの構造体 ドーモ（丸屋根）

（米国、モンタナ州、ティペット・ライズ・アート・センター、2016）
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5253 ＊TOTO ギャラリー・間ウェブサイト（https://jp.toto.com/gallerma）よりお申し込みください。

本展覧会は2021年6
月8日（火）からの公開
を予定していましたが、
新型コロナウイルス感
染拡大に伴う世界的
なコンテナ不足とスエ
ズ運河座礁による海
上輸送の混乱により、
会期を変更いたします。



　
建
築
は
地
球
か
ら
生
ま
れ
る
。
大
地
を
構
成
す
る
金
属
、
鉱
物
、

繊
維
、
油
、
土
が
採
掘
さ
れ
、
結
合
さ
れ
、
変
化
す
る
。
大
地
か
ら

建
築
へ
。
何
千
年
も
の
間
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
単
純
明
快
だ
っ
た
。

木
の
幹
が
骨
組
み
に
な
り
、
泥
が
レ
ン
ガ
に
な
り
、
石
が
壁
や
ア
ー

チ
や
ド
ー
ム
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
技
術
を
用
い
て
構
築

さ
れ
た
建
築
は
、
い
ま
や
わ
ず
か
な
痕
跡
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
崩
壊
し
、
水
に
侵
食
さ
れ
、

太
陽
に
焼
か
れ
、
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
大
地
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。

過
去
1
0
0
年
の
間
に
、
建
築
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
は
最
終
的
に

「
木
を
切
り
、
小
屋
を
建
て
る
」と
い
う
よ
う
な
直
接
的
な
も
の
ご
と

の
連
関
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費
し
、
も
の
ご
と
が

複
雑
に
か
ら
ま
り
あ
う
構
造
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の

場
合
、
原
材
料
が
わ
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
変
化
し
て
し
ま
う
。
岩
は

薄
い
タ
イ
ル
に
な
り
、
黒
い
石
油
は
光
沢
の
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

な
り
、
砂
は
透
明
な
ガ
ラ
ス
に
な
る
。
物
質
は
産
地
か
ら
世
界
中
に

輸
送
さ
れ
、
多
く
の
場
合
は
枯
渇
す
る
ま
で
搾
り
取
ら
れ
つ
づ
け
、

放
棄
さ
れ
、
別
の
も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
建
築

家
は
、
設
計
上
の
判
断
が
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
一
方
で
、

建
築
を
形
に
す
る
と
き
に
、「
ど
の
よ
う
に
地
球
そ
の
も
の
を
再
構
築

す
る
か
」
と
い
う
自
分
た
ち
の
力
量
を
超
え
た
大
き
な
課
題
に
注
意

を
払
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

「A
rchitecture of T

he E
arth

」
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ス
タ

ジ
オ
が
こ
の
20
年
間
に
手
が
け
た
一
連
の
研
究
や
専
門
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
異
な
る
時
期
、
場
所
で
、

異
な
る
動
機
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
が
、
建
築
と
地
球
の
関
係
、

そ
し
て
人
間
が
環
境
に
与
え
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
の
に
役

立
っ
て
い
る
。
地
形
を
読
み
解
き
、
再
び
活
用
し
、
地
面
を
補
強
し
、

あ
る
い
は
型
と
し
て
使
う
ス
ペ
イ
ン
、コ
ス
タ
・
ダ
・
モ
ル
テ
の「
ト

リ
ュ
フ
」、
ア
メ
リ
カ
、モ
ン
タ
ナ
州
の
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
構
造

体
」、
ス
ペ
イ
ン
、メ
ノ
ル
カ
島
の
「
カ
ン
・
テ
ラ
」
な
ど
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
自
然
の
資
源
を
無
制
限
に
搾
取
す
る
こ
と
な
く
、
土
地

や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
自
然
の
力
を
活
か
し
て
構
築
さ
れ
、
相
乗
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
地
質
作
用
に
学
び
な
が
ら
原
始
的
な
施
工

方
法
が
編
み
出
さ
れ
、
新
し
い
建
築
言
語
が
見
出
さ
れ
る
。
地
形
か

ら
読
み
取
っ
た
大
地
の
論
理
を
設
計
行
為
に
結
び
つ
け
な
が
ら
、
建

築
の
新
た
な
可
能
性
を
探
し
求
め
る
。
先
入
観
な
し
に
、
不
完
全
さ

を
受
け
入
れ
、
人
間
の
生
活
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
感
覚
的
に
応
え

る
、
新
し
い
美
の
概
念
が
現
れ
る
。

　
T
O
T
O
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
間
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
で
は
、
会
場

の
各
空
間
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
実
現
化
へ
、
そ
し
て
ま
た
ア
イ
デ

ィ
ア
へ
戻
る
ル
ー
プ
を
た
ど
り
な
が
ら
、
現
在
も
続
き
、
終
わ
る
こ

と
の
な
い
冒
険
と
し
て
、
展
示
の
テ
ー
マ「A

rchitecture of T
he 

E
arth

」
が
展
開
さ
れ
る
。
建
設
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
さ
れ
な

か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
堂
に
会
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
段
階
で

の
考
え
方
を
示
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
の
枠
を
超
え
た
幅
広

い
議
論
の
一
部
と
し
て
、
関
係
・
影
響
・
進
化
を
明
確
に
示
し
て
い

る
。
模
型
や
映
像
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
時
間
・
空
間
・
物
質
が
一
体

と
な
っ
た
全
体
的
な
経
験
を
提
供
す
る
。
こ
の
展
示
に
合
わ
せ
て
、

同
じ
タ
イ
ト
ル
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
る
。
展
覧
会
と
と
も
に
、
そ
し

て
展
覧
会
が
終
わ
っ
た
後
も
、
よ
り
詳
細
な
か
た
ち
で
、
展
示
を
補

完
す
る
考
察
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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＊1　reddotデザイン賞
1955年から続く国際的権威あるデザイ
ン賞。主催はドイツ・エッセン「ノルトライ
ン・ヴェストファーレンデザインセンター」。
デザイン専門家が美しさ、革新性、機
能性、品質などの基準に沿って厳正に
審査し認められた商品。
＊2　iFデザイン賞
1953年から続く国際的権威あるデザイ
ン賞。主催はドイツ・ハノーバー「iFイン
ターナショナルフォーラムデザイン」。デ
ザイン専門家が美しさ、機能性、革新
性を厳正に審査し認められた商品。

ニュースリリース（reddotデザイン賞）→
https：//jp.toto.com/company/
press/2021/03/24_011181.htm
ニュースリリース（iFデザイン賞）→
https：//jp.toto.com/company/
press/2021/04/20_011214.htm

セラトレーディング 東京ショ
ールームでは、オンラインに
よるコンサルティングを実施
しております。 ご自宅やオフ
ィスで、東京ショールームの
展示品をご覧いただきなが
ら、お客さまに最適な商品
をご提案いたします。 お近
くにショールームがない方
や、お仕事、家事、育児など
でご来館いただく時間がな
い方におすすめです。この
機会にぜひご利用ください。

東京ショールームにて
オンラインコンサルティングを
実施しています

TOTOの最新情報

TOTOからのお知らせページです。
イベント、新商品、最新情報など知っておいていただくと

お役に立つ情報を心がけています。
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●東京メトロ千代田線「乃木坂」駅下車3番出口徒歩1分
●都営地下鉄大江戸線「六本木」駅下車徒歩6分
●東京メトロ日比谷線「六本木」駅下車徒歩7分
●東京メトロ銀座線・半蔵門線・都営地下鉄大江戸線「青山一丁目」駅下車徒歩7分
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TOTOのシステムキッチン
は、おかげさまで発売40周
年を迎えました。1981年

「デラックスシリーズ」を発
売して以降、ライフスタイル
の多様化やお客さまニーズ
の変化にあわせ、世のなか
にない新しい商品やアイテ
ムを提供してきました。そし
て昨年９月に「美しい、使い
やすい、きれい」をコンセプ
トにザ・クラッソをフルモデ
ルチェンジして発売。なか
でも、オンリーワンアイテムの
クリスタルカウンターはお客

さまから、「空間が明るくな
って、気持ちよくなった」「透
明感と清潔感が気に入っ
ている」といった喜びの声
をいただいています。これ
からも、お客さまの声を真
摯に受け止めながら、ご満
足いただける新たな価値
を提案していきます。

システムキッチン
発売40周年
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reddotデザイン賞2021にて、
6商品受賞（内1点はBest of the Best受賞） 

iFデザイン賞2021にて、6商品受賞

下記商品12点が、国際的
なデザイン賞「レッドドット・
デザイン賞2021（＊1）」と

「iFデザイン賞2021（＊2）」
を受賞しました。このうち
「アクアオート コンテンポラ
リータイプ（オーバル）＊海
外向け」はレッドドット最優
秀賞である『ベスト・オブ・
ザ・ベスト』に選出されまし
た。TOTOは引き続きデザ
インとテクノロジーの融合を
追求し、お客さまへよりよい
暮らしを提供してゆきます。
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公益財団法人
東京都歴史文化財団
東京都江戸東京博物館
2,640円（税込）
未定
2021年10月
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予価
体裁
発行

present!
同封の

「TOTO通信アンケート」に
お答えいただいた方のなかから、

抽選で10名の方に
プレゼントいたします。

東京の縄文時代に生きた
人々の暮らしを伝える展覧
会が特別企画展として、江
戸東京博物館で開催され
る。東京の縄文時代を出土
品や調査結果より考える展
示はじつに30年ぶりとなる。
本書では、展覧会内容に加

え、縄文時代の暮らしにつ
いてより理解の深まるテキ
ストや資料、さらに館長の
藤森照信氏と考古学者の
山田昌久氏の対談が掲載
され、考古学の新しい楽し
み方ができる１冊となってい
る。

『大地の建築 
アンサンブル・
スタジオ』

スペインとアメリカを拠点に
活躍する建築家ユニット。
地球規模の視点と自然と
響きあうような力強い造形、
独自の構法を軸に、建築の
可能性を追求する建築
家 の日本 初の作 品 集 。

「Architecture of the 
Earth（大地の建築）」をテ
ーマに、リサーチ・設計・建

設プロセスを写真、図版、
テキストでわかりやすく紹
介した１冊。

アンサンブル・スタジオ：
アントン・ガルシア＝アブリル、
デボラ・メサ
3,300円（税込）
250×190㎜、ソフトカバー、
202ページ
2021年6月
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TOTOベトナム 
ハノイショールーム
オープン

３月12日、TOTOベトナムは
ホーチミンに続き首都ハノ
イに、国内ふたつ目の直営
ショールームを開設しました。
本ショールームは、一般の
お客さま向けの商品展示
に加え、プロのお客さまにも
ご満足いただけるテクニカ
ルセンター（技術展示やパ
ブリック施設向け商品の展
示）機能を有した総合型シ
ョールームです。また、待合
スペースでは、文化推進活
動の一環である TOTO出
版が発行する書籍が閲覧

でき、建築やデザインを学
ぶ方に情報を提供。ショー
ルームを通して、ベトナムの
みなさまによりいっそう、
TOTO独自の技術やニー
ズに合わせた商品、情報を
発信していきます。
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